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二十八　ざあ、ざざざざ、と地面を掠めて飛ぶ









　ざあ、ざざざざ、と地面を掠めて飛ぶように誰かが走っていた。

　女らしかった。少女といってもいいかも知れない。まるで絹のように滑らかな銀色の髪の毛を乱暴に結わえ付け、腰には細剣を差し、肩にかけるように羽織った衣がばたばたとはためく。

　端整な顔立ちに勝気な目つきをしているが、何より特徴的なのはその尖った耳である。上半分が横に張り出したように長くなり、先に行く程に細くなっていた。

　暗く、枯れた植物ばかりの森だった。どの木にも葉はなく、枯れたイバラが固くなってそこいらで道を塞いでいた。空はどんよりと曇り、しかし雨が降るような気配ではない。ただ重く灰色の雲が垂れ込めて、ひどく陰鬱だった。

　少女の後ろからは奇妙な魔獣が数匹、追うように走って来た。大きさは人間の子供くらいの蜥蜴とかげだ。しかし四足ではなく、発達した後肢が地面を蹴っている。目には瞼がなく、青い鱗に覆われた肌は奇妙な液体でぬらぬらと光っていた。

　少女は並走する魔獣を横目で見て舌を打った。

「しつこいんだよ……ッ！」

　少女は腰の細剣を引き抜くと、駆けながら横っ飛びに跳んだ。そして並走する魔獣を瞬く間に一匹串刺しにし、そのまま回転するように別の方向に飛んで、後ろから追いすがって来た魔獣の首を叩き落とした。並々ならぬ技量である。

　少女は追って来た数匹の魔獣を難なく屠ほふってしまうと、鋭い目つきで後ろを見た。

　もっと遠くからまだ数多くの魔獣が迫って来ているらしかった。少女は一瞬考えた様子だったが、すぐに剣を鞘に戻して駆け出した。

「雑魚ばかり相手にしていられるか……」

　背後に魔獣の気配を感じながら、少女は駆けた。華奢な体つきなのに、まるで疲れを知らぬというような身のこなしだった。

　木をかわし、イバラの茂みを飛び越え、どれだけ走ったのか分からないが、次第に薄く瘴気が漂い出した。ぴりぴりと肌を刺すような奇妙な魔力を感じた。

　少女は足を止めた。にやりと怪しげに笑う。

「ようやくか」

　少女は細剣を抜き、魔力の元の方に歩き出した。

　そこには黒い影法師がうずくまっていた。四足の獣のような姿である。長い尾の先が蛇のようにのたくってうごめき、豹のような頭が右に左に揺れ、口許らしい所からぼたぼたと黒い液体が地面に滴っていた。

　影法師はぶつぶつと小さな声で呟いていた。その調子は何かを乞うようであり、嘆いているようでもあった。


『か、か……かえり、たい……あ、るじ……』



「帰してやるよ。無にな」

　少女は凶暴な笑みを浮かべ、細剣を構えて影法師へと躍りかかった。





○






　少しずつ初夏の気配がしている。春に萌え出してぐんぐんと伸びた草や木々の葉は次第に若草色から深緑へと変わり、トルネラの森も緑色に染まった。村の外の平原もさながら緑の絨毯におおわれたようになり、羊たちは草を食はむのに夢中だ。

　そんな初夏の頃の大仕事はまず小麦の収穫、それから羊の毛刈りである。春先から柔らかな草をたっぷり食べた羊たちを捕まえて、もこもこと豊かに生え揃った毛を刈ってやるのだ。

　トルネラは夜こそ夏でも涼しい。しかし日中も気温はさほどではないにせよ、陽射しはギラギラと容赦がなく、暑い。そんな中、涼しげにさっぱりした羊たちは再び草を食みに戻る。

　そんな羊の毛刈りの日、ベルグリフはケリーの家の庭先に腰を下ろして、小さな子供たちの面倒を見ていた。腕には赤ん坊を抱きかかえ、周囲にはまだ五つに満たないような子供たちが地面に絵を描いたり、向こうで行われている毛刈りを眺めたりしている。

　羊を飼っている家は多いが、ケリーの家の羊の数は飛びぬけて多い。この時期に雇われて働く村人も多く、さながら何かのイベントのように賑わう。毛刈りが終われば糸紡ぎと機織りが待っている。

　専用の鋏を使って行う毛刈りは、熟練の技を持つ者でも一頭で四、五十分近くかかってしまう。見習いの若者たちともなればその倍は見なくてはなるまい。

　年かさの者がやって見せ、それから若者たちがやるが、羊が暴れて逃げ出したり、誤って羊の皮を傷つけて血を流したりと毎年大騒ぎである。それで若者がそつなくこなせるようになる頃には、小さな子供だったのが毛刈りを習い始めるのである。

　ベルグリフも数年前までは毛刈りに参加していたが、ここ数年は専もつぱら子供の相手が多い。若者に仕事をさせる事で覚えさせるという意味合いもあったし、女たちは昼食作りや刈った羊毛の洗いで忙しい。それにベルグリフは不思議と子供に好かれる性た質ちだったから、彼に任せておけば安心、と大半の村人が思っている。その為、自然と子守は彼の仕事になった。

　赤ん坊が泣き出すと、ベルグリフは懐に手を入れ、シャツの合わせの隙間から親指をのぞかせる。赤ん坊はそれに吸い付いて大人しくなった。手慣れたものである。

　そんな風に子供たちの相手をしていると、ずんぐりとした男がやって来た。冒険者然とした出で立ちで、戦斧を携えている。茶色の髪の毛は薄くなり始めているが、その代わりに顔の下は濃い髭が覆っていた。

　男は人懐っこい目を細めて笑いながら、ベルグリフに話しかけた。

「はっはっは、流石さすがはベル殿。赤ん坊の相手も慣れたものですな！」

　ベルグリフはにっこり笑って答えた。

「やあ、お帰りダンカン。今日はどうだった？」

「いつも通りと言ったところですな。いやはや、しかしこの村の若者たちは筋が良くて驚嘆いたす。余程師が良かったのでありましょうなあ、はははは！」

「何を言ってるんだい、まったく……」

　ベルグリフは苦笑しながら立ち上がり、赤ん坊をダンカンに預けた。

「ちょっと頼むよ。喉が渇いた」

「む？」

　赤ん坊はダンカンに預けられた途端に泣き出した。ダンカンは大慌てであやそうとするが、赤ん坊は余計に泣くばかりで収拾がつかない。

「ちょ、ベル殿！　これはどうしたら！」

「ちょっとだけ待っててくれ」

　ベルグリフは早足で台所の中に入って、ばたばたと忙しく食事の支度をする女たちの間を縫って、柄杓で水を一杯飲んだ。そうして戻って来ると、ダンカンに子供たちがわらわらと群がって、肩や背中によじ登っている。彼のずんぐりした体は登りやすいらしい。

「はは、人気者じゃないか」

「そ、某それがしはこういった事には慣れておらんです……」

　髭を引っ張られて狼狽するダンカンに笑いながら、ベルグリフは泣きじゃくる赤ん坊を引き受けた。ベルグリフに抱かれると赤ん坊はたちまち大人しくなった。

　ベルグリフがボルドーから帰ってもうふた月近くが経っていた。

　彼がボルドーにいる間にトルネラはすっかり雪解けになり、帰って来てからというもの、青々としていた麦もあっという間に黄金に色づいて収穫の時を迎えた。

　帰って来たベルグリフをまず仰天させたのはダンカンだった。

　この男、強者との手合わせを求めて諸国を漫遊する冒険者で、〝赤鬼〟の噂を聞きつけて遥々トルネラまでやって来たのだが、ロディナでベルグリフの事をそれと知らずに邂逅し、完全にすれ違ってしまった。

　だがトルネラに着いたダンカンは、ベルグリフがいないと知って立ち去るのではなく、なんと帰って来るまで待っていた。その間に村の仕事を手伝ったり若者たちに戦いの手ほどきをしたりと、元来の磊らい落らくな性格が幸いして、すっかり村に溶け込んでいたようである。

　ベルグリフはロディナで知らぬふりをした事を謝ったが、ダンカンは全く気にしていなかった。むしろ、ロディナで立ち合っていてはトルネラまで来る事もなかっただろうと言って、ベルグリフが知らぬふりをした事を感謝したくらいである。彼はトルネラが気に入った様子だった。

　また、ベルグリフ不在のトルネラでのダンカンの存在は、丁度助けになっていた。

　街道の整備が先延ばしになったので、村人たちはもちろんがっかりしたのだが、別の問題が持ち上がっていた為、それほど騒ぎにはならなかった。

　その騒ぎというのは、どういうわけだか、ＥやＤ程度の下位ランクの魔獣が頻繁に現れるようになったのである。

　下位ランクとはいえ、一般人にとって魔獣は脅威だ。村の若者たちも剣は扱えるし、体は丈夫だからもちろん戦えるのだが、実戦となると経験に乏しい。退治のノウハウを身に付けるまでの犠牲は止むを得ないと思っていた。

　そんな時、流れの冒険者であるダンカンが一役買った。自分で退治するだけでなく、ベルグリフが剣の手ほどきをしていた若者たちの中で希望者を集め、魔獣退治の実戦を教えたのだ。

　実戦向きの剣をベルグリフに教わっていた若者たちはあっという間に魔獣の退治を覚え、今では数人でパーティを組んで冒険者さながらに魔獣を退治している。今のところ死者も重傷者も出ていない。

　本当に自分の出る幕はなくなったみたいだ、とベルグリフは思った。

　ダンカンはベルグリフの隣に腰を下ろした。

「いやはや、早いものですな。某もすっかりここに根が生えてしまいました」

「それは大歓迎だな。いっそ腰を据えて嫁探しでもするかい？」

　ベルグリフが冗談めかして言うと、ダンカンは豪快に笑った。

「はっはっは！　それも悪くありませんな！」

　わあ、と毛刈りの方から声が上がった。羊が嫌がって立ち上がり、押さえていた青年がひっくり返ったらしい。教えていた男の怒声と、周囲の笑い声が響く。

　ベルグリフも笑いながらそれを見、それからダンカンに視線を移した。

「それで、どうだい？　原因は摑めそうか？」

　ダンカンは難しい顔をして腕を組んだ。

「今日は魔力の元の方まで進んでみたのですが、どうにも分かりませんな。某、恥ずかしながら探索はあまり得意としておらんのです。戦いには一家言あるのですが」

「ふむ……」

　俺も出た方がいいかもな、とベルグリフは思った。

　冒険者の仕事は荒事が多いが、種類は大別して三つ。討伐系、採集系、探索系である。

　討伐系の依頼は魔獣や賊を退治すれば終わりなので、単純な戦闘力が物を言う。魔獣の知識も必要ではあるが、先達の冒険者たちが多くのデータを残しているので、依頼前に軽く調べるだけでいい場合も多い。討伐した魔獣の死骸から素材を持ち帰る仕事がセットになる事もある。

　採集系は素材の採取である。魔獣の皮や牙、爪や甲殻などの場合は討伐系と重なる場合も多いが、多くは自然に生える薬草や鉱石だ。これは採取場所によっては戦闘能力がなくともできる。駆け出しの冒険者が行う薬草採取などもこれに当たり、誰もが一度は経験する依頼だ。

　探索系というのは主にダンジョンや深い森、山の中などへと向かうものだ。その内容はダンジョンの奥に潜む高位ランクの魔獣の討伐だったり、その魔獣の持つ素材を手に入れる事だったり、あるいはそこに隠されているという財宝の取得だったり、目的は様々である。しかし、数日に亘る戦闘と調査が待っている為、確かな戦いの腕と入念な準備、そして抜け目のない注意深さが求められる。単なる討伐依頼や採集依頼よりも難易度は数段上だ。

　冒険者にも色々なタイプがあって、ダンカンなどはその豪快な見た目通り、討伐依頼を得意とする冒険者らしい。その分、探索など機微を必要とする仕事は不得手としており、ＡＡランクの実力を持ってはいるが、ダンジョン探索などではなく、腕っぷし一本でのし上がったタイプのようだ。戦いが好きな性格らしく、強者を求めて遍歴しているのも頷ける。

　冒険者時代のベルグリフは満遍なくどんな依頼も受けていた。討伐もしたし採集もしたし、ダンジョンにも潜った。まともに仕事をしていたのは二年そこそこだったが、その間はまともに休んだような記憶がない。次から次へと依頼を受け、それこそ死にかけたような事もあるが、すべて経験だと神経を尖らして仕事をこなしたものだ。

　ともあれ、魔獣が増えているのは、どうやらトルネラ付近の山に魔力溜まりができている、あるいは強力な魔獣が潜んでいる、というのがベルグリフの見立てだった。

　魔力の多い所は結界が張られない限りは魔獣が集まりやすい。また、強力な魔獣の周りには下位の魔獣が集まる傾向がある。そうやって魔力が溜まり続ければ土地自体が変質してダンジョン化する事もあるのだ。その原因を突き止めなくては魔獣が湧き続けるだろう。

　今のところは下位の魔獣しか現れない。だが、いつ高位ランクの魔獣までが現れるかは分からないのだ。冒険者の常駐する町や村ならばともかく、トルネラでそんなものが出て来ては大変である。

　今はまだいいかも知れない。しかし、いずれベルグリフが死ぬような事があれば、誰かが自衛の業を担って行かなくてはならない。ベルグリフがいようがいまいが魔獣は現れるだろう。そう考えると、その訓練には丁度いいとも言える。

　しかし、得体の知れない原因で魔獣が湧いているのはもちろん不気味だ。原因を潰すにせよ放っておくにせよ、その正体を摑まねばならないだろう。

　蠅が一匹、さっきから顔の周りを飛び回って鬱陶しい。ベルグリフは眉をひそめながら手でそれを払った。

　目の前ではまた羊が駆け出した。怒声と笑い声が響いている。





○






「お父さん分が不足している……」

　海辺の町、エルブレンの下町の一角、屋台風に外に張り出された軒下のテーブルで、アンジェリンがぐったりとしていた。テーブルに顎を乗せ、体からはだらんと力を抜いている。

　アネッサが汗を拭きながら苦笑した。

「早すぎるだろ……」

「早くない……もう二か月だぞ……」

　アンジェリンは頭を横に傾けてテーブルに頰をぺたんと付けた。ミリアムはぼーっとしている。ふかふかの耳の毛は寒さには強いが夏の暑さにはそれほど強くないらしい。

　オルフェンに帰って来てからというもの、彼女たちは一昔前の気楽な冒険者稼業に戻っていた。好きな時に好きなように仕事をし、それ以外の時は好きな事をする。下位ランク冒険者がうらやむ高位ランク冒険者の生活だ。魔王による魔獣の大量発生の時とは比べ物にならないほど安穏としている。

　鉄珊瑚に良い値が付くというから、つい先日からエルブレンまで遠征に来て、近くにある海のダンジョンを探索していた。生臭い魚介の魔獣どもを斬り伏せながらダンジョンを進み、鉄珊瑚は十分に集まった。オルフェンに輸送する手はずも整えてもらったし、一安心である。

　仕事は終わったけれど、せっかくだからエルブレンのうまい魚介料理とワインを楽しんで、明日帰ろうという算段になっている。

　アンジェリンはよく冷えたワインを飲んだ。

　色々の事を思い出す。ボルドーで父の背中が見えなくなるとたちまち寂しくなって、思わずそのままトルネラに向かおうとした。しかし流石に恰好が付かないし、アネッサたちに止められてそれはよした。オルフェンに帰ってから、ベナレスやアステリノスにも仕事に出たが、事あるごとにベルグリフとの再会の喜びと、再び別れた寂しさが思い出されて、何となく気持ちが落ち着かなかった。それでも仕事は完遂しているのが、流石はＳランク冒険者といったところではあるのだが。

　空になったグラスに、瓶からワインを注ぐ。

「きっとお父さんも寂しがっている筈……」

「ベルさんねえ……頼りにされてそうだから、寂しがってる暇ないんじゃないか？」

「むう……」

「トルネラ、涼しいだろうにゃー……」

　ミリアムが小さく揺れながら呟き、汗をぬぐった。アネッサが呆れたように氷の入った水のグラスを押しやった。

「ほら、水。だから店の中にしようかって言ったのに」

「だって風が止んじゃったんだもーん……」

　ミリアムは氷水をうまそうに飲んで息をついた。少し前まで海風ではためいていた日よけの簾は死んだように動かない。

　エルブレンはオルフェンの西側に位置する町だ。海運と漁業で栄えており、オルフェン程ではないが町の規模も大きく、人も多い。近郊に海のダンジョンがあるから、冒険者の数も結構なものだ。

　気候的にはオルフェンとそう変わらない筈なのだが、海辺という事もあって標高は低く、それゆえに何処となく空気がもったりとして、魚の臭いなんかがして、風がないとオルフェンよりも暑く感じられるようだ。尤も、夏だから暑いに決まっているのだが。

「……お父さんと海にも来たいなあ」

　アンジェリンは向こうで陽の光を照り返す海面を眺めて呟いた。ベルグリフは泳ぐのは得意ではないが、一緒に海辺を散歩するのはきっと楽しいだろう。

　ミリアムがグラスの氷をからからいわせながら言った。

「アンジェは恋人作んないの？」

「なんで」

「だってこっちに恋人いれば寂しさ紛れるじゃん」

「お父さんに求めているものと恋人に求めているものは違う……大体、オルフェンの男は情けなくてだめ……ミリィこそどうなの」

「やだよう、同年代の男なんか信用できないもん。獣人だって知られるのも嫌だし。そもそもカッコいい男がいないんだよねー。弱っちいのばっか」

「お前ら、理想が高すぎないか？」

　呆れ顔のアネッサを見て、二人は顔を寄せ合って意味ありげに笑った。

「カッコつけちゃって、ねー」

「アーネこそ良い人いないの……？　理想高すぎて無理……？」

「うるさい。わたしはいいんだよ。別に元々欲しくないし……」

「ふーん」

「ま、そういう事にしといてやろう……」

「あ、何だよその言い方！　違うぞ!?　今は仕事が楽しいだけで……ちょ、聞けってば！」

　わたわたと弁解するアネッサを無視して、アンジェリンとミリアムはワインを飲んだ。空きっ腹にアルコールが沁みる。

　アンジェリンはぼうっと遠くを見た。簾越しに見える青空に入道雲が居座っている。胃をワインがこすって腹がくるくる鳴った。

「お腹空いた……まだかな……」

「あのさー」

「ん……？」

「ベルさんて、お嫁さんもらうつもりないのかなー？」

「……なに、突然？」

　アンジェリンがムスッとした表情で言った。ミリアムは頰杖を突いた。

「だってお嫁さんがいればトルネラでも寂しくないじゃん。でもベルさん、ヘルベチカさんにキスされたのに相手にしてる感じじゃなかったし、そういうの興味ないのかなって」

「ちょっと照れてはいたみたいだったけどな」

「ふん……あんな小娘がお父さんのお嫁さんになれるもんか」

「いや、小娘ってお前……」

「アンジェ的にはどうなのー？　どんな人がお母さんならいいのー？」

　ミリアムに言われて、アンジェリンは考えるように視線を泳がした。

「……母性が必要、かな？」

「母性ねえ……」

「やっぱりおっぱい……？」

「いや、だからそれじゃミリィにも母性があるって事になる」

　そう言ってアンジェリンとアネッサはミリアムを見た。

「……やっぱりないな」

「ないね」

「なんだよう」

　ミリアムは口を尖らした。アネッサは苦笑しながらワインを飲んだ。

「ともあれ、ベルさんは皆からお父さんと思われちゃうから、ベルさんの父性に負けない人じゃないと駄目だな」

「そう、それ。慕う心にも色々あるのだ……親と子ではなく、男と女……そう、それは獣の如く……いや、お父さんは紳士だから獣は語弊」

「何言ってるか全然分からんぞ……でも確かにベルさんに対しては恋慕じゃないな。お父さんがいた事ないから知らないけど、実際にお父さんがいたら向く感情っていうか」

「だねー。わたしもベルさん好きだし会いたいし甘えたいと思うけど、恋人とはちょっと違うよねー」

「だよなあ、ベルさんといると安心するけど、結婚したいかって言われたらそうじゃないんだよなあ……」

「それ以前にわたしが許さん。アーネもミリィもわたしのお母さん役には実力不足……」

　アンジェリンが言うと、ミリアムはあっかんべえと舌を出した。

「わたしだってアンジェみたいな娘はやーだ」

「ほう……気が合うな」

「だねー」

　いえーい、と二人はハイタッチした。アネッサは嘆息した。

「なにやってるんだか……」

　アンジェリンは残ったワインを飲み干して頷いた。

「うむ……それじゃあお父さんのお嫁さん探しをするしかない」

「わーい、楽しそう」

「わたしのお母さん候補でもあるから慎重に選ばねば……」

「いや……いやいやいや、それはベルさんが決める事だろう？」

「お父さんに任せていては相手などいつまでも見つからない……奥手だもん」

「いや、でもトルネラに良い人がいるかも知れないじゃないか」

「いない。いればとっくに結婚してる」

「む……それは……そうかもだけど」

「最終的に決めるのはもちろんお父さん。でもトルネラに相手がいないとなれば、わたしたちが候補を探すしかない。ふふふ、何か楽しくなってきたぞ……」

「ベルさんにお嫁さんかー……けど、もしお嫁さんが見つかったら、ベルさんがお嫁さんラブになっちゃってアンジェはほっとかれちゃったりしてね？」

「!!」

　冗談めかした調子のミリアムの言葉に、アンジェリンは衝撃を受けたように固まった。頭を抱えてテーブルに突っ伏した。
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「あ……あああああ……ど、どうしよう、どうしよう……」

「お前……考えてなかったのか」

「ありゃりゃー、これじゃお嫁さん探しどころじゃないかー」

　そやそやと再び風が吹き始めて、料理が運ばれて来た。エルブレン風パエリアと、添えられた牡蠣とメルルーサのフライがうまそうに湯気を立てている。











二十九　早朝の庭先で、ベルグリフは剣を









　早朝の庭先で、ベルグリフは剣を片手にダンカンと向かい合っていた。義足側に軽く体重を乗せ、ゆらゆらと小さく左右に揺れる。ダンカンは戦斧を上段に構えてジッとベルグリフを見据えていた。

　夏のトルネラの早朝は涼しい。

　そこいらには朝靄が漂っていて、まだ昇り切っていない太陽が淡く地上を照らしている。これが高くなると一気に暑気が押し寄せるのだ。そうなるともう鍛錬どころではない。

　ベルグリフは小さく揺れるだけで動かず、ダンカンの方も緊張したように静止している。時折つま先が距離を測るようにじりじりと動くばかりだ。

　やがてダンカンが動いた。一気に踏み込み、剛！　と戦斧を振り下ろす。

　ベルグリフは目を見開き、しかし動きは最小限にそれをかわした。同時に剣を振る。

　だがダンカンも歴戦のつわものだ、身をよじって剣をかわし、即座に飛び退って距離を取った。

　ベルグリフは嘆息して構えを解いた。

「まだまだだな……ありがとうダンカン」

「いやはや、それは某の台詞。あれをかわされては立つ瀬がござりませんわ。はっはっは！」

　ダンカンは額の汗を拭いながら笑った。

　ベルグリフが帰って来るまで、ダンカンはケリーの家に世話になっていたが、ベルグリフが帰って来てからは彼と起臥を共にしている。早朝の村の見回りや鍛錬も一緒だ。

　痛む体でアンデッド相手に戦って以来、ベルグリフはなるべく力を抜いて戦う方法を習得しようとしていた。エルフの霊薬によって体の痛みはなくなったものの、寄る年波には勝てない、とボルドーで悟ってしまった。

　今までのような剛の剣ではまたいつ体を痛めるか分からない。そうなってしまっては元に戻らないだろう。エルフの霊薬なぞ今度はいつお目にかかるものか分かったものではない。

　そういうわけで、トルネラには貴重な武人であるダンカン相手に、毎日朝晩と稽古を続けていた。

　元から後の先を取る戦術を主にしていたので回避の技は身に付いていたものの、カウンターの一撃がダンカンクラスの相手になると中々当たらない。また、以前は全身の力を込めていたその一撃を、さらに敏捷に、さらに力を加えず、しかし一撃で相手を沈める鋭利さを以て振りたいのだ。その方法を模索しているが、中々上手く行かない。魔力を上手く使い、剣との感応を高めればできない筈はないのだが、とベルグリフは嘆息した。

「困ったものだ……自分の体なのに中々言う事を聞いてくれない」

「はっはっは、仕方がありますまい！　言う事を聞かせるために訓練があるのです！」

「そうだな……しかしこのザマでは不安だなあ……またいつ体を痛めるか分からない」

「ふむぅ……トルネラで戦う分には十分だと思うのですが……」

「さて、どうかね。まだ自分では太鼓判を捺せそうにないよ」

　ベルグリフは肩をすくめた。

　そろそろ本格的に魔獣の発生の原因を確かめよう、と決めた。

　かつてオルフェン周辺では魔王の影響で魔獣が大量発生していたが、その時は高位ランクの魔獣が多かった筈だ。そのせいでアンジェリンが帰れなかったのだから。

　しかし、トルネラには今のところ下位の魔獣しか出て来ない。魔王クラスではないにせよ、この周辺の魔獣よりは強力な種がやって来て、その魔力に惹かれた下位ランクの魔獣が集まっているのだろうと推測される。

　あるいは、何かしらの要因で魔力溜まりができている可能性もある。そうなったら少し厄介だ。魔獣ならば退治すれば済む話だが、魔力溜まりは魔法に精通した者がいなくては対策ができない。ベルグリフは知識としては知っているが、彼はあくまで剣士であって魔法使いではない。

　どちらにしても、ダンカンが探索を不得手とする以上、ベルグリフが出なくては原因を突き止める事はできないだろう。

　その探索の為にベルグリフは自分の動きを決めてしまいたかった。生来の慎重さが、半端な実力で探索に出る事を躊躇させていた。しかし中々上手く行かないので、じれったい。

「それにしても、その歳になって新たに動きを磨こうとは、ベル殿は大した御仁でありますなあ」

　鍛錬後の柔軟をしながらダンカンが言った。ベルグリフは苦笑した。

「君もそのうち分かるよ。四十を超えるとね、一気に歳を取った気分になるものでね、何と言うかこう……不思議と焦るんだよ。今までのままじゃいけないかも知れないってね」

「ふむう……某も三十を超える頃には歳を取ったと思いましたが……」

「それとは少し違うんだ。歳を取る、というよりは老いを感じる、と言った方がいいかな。例えば、ふとした瞬間に、体が前の通りに動かなかったり、白髪が増えたように思ったりする。ほんの些細な事なんだよ。だけど、それが無性に寂しくなるんだ。変に昔を懐かしがったりしてね、心まで歳を取ったような気分になる。傍目には分からないかも知れないが、自分の事だから妙に重苦しく感じるんだよ」

「成る程……分かるような気がしますな。某も三十七になりますが、時折不意に寂しくなる事があります。何か置き忘れて来てはいないか、と」

「置き忘れ、か……確かにそうかもな。一生懸命に生きて来たつもりだけど、振り返ってみれば何を成したんだかね……」

「何をおっしゃる。ベル殿はかの〝黒髪の戦乙女〟を育て上げられたではありませんか。某はまだ相対した事はありませんが噂はよく耳に致しますぞ」

「そうか……そうだな。あの子がいてくれたのは俺にとって一番の幸いだったかも知れん」

　ベルグリフは照れ臭そうに笑って立ち上がった。

「さて、つまらん話をしてしまったな。朝飯にしよう」

「はっはっは、照れなくてもいいではありませんか！　このダンカン、子を愛おしむ親を冷笑するほど低俗ではありませんぞ！」

　ダンカンは笑いながらベルグリフの肩を叩き、大股で家に入って行った。ベルグリフは苦笑しながら頭を搔き、後に続いた。





○






　朝から雨が降っている。

　体を動かすのが億劫な気分でギルドの建物に入るとロビーが混み合っているからアンジェリンは顔をしかめた。

「今日も大繁盛……」

　駆け出しらしい若い冒険者のパーティがカウンターの前で騒いでいる。ロビーの端の方で中年の冒険者が数人でテーブルを囲んでいる。職員があっちに行ったりこっちに行ったり、受付嬢が困ったように笑ったり、いつもの光景である。

　高位ランク専用のカウンターに行って依頼の確認をする。カウンターにはアンジェリンが殴って入れたヒビが残ったままである。いい加減に直せばいいのにと思う。

　受付に座っていた中年の女性がにっこり笑った。

「おはよう、アンジェちゃん」

「おはよ、ユーリさん……なんかある？」

「んー、そぉねえ。ちょっと待ってねえ」

　ユーリさんと呼ばれた女性はカウンターの上のファイルをめくった。海のような濃い青色の髪の毛が広げたファイルの上に垂れる。ユーリは煩わし気にそれを払って背中側に流した。

　彼女はかつてのライオネルのパーティメンバーの一人だ。現役を引退した後は帝都に暮らしていたが、あの魔獣騒ぎの時、ライオネルの知らせを受けて遥々やって来たのだ。到着した時にはもう騒ぎが収まっていたのは気の毒としか言いようがない。

　しかし、その後のギルドの立て直しと改革で力を発揮している。専ら高位ランク専用の受付嬢だが、自身も元高位ランク冒険者というだけあって、強面の冒険者相手でもちっとも物怖じせず、にこにこと受付の業務をこなしている。ライオネルも相談相手ができたのには随分救われているらしい。

　アンジェリンはユーリをまじまじと見た。今年で三十七だという。もう若いとは言えないが、決して老け込んでいるという印象はない。皺も目立たず肌艶もいいし、身のこなしもしなやかだ。それにとても落ち着いていて、包容力がある。かといって融通が利かないわけでもなく、茶目っ気があって可愛らしい。目元のほくろもセクシーだ。まだオルフェンに来て数か月だけれど、既に彼女に惚れ込んでいる冒険者は多い。尤も、ユーリには軽くあしらわれているようだが。

　何故未婚なのだろう、とアンジェリンは思った。そして、彼女ならお母さんでもいいなあとも思った。きっと母性に溢れているに違いない。

　ベルグリフに嫁ができると自分が放っておかれる可能性をアンジェリンは危惧した。悩んで悩んで、どうしようかと考え続けた。やっぱり嫁探しなんかしないでもいいかと決めかけた時もあった。

　しかし母親という存在に憧れるのは確かだし、ベルグリフは嫁ができたくらいで自分をぞんざいに扱うような人ではない、と思い直し、やはり嫁探しをしなくてはならない、と決めた。

　ユーリならお母さんでもいい。甘えさせてくれそうだ。もしかしたら妹か弟ができるなんて事も、と考えてアンジェリンは「むふふ」と笑った。

　ユーリが小首を傾げた。

「どうしたの、アンジェちゃん？」

「……ユーリさん」

「なあに？」

「わたしのお父さんとお見合いしない……？」

「ふえっ!?」

　ユーリはファイルから顔を上げて目を白黒させた。

「な……なあに、突然？」

「お父さん、ずっと独り身で可哀想なの……すっごく良い男なのは保証する」

「えっと……アンジェちゃんのお父さんって〝赤鬼〟の人よね？　わ、わたしなんかじゃつり合わないんじゃないかしら……？」

「そんな事ない……確かにお父さんはめっちゃ強いけど、ユーリさんだってＡＡＡランクだったんでしょ……？」

「それは現役時代の話よぅ……帝都じゃ酒場のお運びさんだったんだから」

　成る程、身だしなみがいつも綺麗なのはそのせいもあるのか、とアンジェリンは納得した。

　ユーリはうろたえてもじもじと身じろぎした。男に口説かれるのは慣れているらしいから簡単にあしらえるが、アンジェリンのような少女に、父親とお見合いしないかなどと言われるのは流石に経験がないらしい。

「とにかく考えておいて……ユーリさん美人だし……お父さん、すっごくいい人だから」

「え、ええー……困るわよぅ……」

　赤くなって慌てているユーリの後ろから、ライオネルがふらふらしながら現れた。見るからに寝が足りておらず、顎、口許、頰に無精髭が散らばっている。

「ユーリ、依頼のファイル見して……あ、アンジェさん、おはよう……」

「おはようギルドマスター……寝不足？」

　アンジェリンに尋ねられると、ライオネルは力なく笑った。

「まあね、出資者からあれこれ難題を持ちかけられてて……この歳で完徹は辛いよー、口の中栄養剤の味しかしないし……なんか魔獣の大量発生の時から状況が好転してない気がするんだけど……」

　ぶつぶつ呟くライオネルを見て、ユーリは呆れたように笑った。

「愚痴ばっかりねえ、リオは」

「無茶言わないでよ、この上愚痴まで言えない事になったらおじさんホントに死ぬ……」

「大丈夫よお、死ぬって言えてる間は平気平気」

「もー……あ、これとこれ貰ってくから」

　ライオネルはファイルから二、三枚抜き出して手に取って、辺りを見回した。

「エドとギルは？　まだ？」

「うーん、昨日帰って来たばっかりだし、まだ寝てるんじゃないかしら？」

「いいなあ……おじさんもぐっすり寝たい……」

「まあまあ、もうちょっとの辛抱よう。頑張って」

「はあ……」

　羨望のこもったため息をこぼすライオネルを見て、アンジェリンは目を細めた。元パーティメンバーという間柄にせよ、ライオネルとユーリは実に仲良しである。信頼感と言ってもいいものを感ずる。

「ねえ……」

「ん？　なに、アンジェさん」

「二人は付き合ってるの……？」

「え……なんで？」

「だって仲良しだし……お互い信頼してるんでしょ？」

「そりゃ、元は背中預けてた間柄だし……でもイコール恋人はなくない？」

　ライオネルは怪訝そうに眉をひそめている。ユーリは泰然としたもので、「んー」と頰に指を当てて小首を傾げた。

「信頼というか、放っておけない感じねえ……パーティの中じゃ一番強かったけど、ちょっと頼りなかったのよ、リオは」

「俺にそういう才能がないのは周知の事でしょ……今だって何でこんな事やってんだか分かんないよ、ギルドマスターなのに……閑職の筈だったのに……」

「もう、男の癖にいつまでもぶつぶつ言わないの！　皆が助けてくれてるんだから、しっかりなさいな！」

「分かってるよお……けど最近夢の中まで仕事が追っかけて来るんだよ……」

　ライオネルは悲しそうに目を伏せて頰を搔いた。ユーリはくすくす笑いながらライオネルの頭を撫でてやる。

　恋人ではないにせよ、何だか強固な信頼関係が構築されている、とアンジェリンは思った。惚れた腫れたというよりは、もう互いに存在しているのが当たり前というかのような関係性だ。これは強い。

「思わぬライバル……けど、略奪愛もまたあり……？」

　想像して、アンジェリンはぽっと頰を赤らめた。ライオネルが不思議そうな顔をした。

「……なに？　アンジェさん、俺の事好きなの？」

「はあ……？　そんなわけないでしょ、何言ってるのギルドマスター？」

「だって略奪愛とかライバルとか何とか……」

「それはわたしの話ではない。わたしがギルドマスターに惚れるなどあり得ない……」

「あり得ない事は分かり切ってるけど、面と向かって言われるとちょっと悲しいなあ……」

　ライオネルはうなだれた。ユーリはくすくす笑う。

「親子ほど離れてるものねえ。絵面は犯罪的よね」

「やめてよお、この上犯罪者扱いとかホント困る……冗談ですよ、冗談……」

　アンジェリンはカウンターに手を突いて身を乗り出した。

「ユーリさん……お父さんとのお見合い、ホントに考えておいてね？　ギルドマスターみたいに頼りなくないから……」

「もう、おませさん！」

　ユーリは指先でアンジェリンの額を小突いた。ライオネルはカウンターにもたれかかって言った。

「アンジェさんのお父さんかあ……この前ボルドーに行った時エルモアさんが絶賛してたよ……あーあ、復帰してうちに来て欲しい……そうだ。ねえユーリ、アンジェさんのお父さんと結婚してオルフェンに連れて来てよ。いい考えじゃない？」

「リオの馬鹿！　人の恋愛をなんだと思ってるの！」

　ユーリの拳骨がライオネルの頰に突き刺さった。

　同時に、カウンター後ろの扉からドルトスが怒った顔で現れた。

「ライオネル！　高々資料を取りに行くのにどれだけかかっておるのであるか！」

「ちょ、ドルトスさん、違います！　これはほんの息抜きで！」

「やかましい！　さっさと来い！」

　ドルトスはライオネルの首根っこを引っ摑んで大股で奥に消えた。

　ユーリは清々したという風に鼻を鳴らし、ファイルをめくる。

「アンジェちゃん、依頼なんだけど……」

「うん」

　アンジェリンはカウンターに手を突いた。











三十　山肌を下って来る人影があった。長身で









　山肌を下って来る人影があった。長身で、灰色のマントに身を包んでおり、身の丈程もある大剣を背負っていた。

　マントに付いているフードを目深にかぶっているから人相は分からない。しかしちらと覗く髪の毛は絹糸のように滑らかな銀色だ。また骨ばった顎周りの輪郭から男である事が分かる。

　男は周囲を見回しながら、ゆっくりした足取りで山を下っていた。

　風が吹き下ろしてマントをばたばたと揺さぶった。男はフードを押さえて周囲を見回す。

「あのじゃじゃ馬め……何処に行ったのだ……」

　男は誰かを捜しているようだった。しかし長い事見つからないようで、独り言ちたその調子には苛立ちが感ぜられた。

　見下ろす山麓を伝うようにして森が広がっている。

　男が立っている所は標高が高いせいか背の低い草に覆われているばかりで、木々はまばらだ。そのせいか見通しが良く、麓の方に村があるのが分かった。目を凝らせば羊の群れや、それを追う牧童や犬が動くのも分かる。

　男は少し考えたようだったが、やがて村を目指して下って行った。
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　グレイハウンドが斬り裂かれて地面に倒れ伏した。剣を振った若者が急いで後ろに下がる。他の若者が槍を構えて前に出、倒れたグレイハウンドの後ろから迫っていた別の個体を串刺しにした。

「よし、いいぞ！　前に出過ぎるな！　確実に一匹ずつ仕留めろ！」

　ベルグリフはいつでも飛び出せる場所に陣取って、周囲を警戒しつつ、戦う若者たちに指示を出していた。

　森の斜面の上の方に構えて、下から駆け上がって来るグレイハウンドの群れと戦っていた。戦いが始まる前に地の利は取ったのだ。

　村の若者の数は十人ばかりだ。彼らは一塊になってグレイハウンドと戦った。時には数人で前に出て相手をおびき寄せ、時に引いて、今度は後ろから槍を突き出して迎撃した。

　両翼からはベルグリフとダンカンがそれぞれ見守っている。

　危なくなればすぐに飛び出すつもりだが、そうでなければ見守るつもりだ。彼らが実戦に慣れればトルネラはより安全になる。

　小一時間ほどの戦いは勝利に終わった。いくらかのかすり傷は負ったが、重傷者は一人もない。まあまあの戦果だ。ベルグリフは若者たちの肩を叩いて回った。

「よくやった。上々だ」

「へへ、俺も冒険者になれるかな、ベルさん」

「さてね。けどお前が村を出たらアンガスは悲しむぞ？」

「う……けどなあ……」

「それに実際はもっと大変だぞ。今は俺やダンカンが付いてるからいいけど、冒険者になれば生き死にがリアルな事になる。死ななくても俺みたいに片足を失うかも知れんよ」

　ベルグリフはこつこつと義足で地面を蹴った。若者は俯いた。

「それはそうだけど……」

「はは……ともかく今日はよくやった。ひとまず帰ろうか」

　ベルグリフは若者たちを促して帰途につく。

　魔獣との戦いは良い経験にもなったが、トルネラでの牧歌的な生活しか知らなかった若者たちの心に一種の変革を与えていた。

　何せ楽しみが少ない田舎だ。元々冒険者というものに憧れる者も少なくなかったのだが、実際に魔獣と戦ってそれを下す事ができるとなると、それも現実味を帯びて来る。次男坊三男坊ならばともかく、後継ぎ息子が冒険者に憧れ始めた家もあり、村の大人たちは複雑な顔をしていた。

　ベルグリフもそれは思っている。彼は冒険者だったから、若者の夢を止めるのは野暮だと思いつつも、アンジェリンを育てた経験から、親の心配も分かっているつもりだ。また、後継ぎが出て行ってしまう事は村にとっても損失だ。魔獣の発生という止むを得ない状況とはいえ、若者の村の外への憧憬に拍車をかける片棒を担いでいる事に、少し引け目を感じていた。

「いつまでも同じではいられないとはいえ……」

　何かが変わろうとしている時に、自分はどの位置に立てばいいのだろう？

　四十年以上も生きて来て、まだそんな事も分からない。分からない事だらけだ。むしろ、知った事よりも分からなくなった事の方が多いのかも知れない。

　戻ってみると、村は小さなお祭りのような雰囲気に包まれていた。少し前から隊商が来ているのである。広場にテントが張られ、様々な品物が並べられて、流浪の民たちが音楽を奏でている。

　若者たちに武器をちゃんと手入れしておくように言って、解散させた。若者たちは三々五々散って行った。家に戻る者もあれば、露店を覗く者もある。

　あとしばらくは若者たちの訓練をし、彼らだけで大丈夫になった頃に村の警備を任せ、自分はダンカンと一緒に魔獣の発生の原因を調べるつもりでいる。

　若者たちは戦い慣れてきたとはいえ、まだ見守っていなくては怖い部分もある。彼らは戦いこそするものの、冒険者ではない。幼い時から、下手をすれば生まれた時から成長を見守って来た村の子供たちだ。誰一人として死なせたくない。

　ダンカンが戦斧を肩に担ぎ直して言った。

「いやはや、この村の若者は皆筋がいい。鍛えれば良い冒険者になるでしょうなあ」

「ああ。だからこそ複雑なんだ。彼らが皆出てしまっては村はいずれなくなってしまう」

「むう……難しいですな。某などは故郷を飛び出した口ですから、彼らの気持ちがよく分かるのですが」

「俺も分かるさ。けど村に暮らす者の気持ちもよく分かるんだ。結局、俺は冒険者やってた時よりもここで畑を耕した時の方が長いから」

「はっはっは、それなのにそれほどの剣技を身に付けられたのですから、恐れ入ります！」

　ダンカンは笑いながらベルグリフの肩を叩いた。

「某、稽古は実戦が一番と思っていたのですが、ベル殿を見ていると別の道が見えるようですな！　柔よく剛を制すとはよく言ったものです！」

「さて、どうかな。アンジェの、娘の存在が大きかった気もするが……」

　事実、アンジェリンに負けないようにという意地は大きかった気がする。彼女の規格外の才能と実力が、中年を迎えたベルグリフに鍛錬を怠らせないくらいの強烈な刺激を与えた事は間違いなかった。

　そして思うのだ。もし右足を失わずに冒険者を続けていたら、ここまで剣技を磨く事はなかったのではないか。足だけではなく、どこかのタイミングで命を失っていたのではないか、と。

「結局、なるようにしかならんさ」

「む？　何か？」

「いや、独り言だよ」

　ベルグリフは苦笑した。ダンカンは笑って歩き出す。

「さて、昼飯にいたしましょう。腹が減った！」

　ダンカンに続いて歩きかけた時、何やら広場の方が騒がしくなった。ベルグリフは怪訝な顔をした。

「ダンカン」

「む？　如何いたした？」

「ちょっと先に帰っていてくれ」

「野暮用ですかな？」

　ダンカンは首を傾げたが、家へと向かって大股で歩いて行った。

　ベルグリフが広場に行ってみると見知らぬ男が立っていて、村人たちが驚いたようにして、しかし遠巻きに眺めてひそひそと話し合っている。

　灰色のマントを着て大剣を背負ったその男は背が高く、滑らかな銀色の長髪と端整な顔立ちが目を引く。だが何よりも特徴的なのはその尖った耳だ。それは人間たちに畏怖の感情を呼び起こした。

「あ、あれってエルフだよな？」

「銀髪に尖った耳……間違いねえ」

「エルフがなんでこんな所に……？」

　そのエルフはぐるりと周囲を見回し、困ったようにはにかんだ。

「申し訳ない、驚かせるつもりはなかったのだが……」

　重厚な声だった。しかしどこか聞く者を安心させるような響きもあった。

　村人たちは顔を見合わせて、しかしどうしていいか分からないらしい。却って近づきがたく感じたようで、困ったように囁き合うだけだ。

　トルネラは公国の最北部に位置し、北側の山脈の向こう側はエルフ領だ。トルネラよりも厳しい寒さと、豊かな森に覆われたエルフ領は人間が訪れる事が少ない。

　また、エルフの方もあまり公国へと訪れる事はなく、両者の間に積極的な交流はない。行商人がわずかに行き来し、物品をやり取りするくらいのものだ。

　エルフは体内の魔力を生み出す器官が人間よりも遥かに発達しており、その魔力によって不老長寿の者が多い。人間であるマリアも自身の魔力によって老化を止めているが、エルフの場合はその比ではない。

　彼ら彼女らは例外なく美しい容姿をしており、富や名誉よりも精神性を重視した静かな生活を愛する種族だ。人間たちの間ではエルフは高潔な種族として伝えられており、交流のなさも手伝って、人間たちは基本的にエルフを近づきがたい存在として畏れていた。

　だが、ベルグリフはエルフに会うのは初めてではない。かつて共に戦ったエルフの少女の事を思い出し、懐かしい気持ちで進み出た。

「トルネラにようこそいらっしゃいました、エルフ殿。私はベルグリフと申します。差支えなければ私が用を伺いましょう」

　エルフはベルグリフを見て微笑んだ。不老長寿ゆえに年かさでも若い容貌をしている筈のエルフにしては、彼の顔には深い皺が刻まれ、重ねたのであろう年相応の重みがにじみ出ていた。

「かたじけない。どうやら皆を怖がらせてしまったようだ……」

「はは、皆エルフを見た事がないのですよ。失礼をお許しください」

「こちらこそ配慮が足りずお詫び申し上げる」

　慇懃に頭を下げるエルフを、ベルグリフは自宅へと案内した。

　突然現れたエルフに、ダンカンも驚いたように目を剝いたが、持ち前の豪放さを発揮して特に文句も言わなかった。

「はっはっは！　ベル殿はいつも某を驚かせてくれますなあ！」

「悪いねダンカン……散らかっていて恐縮ですが、そちらにどうぞ」

「ありがとう」

　エルフは大剣を壁に立てかけ、椅子に腰を下ろした。ベルグリフはお茶を淹れ、エルフの前にカップを置いた。

「粗茶ですが」

「かたじけない……」

　老エルフはうまそうにお茶をすすった。

　エルフの口に合ったようでよかった、とベルグリフは胸を撫で下ろし、向かいに腰かけた。

　ダンカンはエルフを見、壁の大剣を見、目を細めて顎鬚を撫でた。つわものの気配を感じ取ったようだ。

「ふむう……その剣、中々の業物とお見受けいたす」

　ダンカンの言葉にエルフの目が細まった。

「ほう……お分かりか」

「某はダンカンと申します。流浪の武辺者にて、現在はベルグリフ殿の下に寄食しております。よろしければ貴殿の御尊名もお伺いしたく……」

「む、失念していた。礼を失して申し訳ない。私はグラハムという」

　その名を聞き、ベルグリフもダンカンも驚いた。
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「……まさかエルフの〝パラディン〟グラハム殿とは……？」

　ベルグリフの問いかけに、グラハムは小さく笑って答えた。

「そう呼ばれる事もある」

「おお……よもやエルフの勇者殿とこんな所で邂逅できるとは……このダンカン、光栄の至りでござる」

「昔の話だよ、ダンカン殿。今はただの年寄りだ。そう改まらないでもらいたい」

　グラハムは苦笑して、またお茶を一口飲んだ。

　〝パラディン〟グラハム。エルフという種族から来る高貴なイメージと、魔王殺しや龍殺しに始まる数々の英雄譚から〝聖騎士パラデイン〟の二つ名を持つ、生ける伝説と呼ばれる冒険者だ。エルフとしては初めて冒険者として頭角を現し、人間の間でエルフの話が出る時は、多くの場合彼の英雄譚が語られる。おとぎ話として子供たちも知っているくらいだ。

　それほどの人物がトルネラに何の用事だろう、と二人は首をひねった。

「それで、グラハム殿はどうしてトルネラに？」

「ふむ、実は人を捜しているのだ」

　それは尋常の人ではあるまい、とベルグリフは思った。ダンカンが顎鬚を捻じった。

「そのお方がこの辺りに来ている、と？」

「確かではないが、彼女の行くであろう場所を目指していたら、この辺りに行きついたのだが……流石に歳でな、くたびれたから山から見えたこちらの村に立ち寄らせてもらった」

「彼女……捜し人は女性ですか」

　グラハムは頷いてお茶をすすった。

「お転婆で困った娘でな……自身の立場を理解しておらぬ」

「では高貴な身分の」

「ああ」

　グラハムは嘆息した。

「エルフ領は西の森の王、オベロンの一人娘なのだ」
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　アンジェリンはテーブルの上で組んだ腕に顎を乗せ、コップについた水滴を眺めた。細かなものが次第に大きくなって、それが周りと合わさってさらに大きくなり、ついには流れてしまう。

　子供たちのはしゃぐ声が庭から聞こえる。開け放された窓から夏の涼風が吹き込んで、色あせたカーテンを揺らした。外は夏の陽光がぎらぎらと照り付けているらしいが、建物の中は不思議と薄暗く、妙に白々していた。

　孤児院にいた。オルフェンの下町の一角にある教会に隣接された建物だ。

　二階建てで、木と石で造られている。庭に菜園があり、尼僧たちが日々手入れしている事もあって、アネッサが持って来たような綺麗な野菜が沢山採れた。

　アネッサとミリアムがここの出身だと知ってから、アンジェリンは二人に連れられて時折顔を出すようになっていた。砂糖菓子や花茶、孤児院に足りない備品などを土産に訪ねると、子供たちもシスターたちも喜んで彼女を迎えた。

　今日も朝からここを訪ね、掃除や畑の手入れなどを手伝った。しかし、ここ出身で実家に帰って来たようなアネッサとミリアムと違い、アンジェリンはお客扱いだ。親しくシスターとやり取りする二人を見て、向こうにそのつもりはなくとも、何となく疎外感を覚える。それが嫌と感じるわけではないが、わざわざ自分が割り込んで行く気にもならない。

　今も手伝いを一段落させ、一人で台所に引っ込んでぼんやりしている。何度も来ているから手伝ったり休んだりも勝手気ままにできるのである。奉仕活動ではなく遊びに来ているようなものだし、そうでなくともいつもお土産を沢山持って来ているから、誰もアンジェリンを咎めない。

　木戸を開けてアネッサが入って来た。野菜の盛られた籠を持っている。どれも今採れたばかりというようにつやつやしていて、実にうまそうだ。

　アネッサはテーブルに籠を置いて、怪訝な顔でアンジェリンを見た。

「何やってるんだ？」

「ぐたってしてる……」

「見れば分かるけど……気が抜けすぎだろ。ベルさんが見たら呆れるぞ？」

　アンジェリンは口を尖らした。

「呆れない……お父さんは優しくしてくれる」

「ったく……」

　アネッサは嘆息して籠から野菜を取り出した。

「お昼を作るから手伝ってくれ」

「ん」

　アンジェリンは立ち上がった。

　がやがやと騒がしくなったと思うと、後ろの扉から今度は子供たちが入って来た。ここで暮らす孤児たちだ。彼ら彼女らはここで読み書きを覚え、家事や畑仕事などを行っている。食事作りも日々の仕事だ。

「こら、みんな！　ちゃんとまずは手を洗う！」

　汚れたままの手で鍋を出そうとする小さな子供に、追っかけるように入って来た若いシスターがよく通る声で言った。

　わらわらと動き回る子供たちを統率するのは教会のシスターたちである。かつてアネッサとミリアムを育てていた孤児院の院長は年かさのシスターだが、今台所に立つシスターは若い。名をロゼッタというこの尼僧は快活で気っ風が良く、子供たちにも慕われ、アンジェリンたちとも仲が良かった。アンジェリンは手近な子供の頭を撫でながら言った。

「ロゼッタさん、今日は何作る？」

「そうね、野菜がいっぱいあるから、煮込んでパスタにしよっかな！　アンジェ、生地よろしく！　アーネは鍋に水汲んで来て！」

　シスター・ロゼッタはエプロンをつけ、群青色の僧帽をかぶり直し、癖のある明るい茶髪を束ねた。腕まくりをし、てきぱきと指示を出しながらかまどに火を入れ、手際よく包丁を振るって野菜を刻む。

　アンジェリンはパスタの生地をこねながら、ロゼッタの後ろ姿を見た。ゆったりした僧服の上からでも分かるくらい腰がしっかりしている。安産型である。

　母性は胸に宿ると思っていたが、どうやら尻にもその要素はあるらしいと分かり、アンジェリンはふむふむと一人頷いた。アネッサも腰はしっかりしているが、どちらかといえば引き締まっていて母性を感じる風ではない。大きさで言えばロゼッタの方が上だ。

　母性とは柔らかさなのかしらん？　とアンジェリンは思った。

　はきはきと子供たちを動かしながら、自分も手際よく野菜を刻んでいるロゼッタを眺めながら、もしもロゼッタがお母さんだったらどうかしら、とアンジェリンは考えた。

　ロゼッタはまだ二十九だそうだ。ちょっと若すぎるような気もするけれど、子供たちの相手をしている時の彼女はとても明るく、元気がある。頰にはそばかすもあり、決して美人ではないが、目はくりくりとして愛嬌のある顔立ちをしているし、母というよりは姉のようでもあるが、それだって悪くない。何をするにもしゃんしゃんしているから、もしも結婚すれば陰に日向にベルグリフを支えてくれるだろう。

　ロゼッタに気を取られているうちに、生地がすっかりこね上がっていた。ロゼッタが可笑しそうに笑う。

「アンジェ、ちょっとこね過ぎじゃない？　気合入ってるねえ」

「ん……」

　アンジェリンは生地をまとめると半分ばかりに分け、麺棒を取って伸ばし始めた。大分こねたから中々伸び辛い。ロゼッタは鼻歌交じりに刻んだ野菜を鍋に放り込んだ。アネッサが干してある香草を量るように容器に入れながら言った。

「最近は嫌がらせもなくなったみたいだな」

「そうそう。あの邪教だか何だか、一時期うるさかったけど、最近はめっきり静かになってホッとしたよ」

　一時期、オルフェンの都でもソロモンや魔王を信仰する妙な連中が気炎を吐いていた。だが、実際に魔王と相対してみれば分かる。あれは崇拝したところで人の益になる事などするような存在ではない。しかし、実際を知らず、現状に不満を抱える人々は既存のものとは違った何かにすがりたくなるもののようだ。

　ヴィエナ教の教会でもあるこの孤児院にも、そんな連中がやって来た事があったらしい。散々に主神である女神ヴィエナやルクレシア教皇庁を罵倒し、子供たちが大いに怖がったそうだが、流石に物を壊すだの人をかどわかすだのといった騒ぎにはならなかったから、シスターたちも胸を撫で下ろしたようだ。

　ふと、ボルドーでの騒ぎを思い出す。マルタ伯爵の連れて来たあのアルビノの少女も、ソロモンがどうたらこうたら言ってたっけ。考えてみれば、ボルドーから帰って以降、オルフェンでの邪教騒ぎも沈静化しているようだ。邪教というのも、あの少女と、ボルドーの屋敷の近くで戦った少年が何か絡んでいたのではないかしら。

　そんな事を考えながら、ぼんやりと手だけ動かしていたアンジェリンがハッと我に返ると、生地は下のまな板が透けるくらい薄く伸びていた。

「うーむ……気を散らしちゃ駄目……」

　へらへらの生地を指先でつまんで顔をしかめていると、ロゼッタがからから笑った。

「なんだいアンジェ、今日は失敗が多いねえ。夏バテかな？」

「そういうわけじゃないけど……ロゼッタさんは結婚とか考えてないの？」

　アンジェリンが言うと、ロゼッタは面食らって目をぱちくりさせた。

「え……なに突然」

「良いお嫁さんになると思って……お料理の手際いいし」

「も、もう、やだよ、この子は！　大人をからかうんじゃありません！」

　ロゼッタは頰を染めてアンジェリンを小突いた。アンジェリンは眉をひそめた。

「からかってない……ねえ、わたしのお父さんとお見合いしない？」

「えっ、ちょ、何を言い出すの!?」

「お父さんの方が一回り年上だけど……とってもいい人だよ？」

「こ、こらアンジェ！　冗談にしては度が過ぎてるよ！」

「わたしは本気……ロゼッタさんがお母さんならいいなと思ってる……」

「そ、そういう問題じゃなくて……」

「駄目……？　ロゼッタさん可愛いし、働き者だし、きっと良いお嫁さんになると思うんだけど……」

「う、あう……う……」

　アンジェリンがあくまで真剣な表情でじっと見つめて来るので、ロゼッタは困ったんだか照れたんだか、口をもぐもぐさせて俯いてしまった。子供たちがきゃあきゃあとはしゃいでロゼッタをつつく。

　こつん、とアンジェリンの頭をアネッサが小突いた。

「何を馬鹿な事を言ってるんだ、お前は」

「馬鹿な事じゃない……わたしは本気」

「大体決めるのはベルさんじゃないか。お前一人暴走したって駄目だろ」

「だからお見合いって言ってる……出会いにはきっかけが必要」

「そりゃそうだけど……」

「ロゼッタさん、考えておいてね……？　お父さん、良い男だから」

「あー、もう！　ほら、ご飯作り！　まだ途中だよ！」

　ロゼッタは返答を曖昧にして流し台に向かった。その時買い物袋を抱えたミリアムが台所に入って来た。

「お待たー……？　ロゼッタ、なんで赤くなってんの？」

「なんでもないよっ！」

　ロゼッタは何かを誤魔化すように大きな声を出した。











三十一　森の木が不自然にねじくれて迷宮のように入り組んでいた。









　森の木が不自然にねじくれて迷宮のように入り組んでいた。吹く風は生ぬるく、肌に触れて気持ちのいいものではない。

　風の吹き抜けて行く先に、木々で囲まれた小さな広場のような所があった。木が枝を伸ばし、広場の上をドーム状に覆っている。葉が茂っているせいもあって空は見えない。木漏れ日すら届いていないようだ。

　広場はゆるやかなすり鉢状になっていて、中心には小さなものがうずくまるようにして座っていた。

　小さな子供のようであった。精々が五歳そこそこといった容姿だ。

　黒髪だった。長く垂れたそれが肩から背中を流れ、地面に付いて広がっている。少年のようでもあったし、少女のようでもあった。虚ろな目で何処を見るでもなく視線を泳がせ、体のバランスを取るようにゆらゆらと左右に小さく揺れていた。

「……ん……んん……」

　子供はぶつぶつと何かを呟いていた。しかし口から洩れたものはただの音でしかなかった。言葉を忘れたような調子だった。

　やがて子供は恐る恐るといった態で立ち上がると、おぼつかない足取りで広場の中をふらふらと歩き回った。

　風が木々の枝を揺らし、木の葉を散らした。子供の肩に落ちて来て、髪の毛に引っかかる。子供はそれを手に取り、口に咥えた。そうしてもぐもぐと食べてしまった。それから近くに落ちていた木の枝も拾い上げ、それもかじってぽりぽりと食べてしまう。

「ん……」

　木の枝を食べてしまってからは、顔にかかって来た自分の髪の毛を口に入れた。しかしそれはどうやっても嚙み千切れないようで、しばらく口をもぐもぐさせていたが、諦めたように吐き出した。

　子供はしばらく広場の中を歩き回っていたが、やがてまた真ん中に戻って来て、ぺたんと座り込んだと思ったら、そのままごろりと横になった。

「んー……」

　子供は親指をしゃぶるように咥え、目を閉じた。風が吹き、枝をざわざわと鳴らした。





○






「……では単身で魔王を？」

「さよう。だが、それもいつまで続くか分からぬ。あれらは単なる魔獣とは別種の代物なのだ」

　グラハムはそう言って、またお茶を一口すすった。

　彼の話によると、西の森のエルフ王の娘は、各地の魔王を討伐して回っているらしい。

　魔王などというものがあちこちで息を吹き返している事にも驚いたが、それを単身で叩き潰して回るエルフの姫君にも驚いた。

　ダンカンが感嘆の表情で息をついた。

「凄まじい御仁がいたものだ……！　オルフェンでの魔王討伐は元Ｓランク冒険者と現役の高位ランク冒険者総出で行われたと聞いておりますのに」

「あれらは持つ魔力の質が違うのだよ、ダンカン殿。ゆえに魔力の扱いに精通していなくてはあれらを相手にできない」

「では魔法使いでなくてはならんのですか？」

「少し違う。魔力とはひとつの力の方向性だ。我らエルフの古い言葉では『気』と呼んでいる。魔法使いではない者が武器に魔力を流せる事に疑問を持った事はないかね？」

　確かに、言われてみればそうだ。魔法使いのするように、それを体外に魔法として顕現させる力はベルグリフもダンカンも持たない。せいぜい魔力に反応して起動する術式の刻まれた魔道具を扱う程度だ。

　だが、剣との感応にも魔力の流れを意識する。武器を体の一部のように扱うには、魔力を媒介として武器と感覚をつなげる事が必要不可欠なのである。漠然と行っていた事が、改めて指摘されると不思議なように感じた。

「単純な腕力だけで剣の腕は決まらないだろう。剣聖と称されるほどの使い手になれば、腕の力はほとんど使わずに魔力による武器との感応によって武器を振るえるのだ。エルフは魔力の扱いに関しては人間よりも遥かに精通している。彼女は特に才能に溢れていた。それが仇となって森を飛び出してしまったが……」

「成る程……つまり、それだけ武器に魔力を通わせることができれば、魔王の討伐も難しくはない、と？」

「ものによる。あれらも個体によって強弱があるのだ。強力な個体であれば一人で相手する事は困難。加えてあれらは不死身なのだよ。力を削ぐ事はできても滅する事は適わん」

　ダンカンが難しい顔をして言った。

「某は鈍感者なのですが……グラハム殿がそのエルフの姫君の気配を辿ってこちらに参られたという事は、トルネラにおける魔獣の発生は、よもや……」

　グラハムは目を閉じた。

「断言はできない。だが可能性は高いと思う。ゆえに私もここに来た」

「……参ったな」

　ベルグリフは頭を搔いた。

「いや、確定ではないよ、ベルグリフ殿。魔獣は下位ランクばかりであろう？」

「ええ……しかし可能性は高いと……」

「うむ。魔力の質はそれに近いように思う。完全に同じわけではないが、それが分からない……調査が必要だ」

　ベルグリフは頷いた。遅かれ早かれ、魔獣の発生の原因は突き止めなくてはならないのだ。

　彼らは連れ立って村の外に出た。森を見てみようという事だ。

　村の外に広がる畑では春まき小麦がすっかり葉を伸ばし、さらさらと葉擦れの音をさせながら揺れている。豆の葉も青々と茂り、虫を狙っているのだろう、小さな鳥がその間から顔をのぞかせた。

　森の際を歩きながら、グラハムは耳を澄ますように目を細めていた。

「いかがですか、グラハム殿」

「……確かに妙な魔力を感じる。しかし……」

　グラハムは眉をひそめて首を傾げた。

「妙だ。もしもあれらの魔力が周辺に影響を及ぼしているならば、森自体が大きく変容するのだが」

「ふむ？」

　ベルグリフたちが入って見た限りでは、森自体が大きく変容している感じではなかった。山肌から森とトルネラを見下ろしたグラハムも、森の異常を感じる程ではなかったらしい。

　三人は森の中に踏み込んだ。隙間もないほどに茂った葉で陽の光は遮られ、不思議に涼しいような空気が漂っていた。

　遠くで羊の鳴く声が聞こえる。

　振り返って木立の間から草原を見れば、風は平原を撫でるように吹き抜けて、背の低い草が揺れる度に白く光を照り返して波のようにさざめいた。

　グラハムは呟いた。

「影響は森の中で留まっているようだな……外の平原にまで出て来る魔獣は少なかろう」

「ええ……すると、森がダンジョン化している可能性が？」

「さよう。ダンジョンとまでは行かないが、魔力は森の中に留まり、魔獣もそれに惹かれている。しかし、もしあれらの影響ならば木々が変にねじれて生命力が歪むものだが……」

「では魔王ではなく、他の高位ランクの魔獣の影響でしょうか？」

「うむ……しかし魔力の質があれらと似通っているのも確かだ。困った事に、あれらについては分からん事の方が多いのだよ」

　不意に、森の奥から敵意がした。三人は一斉に武器に手をかける。

　木の間を縫うようにして四匹のグレイハウンドが飛び出して来た。

　ダンカンの戦斧が一撃で頭を割り、ベルグリフはほんの少しの動きで頭を落とした。グラハムは剣を抜いたと思う間もなく二匹を真二つにした。

　ほんの一瞬の出来事だった。武器を収めた三人の周囲にはグレイハウンドの死骸が転がった。

　グラハムが感心したように顎に手をやる。

「御両人、見事な使い手だな。感服した」

「何をおっしゃる。貴殿の前では児戯に過ぎません」

「〝パラディン〟の剣技、しかと見せていただきましたぞ！　大剣にもかかわらず、実に鋭い剣閃ですな！　貴殿の得物は聖剣と称されると聞き及んでおりますが、グラハム殿、不躾ですが少し見せてはいただけませぬか？」

「ふむ……」

　グラハムは少し逡巡した様子だったが、すぐに剣を引き抜いた。

　あまり飾り気のない無骨な剣だった。しかし刃は鋭く、傷一つついておらず、唸り声が聞こえるかのような恐るべき剣気を放っており、ベルグリフもダンカンも思わず息を吞んだ。

「この剣は生きているのだよ」

　グラハムはそう言ってブン、と剣を振った。大剣の筈なのに重さを一切感じさせないように軽々としている。剣の唸り声が空気を斬り裂き、陽炎かげろうのように揺らめくように思われた。

「東の果てに鋼の樹という不思議な樹木がある。地中の金属を吸い上げ樹の中で精製し、果実として枝にぶら下げるのだ。その鋼の実は恐ろしく質が高いが、加工は難しい。しかしこうして武器にすると振るい手と凄まじい感応を見せる」

「生きた鉱物ですか……驚いた」

「成る程……いやはや、感じ入りました。これはまさしく尋常の剣ではござらぬな」

　ベルグリフとダンカンはまじまじと剣に見入った。刀身は威嚇するようにぎらぎらと光り、グラハム以外の者が触れればそれだけで斬り裂かれそうだった。

　三人は探索を切り上げ、森から出て村に戻った。

　グラハムがいる今、三人で森の奥に向かえば原因は突き止められそうではある。しかし、グラハムはエルフの姫君を見つけ出したいという目的がある。

　姫は魔力を感知する能力に優れているという。必ずこの森の魔力を察知して現れる筈だ、とグラハムはしばしの滞在を申し出た。それまでは自分もトルネラを守るので、森の異常もこのままにしておいて欲しいという事だ。

　彼ほどの実力者がいてくれるのは安心だから、ベルグリフもダンカンも喜んでそれを受け入れた。英雄の剣を間近で見られるという少年めいた願望が幾ばくかあった事は否めないが、それは些細な事だった。

「身勝手ですまぬ。しかし待ち伏せまがいの事でもしなくては、あのじゃじゃ馬はすばしっこくてな」

「はっはっは！　それだけ時間に猶予があるならば、貴殿から学べる事も多そうです！　グラハム殿、是非とも後で手合わせをお願いいたす！」

「それくらいは構わん。こんな老骨から学ぶものがあるならば、だが」

「何をおっしゃる、先ほどの剣撃に衰えなど感じませんでしたぞ！　いやはや、しかし〝パラディン〟と〝赤鬼〟のお二人と剣が交えられるなど、某は幸せ者だ！」

　笑うダンカンを見て、ベルグリフは苦笑した。

「ダンカン、俺とグラハム殿を同列に並べちゃ困るよ。実際にやり合って分かっているだろう？　俺は言われる程の剣士じゃないんだから」

「そんな事はござらぬぞベル殿。成る程、今はまだ某風情と同等やも知れませぬ。しかし貴殿の剣は未だに発展を続けておられる。某はその途上に厚かましくもお邪魔させていただいたのみ。某、大変な刺激を受けておるのですぞ？」

「むう……」

　そんなに大層なものじゃないんだが、とベルグリフは頰を搔いた。そして、ふと思い出してグラハムの方を見た。

「グラハム殿」

「なにかな？」

「つかぬ事を伺いますが……サティという名の女のエルフを御存じないですか？」

　グラハムは考えるように眉をひそめた。

「サティ…………いや、すまぬ。私には覚えがない」

「そうですか……や、ありがとうございます」

「友人かね？」

「ええ、かつてオルフェンで見知った者でしてね。彼女もエルフでありながら冒険者でした。短い間でしたが、パーティを組んだ事もあったので」

「ふむ……彼女はエルフ領に？」

「それすらも分からないのですよ。生き別れたような状態になってしまいまして……」

　グラハムは腕を組んで首を傾げた。

「どれくらい昔の事かね？」

「おおよそ二十五、六年前かと」

「……私は三十年前には公国を出てしまった。それ以降の事であると、公国での出来事は私には分からない」

　グラハムは申し訳なさそうに言った。ベルグリフは苦笑した。

「そうでしたか……いや、失礼しました」

「力になれず申し訳ない」

「とんでもない……よし、ダンカン。半端な時間だけど昼餉の支度をしようか」

「心得ましたぞ」

「グラハム殿の口に合えばいいですが……」

「……かたじけない」

　グラハムは考え込むように静かに目を閉じた。





○






　木造りの建物には、得体の知れない道具が雑然と積み重なっていた。幾つものフラスコと、それらをつなぐ硝子の管、木組みの機械、鉄製の巨大な球体、革張りの表紙の魔導書。整理するのが面倒なのか、家主は場所を覚えているからいいのか、ともかくそんなものが入り交じって、家の中は混沌としていた。

　オルフェンの町から少し離れた所に小さな村がある。野菜や家畜を育て、それらをオルフェンで売る事で生計を立てている者ばかりの村だ。そんな村に魔法使いが頻繁に出入りするようになったのは、大魔導であり元Ｓランク冒険者である〝灰色〟のマリアが居を構えた事による。

　呪龍の血によって不治の病を患ってからというもの、マリアは人ごみや喧騒を嫌った。しかし魔法の研究にオルフェンの豊富な物流は便利だ。だからあまり田舎に引っ込むのも面倒である。

　そういうわけで、マリアはこの小さな村に庵を構え、日夜研究に没頭していた。

　その噂を聞きつけた東西の魔法使いたちが魔導書や魔道具を携えて出入りするようになり、いつの間にか庵の脇には白亜造りの大きな建物が建ち、魔道を志す若き学徒が門を叩く事も増え、さながら小さな学府の様相を呈していた。

　アンジェリンたちが訪ねた時、マリアは椅子に腰かけてぼんやりしていた。部屋の窓は閉め切られ、分厚いカーテンも引かれたままで、昼間なのに部屋の中は薄暗かった。香油のような薬草のような、不思議な匂いが部屋中を埋め尽くしている。

「マリアばあちゃん」

　アンジェリンが呼ぶと、マリアは眉をひそめて顔を向けた。

「ああ、アンジェか……」

「どうしたの？　具合悪いの……？」

「具合はいつも悪いに決まってんだろ。げほっ……」

　ミリアムが顔をしかめてあちこちの窓を開け放った。柔らかな風が吹き込み、カーテンをはためかせ、埃が舞う。それを見て、ミリアムは呆れたようにマリアの方を向いて言った。

「こんな汚い家に引きこもってるから悪くなるんだよ、馬鹿なババア！」

「うるせえぞ馬鹿弟子が！　たまに来たと思えば一言目から悪口か！　げほっ！」

「馬鹿に馬鹿って言って何が悪いのさ！　もっと外に出て陽の光浴びないとしなびて干物になっちゃうぞ！」

　そう言いながら、ミリアムは腕まくりをして手近な所からてきぱきと片付けを始める。マリアが慌てたように立ち上がった。

「やめろ！　動かすとどこに行ったか分からなくなる！」

「うるさーい！　前に掃除してやったのに、もうこんなに散らかして！　本は本棚！　空の容器は棚！　それくらいの事がなんでできないの！」

「ああ！　この馬鹿、それに触んじゃねえ！　それは後で読もうと思ってたんだよ！　容器もすぐに使うんだ馬鹿！　考えて配置してあるのが分からねえのか！　あっが、げほっ！　がっほげっほ！」

「あーもー、うるさいババアだなー。すぐに使うものがこんなに埃まみれになってるもんか！　アンジェ！　アーネ！　そのババア邪魔だから外に連れてって！」

　アンジェリンとアネッサは苦笑しながらマリアを連れて外に出た。マリアはむせ返りながら何か喚き立てていたが、ミリアムは完全に無視し、帽子を脱いで髪の毛を束ね、腕まくりをして、勝手知ったるとばかりに掃除を始める。

　外は良い天気である。風に乗って青草の匂いが漂って来る。隣の大きな建物で何か実験をしているのか、時折妙な薬臭さが混じった。

　燦々と降り注ぐ夏の陽光に目を細め、マリアは呼吸を整えながらぶつぶつと呟いた。

「あのクソ猫め、鬱陶しい奴だ……あたし相手だと妙にしゃんしゃんしやがって……」

　アネッサがくすくす笑った。

「あいつ、別に家じゃそんなに掃除しないですよ？　服とかも脱ぎ散らかすし」

「……ミリィはマリアばあちゃんが大好き。ばあちゃんもミリィが大好き」

「やかましい。げほっ……それで何の用だ？　遊びに来ただけか？」

「ううん。これ」

　アンジェリンは袋から何かを取り出した。半透明の琥珀色の塊で、石のようにごつごつと固い。マリアはそれを受け取ってまじまじと見た。

「そうか、お前らが依頼を受けたんだな？」

「うん。オーマの木の樹液。ミリィが見たから純度も抜群だよ……」

「げほっ……まあ、よくやった。ご苦労だったな」

　マリアはベンチに腰を下ろして嘆息した。アネッサが後ろに回って肩を揉んでやる。

　アンジェリンは地べたに座ってマリアを見た。夏の盛りなのにマントを幾重にも羽織り、マフラーまで巻いてもこもこと着ぶくれている。病気のせいで体温が上がり切らないらしく、アンジェリンやアネッサは額の汗を拭っているのに、マリアは汗一つかいてない。

　顔はまだ二十代というくらいに若々しいのに、背中を丸めてアネッサに肩を揉まれる姿は老人そのものだ。若さとは見た目の問題ではないのかな、とアンジェリンは思う。けれど、それを差し引いてもマリアは魅力的な女性だとも思う。口は悪いけども。

「マリアばあちゃんは、なんでずっと独身なの？」

「あん？　何だよ突然……げほっ」

「だって美人だし、歳取らないし……モテたんじゃないの？」

「当たり前だろ。男なんざとっかえひっかえだ」

「でも結婚はしなかったんだ」

「ふん、あたしにつり合う男がいると思ってんのか？」

「……わたしのお父さん……？」

「あ？」

「アンジェ、お前なあ……」

　アネッサが呆れたように呟いた。マリアは何やら分からず眉をひそめている。

　そこに掃除を一段落させたらしいミリアムが出て来た。

「だめだめ、こんなババアじゃベルさんにはつり合わないよー。この歳まで行き遅れてるってのはそれなりに意味があるもんだよアンジェ。悪い意味が。ふっふふー」

「口の減らねえ馬鹿猫だな。お前こそ浮いた話のひとつくらいねえのか？　若い癖に」

「ぐむ……ない、けど」

　マリアは嘲笑を浮かべて傲然とミリアムを見据えた。

「はっ、無駄にでかい胸ぶら下げて男の一人も捕まんねえのか。人の事とやかく言う前に自分の事をしっかりやれ。だから男も寄り付かねえんだよ、バーカ」

「う、うるさーい！」

　ミリアムは顔を真っ赤にして怒った。アネッサがくすくす笑った。

「年の功には勝てないな、ミリィ」

「ぐぬぬぬ……こうなったらめっちゃいい男捕まえてやるんだから！　見てろよ、おばば！」

「はっ、勝手にしろ。できればの話だがな。げほっ、げほっ……」

「ちっくしょー！」

　ミリアムは悔しそうに地団太を踏んだ。マリアはむせながらも笑っている。

　仲良しだ。マリアがお母さんになったら、もれなくミリアムがセットで付いて来そうだ、とアンジェリンは思った。

　しかし、マリアをお母さんと呼ぶ事には違和感がある。ばあちゃんと呼び慣れているからだろう。

　それに、そもそもベルグリフはどんな女性が好みなんだろうか？　年下か、年上か。活発なタイプか、物静かなタイプか。そういえば、そんな話はした事がない。普通、そんな話は父娘ではしないので当たり前なのだが。

「……お父さんの好きなタイプってどんなだろう」

　アンジェリンはぽそりと呟いた。マリアが怪訝そうに目を細める。

「さっきから、お前は何を言ってるんだ？　親父の嫁でも探してんのか？」

「そう……ばあちゃんも候補の一人。姉さん女房というのも素敵……」

「ぶっ──!?　ごっほごほっ！　げほっげほっ！　ごほがはっ！　ごほっ！　ごほっ！」

　マリアは盛大にむせ返った。アネッサが慌てて背中をさすってやる。ミリアムは口を尖らした。

「だめだってば！　このババアじゃ単なる老人介護になっちゃうよ！」

「でもミリィだって、トルネラの空気ならマリアばあちゃんにもいいって……」

「わーわー！」

　ミリアムはわたわたと両手を振ってアンジェリンの言葉を遮った。

　背中をさすってもらって少し落ち着いたらしいマリアが、顔を上げてアンジェリンを睨み付けた。せき込み過ぎて涙目になっている。

「と、とんでもねえ事言い出しやがる……アンジェ！　ふざけんじゃねえぞ！」

「ばあちゃん、いくつになっても女には女の幸せを摑む権利があるんだよ……？」

「気持ち悪ぃ事を言うな！　くそ、どこで覚えやがったマセガキが……だったら、あたしをばあちゃんって呼ぶのをやめろ！」

「……それは脈ありと見てよろしい？」

「違えよ!!　面倒臭えな、お前！　げほっ！　ごほっごほっ！」

「マリアさん、大声出しちゃだめだって……アンジェ、お前もいい加減にしろよ。あんまり人をからかうもんじゃないぞ」

「むう、わたしは本気なのに……」

　マリアもユーリもロゼッタも、どうにも反応が芳しくない。

　嫁探しとは難しいものだなあ、とアンジェリンは思った。











三十二　──どうして冒険者になろうと思ったの？









　──どうして冒険者になろうと思ったの？

　赤髪の少年は、その問いにはっきりとした答えを持たなかった。憧れた誰かがいたわけでもなかったし、一獲千金を夢見たわけでもなかった。ただ、両親が死んで一人きりになった時、自分にはこれしかないと思ってしまったのだ。

「他にやりようがなかったのさ」

　と、困ったように笑う赤髪の少年を、エルフの少女は澄んだエメラルド色の瞳でじっと見た。口元はわずかに微笑んでいた。

「そうかあ……うん、わたしも同じ。他には考えられなかった」

「けど不思議だな。君はエルフだ。冒険者なんて一番遠い仕事だと思ってたけど」

　エルフの少女はくすくす笑った。

「わたしが初めてじゃないわ。あなただって知ってるでしょ？　エルフの英雄を」

「そりゃ、まあ。けど君以外のエルフなんて見た事もない。やっぱり珍しいと思うな」

「外の世界を見たかったの。色んな所に行って、色んな人と会ってみたいの。遠い所にね」

「俺からすればエルフ領は遠い国だけどな。行ってみたくもあるよ」

「そう？　行ったってきっと退屈だよ？」

　そう言ってエルフの少女はうまそうにホットワインを舐めた。赤髪の少年は苦笑して頰杖を突いた。

「どうかな？　俺にとっては知らない事ばかりだ。きっと楽しいと思う」

「ん……そうかもね。知らない事はわくわくするものね。エルフにはエルフの知らない事があって、人間には人間の知らない事がある。かぶらなくて当然かあ」

「それなら、互いに教え合える、かな？」

「ふふ、それって素敵だね」

　ふと後ろの方から冷たい風が吹き込んで、周囲が騒がしくなった。

　赤髪の少年が振り返ると、Ｓランクの冒険者たちが入って来るところだった。話をせがむ若手の冒険者たちに囲まれて、軍帽をかぶりインバネスを羽織った大男が豪快に笑っている。その脇に立つ口髭を蓄えた長身の男は、呆れたように目を伏せていた。

　エルフの少女はほうと嘆息して、銀色の髪の毛をかき上げた。

「〝撃滅〟に〝しろがね〟か……いいなあＳランク。わたしもいつかなりたい。そしたら、もっと遠くに行けそう。誰にも邪魔されないで」

「はは、君ならいつかなれるさ」

「あなたは？」

「俺は……どうかな。大した腕でもないし」

　誤魔化すように笑う少年の頰を、エルフの少女は両手で左右からむぎゅうと押した。

「そうやって変に謙遜するの、悪い癖だよ？　そういう時のあなたの笑顔、わたしは嫌い」

「む……ごめん」

「ふんだ。ここ奢りね！」

「ええ……まあ、いいけど……」

　赤髪の少年は困ったように頭を搔いた。エルフの少女はいたずら気に笑い、少年の肩に手を置いた。

「明日も頑張ろうね」

「ああ……けど、あいつら遅いなあ」

　少年は少しドギマギしながら周囲を見回した。

　さっきまで気にならなかったのに、まだ来ない仲間の事を考えると、急に少女と二人きりなのが照れ臭くなった。

「どうしたの？　もじもじして」

　エルフの少女は赤髪の少年の顔を覗き込んだ。エルフの白い肌がホットワインで少し火照ったように薄桃色に染まっている。不思議と甘いように香る吐息が鼻腔をくすぐり、少年は余計に困惑した。耳たぶが熱くなるような気がした。

　少女のエメラルド色の瞳がいたずら気に光った。

「ふふ、あなたは可愛いねえ」

「……からかわないでくれよ」

　赤髪の少年は口をもぐもぐさせて、ぷいとそっぽを向いた。





○






　夜明け前、ベルグリフはダンカンとグラハムと連れ立って村の周囲を歩いていた。今日は朝靄が特に濃く、空は白んで明るくなっていたが、少し先も見づらい有様だった。

「今日は歩きづらいですな」

「ああ……雲がかかったのかも知れないな。まあ、ゆっくり行こう」

　朝靄で体が湿るような心持だった。前髪が重さを持って額に貼り付くようだ。

　やがて日が昇り始めると、靄の間を縫うようにして光が棒になって射し込んで来た。急激に靄が晴れて行くようで、色あせていた周辺の風景が、蘇るように鮮やかな色彩を増していく。夜露で濡れた平原の草が朝日を照り返してきらきらした。

　グラハムが嘆声を漏らした。

「美しい光景だ……エルフ領ではあまり見られないな」

「ふむ？　エルフ領は自然が豊かだと聞き及んでおりますが、違うのですか？」

　ダンカンの問いに、グラハムは苦笑した。

「エルフ領は殆どが森なのだよ。このようになだらかな平原に朝日が輝くのを見る事はそうはない」

「成る程……」

「私も森は好きだ。しかしあちこちを見て回ると、魅力的な風景というものは森の他にも多くある」

「某にもよく分かります。旅の醍醐味ですな」

　旅人二人が語るのを、ベルグリフは静かに聞いていた。

　確かに、この前のボルドーへの旅は短いながらも楽しかった。見慣れた景色の外に出る事はいつでも抗いがたい魅力をそなえている。今はトルネラを離れるわけにはいかないが、もしもこれが落ち着けばまた、と考えてしまう。そうなったら今度は何処に行ってみようか。

　やがてすっかり朝靄が払われ、遠い山の稜線に漂う薄雲の向こうに太陽が昇った。天頂は青空が広がり、透明な月が夜の名残をとどめるばかりだ。三人は村へと戻って行った。

　グラハムがトルネラを訪れてから数日が経った。すっかり男所帯になったベルグリフの家は、アンジェリンたちが帰って来ていた時とはまた違った雰囲気に包まれていた。彼らはベルグリフの習慣に合わせて毎日朝と夕方に見回りがてら散歩をし、それから鍛錬をした。

　グラハムの剣技は決して派手ではなかったが、最小限の体の動きと、爆発的な剣との感応を利用した苛烈なものだった。自分の目指す所はここに近い、とベルグリフは朝夕、彼と立ち合い、その剣を何とかものにしようと奮闘していた。

　村人たちはこの老エルフに面食らったが、ベルグリフとダンカンの執り成しで、恐る恐るではあるが少しずつ交流をしていた。

　グラハムは物静かで口数は少なかったが、高圧的な態度は一切取らなかったし、噂で聞く、エルフ特有の難解な哲学に基づいた受け答えもしなかったから、村人たちは徐々にグラハムを受け入れつつあるようだった。

　エルフの姫は未だ現れない。

　グラハム曰く、エルフは森での生活が殆どの為、森から出ると方角が分からなくなる者が一定数いるらしい。エルフの姫もそうなのだろうという事だ。

　羊の毛刈りはまだ終わらず、ケリーの家は毎日大騒ぎである。

　ベルグリフは今日も子守を頼まれて、赤ん坊を抱きながら子供の相手をしていた。若者も少しずつ手際がよくなっており、羊が暴れる回数も減っているようだった。

　ダンカンとグラハムは魔獣退治に赴いている。

　今のところはまだ魔獣は森の外に出て来る事はないが、いずれ数が増えれば外に溢れて来る可能性が高い。少しずつでも数を減らしておかなくてはならない。

　ケリーが汗を拭いながらやって来て、隣に腰を下ろした。

「やれやれ、今年は特に忙しいな」

「そうだな。まあ、若い連中が仕事に慣れるまでの辛抱だよ」

「はは、違いねえ。なあ、ベルよ、グラハムさんはここを気に入ってくれてんのかね？」

「そう思うけどな。少なくとも悪い感情は持っていない筈だよ」

「そうかあ……エルフに気に入ってもらえるのは何だか嬉しいな、おい」

「その割に、お前もまだ恐縮してまともに話せてないじゃないか」

「だってよお……何話せばいいか分からんじゃないか。俺はお前と違って剣なぞ振らんのだし」

「別に世間話で構わないよ。エルフだからっていつも高尚な事ばかり考えているわけじゃない。彼らだってものは食べるし、夜になれば眠るんだから」

「……じゃあ、今度一緒に飲もうって誘うからよ。連れて来てくれよ」

「はは、分かった。きっと彼も喜ぶよ」

　トルネラは公国領の極北に位置する。山向こうはエルフ領なのだが、北の山は高く険しく、山越えを試みる者はほとんどいない。エルフ領との交易は専ら東側の街道を使って行われている。

　だからトルネラはエルフ領に最も近く、同時に遥かに遠い所といえた。

　村の子供たちは寝る前のお話で山の向こうのエルフの姿や生活を聞かされながら大人になる。近い所にいる筈なのに、絶対に会う事はない筈の存在が突然現れたとなれば、嬉しいけれども、どう接していいか分からないのも仕方があるまい。

　陽が高く昇り、昼餉の時間が迫っている。

　森に出掛けたダンカンたちもそろそろ帰って来る筈なのだが、今日は何か手間取っているのか戻って来る気配がない。グラハムも一緒だから心配はしていないが、遅ければ気になる事は気になる。

　腹を減らして泣き出した赤ん坊を母親に返し、子供を見ながら昼餉の皿を並べるのを手伝っている所に、若い農夫が大慌てで駆けこんで来た。

「ベルさん、ベルさん！」

　ベルグリフは眉をひそめて牧童を見た。

「どうした？　魔獣が出たか？」

「違う違う！　ひとまず来てくれ！　またエルフだ！　それも女だ！」

　ざわつく一同を背に、ベルグリフは農夫に連れられて走った。小道を横切り、村の外に出る。

　刈り入れが終わった秋まき小麦の金色の畑と、青々と揺れる春まき小麦の畑が連なっている所に、少女が一人立っていた。

　成る程、エルフだ。不機嫌そうに細められた目の瞳は錆浅葱色で、滑らかで艶のある銀髪は無造作に頭の後ろで結わえられている。胸には布を巻き、毛皮のカーディガンを羽織っている。短パンのベルトに細剣を下げ、編み上げのブーツを履いており、あまり肌を露出する服を好まないエルフにしては珍しい恰好である。エルフは外見と年齢が同じではないが、目の前のエルフには少女と言っていい若々しさを感じた。

　エルフの少女は明らかに不機嫌だった。歩み寄ったベルグリフを一瞥すると、ふんと鼻を鳴らし、鋭い目つきで睨み付けた。

「人の顔を見て逃げ出すたぁ、人間てのは随分失礼な生き物だな？」

　ベルグリフは嘆息して頭を下げた。

「申し訳ありません。皆、エルフに慣れていないのです。どうかご勘弁を」

「で、お前は何だ？　ここの顔役か？」

「私はベルグリフと申します、ただの農夫に過ぎません」

「ハッ」

　エルフの少女は可笑しそうに笑った。

「何処の世界に剣をぶら下げた農夫がいるってんだよ。馬鹿にするのも大概にしな、おっさん」

　ベルグリフは腰の剣に手をやって苦笑した。

「自衛が必要な時には、鋤を剣に持ち替える事もあるのですよ」

「へえ……」

　少女の瞳がギラリと光った。

「自衛、ね。おれとやろうってのか？」

「まさかまさか」

　ベルグリフは慌てて剣を鞘ごと地面に置いて敵意のない事を示した。細剣の柄に手を置いていたエルフの少女は、詰まらなそうに構えを解いた。

「チッ、つまらねえ……」

　いやに好戦的な少女に苦笑しつつ、ベルグリフは口を開いた。

「貴女はエルフ領西の森の王、オベロン殿の御息女では？」

　途端、疾風の如き素早さで少女はベルグリフに近づき、胸ぐらをつかんだ。鋭い眼光がベルグリフを射貫く。驚くほどの威圧感だ。流石のベルグリフもやや気圧されて息を吞んだ。しかし毅然と少女を見返し、口を開く。

「やはりそうなのですね？」

「おいテメエ、どこでそれを聞いた？」

　少女が勢い込んで凄んだ時、きゅうと間抜けな音がした。少女は驚いたように目を見開き、慌ててベルグリフから離れて腹を押さえた。

「こ、この！　鳴るんじゃねえ！」

　少女は自分の腹をぼすぼす叩くが、腹はまたきゅうと鳴った。

「……お腹が空いておられるのですか？」

「ち、違う！　別にレンバスがなくなって昨日から何も食ってないとか、そういうのじゃ……そ、それに別に食わなくたって」

　少女は赤くなって取り繕うように喚き立てた。ベルグリフは微笑んだ。

「……丁度昼食の支度をしていたところです。貴女さえよろしければエルフの姫君と同席する名誉を賜りたいのですが」

「ぐ…………そ、そこまで言うなら仕方がねえ……」

　気遣われたと察したのだろう、エルフの姫は悔しそうに口を曲げ、しかし空腹には勝てないらしい、大人しくベルグリフに促されて村へと入った。





○






　状況が状況なので、ベルグリフはエルフの姫を自宅へと案内した。ケリーの家に連れて行っては村人が恐縮して静かになり、葬式のような雰囲気になってしまうだろう。まして姫君は不機嫌である。そんな時に村人が怖がって静かにしていては余計に怒る可能性がある。

　男所帯と化している家の中は少し散らかっているので、庭先のテーブルに向き合った。

　ベルグリフがひとっ走りケリーの家に行ってもらって来た昼食は、テーブルの上でうまそうに湯気を立てている。肉と野菜の煮込みに、山羊のバターを塗った薄焼きパンだ。

　エルフの姫は始めこそ警戒したようにゆっくりと食べていたが、次第に勢いを増して、やがて夢中になってぱくついた。余程腹が減っていたと見える。

　会話らしい会話もなく、食事を終えた後はエルフの姫の表情も少し和らいでいた。殺気立っていたのは空腹のせいでもあったらしい。

　ベルグリフは向かいでとろんと目を閉じるエルフの姫を見た。

　グラハムの言によれば、彼女があちこちで魔王を討伐しているという。先ほど胸ぐらをつかまれた時の威圧感は確かに凄かった。しかし、中途で食料をなくして腹を減らすような有様で、よく旅ができたものだとも思う。

　豪胆なのか無鉄砲なのか、はすっぱな喋り方も相まって、どうにもエルフの姫という高貴なイメージと合わなかった。

「お口に合いましたか」

　ベルグリフの問いかけに、少し眠そうにしていたエルフの姫君は、はっとしたように目を開いた。

「ま……まあまあだな……」

「さようですか」

「……チッ」

　バツが悪そうに頰を搔く姫を見て、ベルグリフは笑った。

「差支えなければ御尊名をお伺いしても？」

「その前に。お前は何でおれの事を知ってるんだ、おっさん？」

「グラハム殿に伺ったのです。あの御仁も現在はこの村に」

　エルフの姫は驚いて立ち上がった。

「お、大叔父上が!?　冗談じゃねえ！」

　姫は慌てて着物を翻し、逃げ出すように踵を返した。

　その時、低く通る声がした。

「マルグリット」

「うっ」

　エルフの姫は固まった。そうして恐る恐る声のした方を向く。グラハムが憮然とした表情で立っていた。後ろでダンカンが怪訝な顔をしている。

　グラハムは無言で手招きした。エルフの姫はびくりと震え、先ほどの勢いなど噓のようにおずおずとした足取りでグラハムに近づいた。真っ直ぐと射貫くようなグラハムの視線に、まともに顔を見られないようだ。

「お、大叔父上……なんでここに」

「お前があれらの魔力を辿っている事は分かっている」

　グラハムは腕を組んでため息をついた。

「私が間接的には悪いとはいえ……どういうつもりだ？　オベロンも心配している。あまり勝手な真似をするな」

　エルフの姫──マルグリットはムッとしたように顔を上げて、今度は真っ直ぐにグラハムを睨み付けた。

「父上がおれを心配？　あり得ないね」

「滅多な事を言うものではないぞ。子を心配せぬ親などいない」

「いる。父上がそうだ。おれの事なんか見ちゃいない。西の氏族の事しか考えてないんだ」

「王とはそうあらねばならぬのだ。オベロンの気持ちも分かってやれ」

「おれの気持ちはどうでもいいのか？　我慢してずっと箱入りやってればよかったと？」

　マルグリットは忌ま忌まし気に吐き捨てた。

「冗談じゃないぜ、大叔父上。おれは絶対におれの事を認めさせてやる。もう奴らを三つ倒したんだ。南の森を枯らした奴も、廃坑に潜んでいた奴もな」

「……マルグリット、どれだけあれらを屠ろうとも意味はない。お前は表面だけしかなぞれていない。口だけの名声など無意味だ」

「知ったこっちゃないね。大叔父上はそれで名をあげた。おれはあんなちっぽけな森で一生を終えるなんて御免だ。もっと遠くの景色を見たいんだ」

　マルグリットはそう言うと、くるりと踵を返した。

「今度の奴も倒せば……大叔父上だっておれを認めざるを得ないさ」

　言うと同時に、マルグリットはとんと地面を蹴って疾風のように駆け去った。

　グラハムは俯いて目を閉じた。

「……せがまれたとて、旅の話などするのではなかったか……」

　ベルグリフは遠慮がちに近づき、口を開いた。

「グラハム殿……大丈夫ですか？」

「……見苦しい所を見せてしまったな。すまぬ」

「いえ……彼女はグラハム殿の親族なのですか？」

「姪孫だ。オベロンは私の甥だからな……」

　ベルグリフは驚いた。この英雄に流れる血はエルフの王族の血脈だったのだ。

　しかし、エルフは本来静謐を好み、精神面に重きを置いた生活を旨とする種族である。金と名誉を行動原理とする冒険者などは最も相容れない筈の職業だ。それを選び取ったグラハムは、エルフ領でどのような扱いを受けたのだろう。そして、そんな彼に憧れて剣を取り、今エルフ領を飛び出したマルグリットと相対した気持ちはどんなものであろう。

　彼の時折見せる暗い影は、そんな苦悩が積もってできたものなのかも知れない、とベルグリフは思った。

　グラハムは嘆息した。

「ともあれ、私にも責任がある。あれを追わねば」

　グラハムの言葉に、ダンカンが一歩踏み出した。

「ならば某も！」

　しかしグラハムはかぶりを振った。

「これは私の仕事だ。それに……身内の揉め事を見せるのは忍びない」

　グラハムはそう言って歩き去った。それを見送りながら、ベルグリフはダンカンに言った。

「嫌に遅かったが、どうしたんだい？」

「若者たちを先に帰してから、グラハム殿と森のさらに奥を目指したのです。しかしどうやら妙な魔力で空間がねじ曲がっているようでしてな、グラハム殿も最奥まで到達するには時間がかかるという事で戻って来たのです」

　つまり、森が半分はダンジョン化しているという事である。事態は次第に深刻になっているようだ。しかし、今しがたマルグリットが森へと向かい、グラハムがその後を追った。すでにマルグリットは魔王を三体も討伐したという。グラハムの技量は言うまでもない。

　これは自分たちが出るまでもなく幕引きになりそうだ、とベルグリフは顎鬚を撫でた。

「こんな事を言っては悪いかも知れないが……こんな時にグラハム殿やマルグリット殿が来てくれたのは天の配剤かも知れないなあ……」

「某も同じ事を思いもうした。あの二人がいればいかな魔王とてひとたまりもありますまい。それにしても、あのエルフの剣姫、かなりの腕前ですぞ。是非とも一度立ち合ってみたいものだ！」

　相変わらずのダンカンを見て、ベルグリフは苦笑した。こんな時にも自分のペースを崩さずにいられるこの男が羨ましいと思った。











三十三　ぐたっとしていた。いつもの酒場で









　ぐたっとしていた。

　いつもの酒場である。夏だから扉も窓も開け放され、そこから夕暮れの風が縦横に吹き抜けている。天井から下がったランプに明かりが灯り、開け放された扉の向こうの軒下にも明かりが灯る。それが店の中に差し込んで影を作った。

　酔漢の影が揺らめく店内でアンジェリンはぼんやりと座っていた。カウンター席だ。

　今日はミリアムアネッサも一緒ではない。カウンター向こうではマスターが黙々と料理を作り、酒をコップに注いでいる。

　今のところ、お見合い相手は見つかっていない。

　ユーリにしてもロゼッタにしてもマリアにしても反応は芳しくないし、あれから何度か声をかけたけれどはぐらかされてしまった。

　お父さんくらい良い男はいないというのに、とアンジェリンはちょっと機嫌が悪かった。皆、男を見る目がないなあと思った。

「ん」

　酒場のマスターが鴨肉のソテーと冷えたワインを前に置いた。アンジェリンはワインを一口含む。最近、冷蔵魔法庫フリツジを新調したらしく、よく冷えていてうまい。

　そういえば、この酒場のマスターも独り身のようだ。あまり喋らないから分からないけれど、ベルグリフと同年代だろう。店で見る限り子供がいるようでもないし、奥さんがいる気配もない。中年男の独り身というのは寂しいものじゃないのだろうか。

　フライパンにバターを落としたマスターに、アンジェリンは話しかけた。

「ねえ」

　マスターは黙ってアンジェリンを見た。

「マスターは結婚してるの？」

「……いや」

　注文ではなかったので、マスターは詰まらなそうにフライパンに向き直った。アンジェリンは構わずに続ける。

「結婚とか考えないの？」

「さてね」

　マスターは溶けたバターの上に卵を落とし、手早くかき混ぜる。そこに塩とスパイスをひとつまみ落とすと、香ばしい匂いが立ち上った。

「寂しくない？」

「……そんな暇ないね」

　とんとんとフライパンを振って半熟の卵をまとめると、ぽんと皿に盛って小さな鍋からソースをかけた。

「四番テーブル」

「あいよー」

　若い男の店員が皿を受け取って運んだ。マスターは手早くフライパンを洗い、今度はオリーブ油を落としてベーコンと茄子を炒め始めた。

　アンジェリンは考えながらソテーを頰張り、ワインを飲んだ。

「わたしのお父さん、多分マスターと同じくらい。けどやっぱり独身……」

「……嫁さんは死んだのかね」

「ううん。わたしは拾われ子。だから元々いない」

「そうかい」

　後ろの方からだみ声で注文する声がした。マスターはそちらを向いて小さく頷き、コップを手に取って棚の瓶から何か注いで店員に手渡した。

「四番」

「お父さんのお嫁さんを探そうと思って、色んな人に声かけたけど、皆乗り気じゃないの……なんでだろ」

　マスターは黙ったまま、フライパンに酒を回しかけた。もうもうと湯気が立ち上った。そこに潰したトマトとスパイスを加えてひと煮立ちさせる。

「……あたしにはよく分からないけどね。顔も知らない相手じゃ何とも言えないんじゃないのかね」

「……じゃあ、似顔絵とか？」

「それはあんたが決めるんだね」

　煮立ったトマト煮込みを皿に盛り付け、薄焼きパンを添えて店員に手渡した。

「三番」

「へーい」

「似顔絵か……うん、いいかも。ねえマスター。腕の良い絵描きはどこにいるか知ってる……？」

「知らんね。けどあんた、そんなに色々声かけてんのかね？」

「うん。選択肢は多い方がいい……」

　マスターはアンジェリンの方は向かず、棚からチーズとサラミを出して切り分け、皿に盛った。そこにオリーブ油を回しかけ、アンジェリンの隣の席に置く。それから腸詰をお湯の中に入れ、下がって来た皿を洗いながら、言った。

「あんまり感心しないね」

「……なんで？」

「選ぶ父親の方はいいかも知れないけどね、断られる女の方の気持ちは考えてんのかね？」

　アンジェリンは顔をしかめた。確かにそうかも知れない。一念してお見合いを決め、遥々トルネラまで行ってみたは良いけれど、それでベルグリフに断られる。その悲しみはいかほどのものだろう。軽い気持ちでお見合いなどと言っていたけれど、ひと一人の人生を左右するような決め事だ。

　声をかけた三人に優劣を付けるわけではない。だからこそ、誰か一人だけというのがひどく不公平にも思えた。変に互いの関係性を壊してしまうような気もした。

　少し無責任だったろうか、とアンジェリンは暗澹とした気分になった。

「……そうかも」

「ま、あたしのとやかくいう事じゃないけどね……」

　マスターは洗った皿を拭き上げて棚にしまい、腸詰を引き上げて皿に盛り、酢漬けの辛子を添えて向こうのカウンター席に置いた。それからまたフライパンにバターを落とす。

　アンジェリンはワインを一息で飲み干し、財布から硬貨を摑み出してカウンターに置いた。

「マスター、瓶でちょうだい」

　マスターは黙って栓を抜いたワインの瓶を置いてやった。アンジェリンは手酌で立て続けに三杯飲んでしまうと、ふうと息を吐いて赤くなった頰を手で支えた。

「けどお母さん欲しい……どうしたらいいの？」

「初めからお見合いじゃ誰だって身構えるんじゃないかね。貴族じゃあるまいし」

「そっか……そうだね」

　それならお見合いなんてわざわざ言わず、トルネラに遊びに行くくらいの感じでいいのではあるまいか。実際に会えば、きっとベルグリフの魅力が分かってもらえる筈だ。そうなればしめたものである。

　アンジェリンはくすくす笑った。マスターが怪訝そうな顔をする。

「なんだい」

「ふふ……マスター、ありがとう。マスターってこんなにおしゃべりしてくれるんだね。知らなかった……」

　言いながら、アンジェリンは鴨肉の最後の一切れを口に放り込み、また硬貨を財布からつまみ出してカウンターに置いた。マスターは眉をひそめて、空いた鴨肉のソテーの皿を下げた。

「……ご注文は？」

「オリーブの酢漬けと腸詰……それに生トマト」

　結局夜半近くまでだらだらと飲み続け、店を出た頃には風が涼しくなっていた。表の往来はぽつぽつと開いている飲み屋もあるが、多くの家は明かりを落とし、眠りにつこうとしているようだった。向かいからそよそよと吹いて来る風が、酒で火照った頰に心地よい。

　アンジェリンは目を細めながらゆっくりした足取りで家路を辿った。石畳の道に月明かりが差して光っている。猫が一匹横切り、その後を追いかけるように別の猫が駆けて行った。

　人通りは少ない。時折酔漢や、見回りの兵士の一隊とすれ違うだけだ。彼らはアンジェリンくらいの少女が夜に歩き回っているので呼び止めるが、アンジェリンがＳランク冒険者のプレートを見せると納得したように去って行く。

「秋に帰る時は……うーん、でもユーリさんは受付だし、ロゼッタさんは孤児院が忙しそうだし……マリアばあちゃんくらいかな……」

　アンジェリンはまた秋口に帰郷するつもりだった。採りたての岩コケモモが食べたいというのもあったし、既にベルグリフに会いたくて仕様がないのだ。しかし、だからといってあまり早く帰ってベルグリフに呆れられるのも嫌だったから、何とか夏の間は我慢した。先の予定が楽しみだと我慢するのにも張り合いがある。

　真っ直ぐ家に帰ろうと思って歩いていたが、月が綺麗ではあるし、夜風が涼しくて気持ちが良いので、少し散歩する事にした。

　トルネラに比べてオルフェンでの生活は目まぐるしく、リズムが早いように思うけれど、こうやってゆっくりと散歩するとのんびりした気分になる。酔いが回っているのもふわふわとして良い感じだ。

　道に沿って街灯が並んでいる。中の炎が朱色の光を放って道を照らしている。

　とんとんと地面を踏んで行くと、前の横丁に人影が入って行った。アンジェリンは怪訝な顔をしてそっと後を付けた。

　暗がりの中でも分かる。少年と少女の二人連れだった。どちらも白髪だ。少年は十五歳くらい。少女は十歳そこそこである。

　シャルロッテにビャク。ボルドーで敵対した二人だった。

　アンジェリンは気配を消し、音もなく背後から近づくと、「おい」と声をかけた。振り向いたビャクの首元を摑んで壁に押し付け、力を込める。

「動くな。大声を出したら斬る……」

　悲鳴を上げかけたシャルロッテは慌てて口を両手で押さえた。アンジェリンはビャクの方をぎろりと睨み付けた。

「お前ら、なんでこんな所にいる……？」

「……さあな」

　アンジェリンは無言でビャクの腹に膝を食らわした。ビャクは苦し気にうめき声を上げる。

「お前らがボルドーでやった事、わたしは許しちゃいないんだぞ……」

「げほっ……だったらどうする？　殺すか？」

「……その方が世の中の為、かな？」

　そう言って、アンジェリンは剣の柄に手をやった。その手に柔らかいものがすがり付いた。見るとシャルロッテが必死の形相で腕に抱き付いていた。
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「お、お願いします！　ビャクを殺さないで！」

「……放せよ。子供だからって容赦しないぞ……？」

「お願いします！　謝ります！　許してもらえるなら何でもします！　だから命だけは助けて下さい！」

「……放せ」

　アンジェリンは、ぼろぼろと涙をこぼすシャルロッテに顔をしかめ、乱暴に彼女を振り払った。シャルロッテは尻もちをついた。鞄からばらばらと硬貨がこぼれて散らばった。アンジェリンはふんと鼻を鳴らした。

「金持ちだな。荒稼ぎして夜逃げか……？」

「……そいつは返す為に持ち歩いてんだよ」

　呟くように言ったビャクを、アンジェリンは睨んだ。

「……なんだって？」

「そりゃ、インチキで金稼ぎもした。けどな、ボルドーでテメェに負けてからはもう止めたんだ。札を売りつけた家に金を返して回ってんだよ」

「……信じると思ってる？」

「思っちゃいねえよ。けどそいつの名誉の為に言っただけだ」

　アンジェリンは足にすがり付いて来たシャルロッテを見た。よく見れば服は随分汚れて、裾はほつれかけている。破れている所だってある。ビャクにしたって恰好はみすぼらしい。

　急に馬鹿馬鹿しくなってビャクから手を放した。ビャクは咳き込みながら膝を突いた。

「許すわけじゃないけど……無抵抗の奴を殺すのは気分が悪い」

「ありがとうございます！　ふえぇえーん！」

　シャルロッテは足にすがり付いたまま泣きじゃくった。ビャクは喉元を押さえて顔をしかめながらアンジェリンを見た。

「細い癖になんつう馬鹿力だよ……」

「うるさい……」

　アンジェリンはシャルロッテを立たせるとハンカチを押し付けた。

「いつまで泣いてるんだ……わたしが悪いみたいじゃないか」

「ふえ……ご、ごえんなさぁい……」

　シャルロッテはハンカチで涙を拭った。アンジェリンは嘆息して、ビャクを睨み付けた。

「お前には聞きたい事が沢山ある……わたしの事を知っているような口ぶりだったし」

　ビャクは顔をしかめた。

「……今の俺には答えられねえ」

「なんだと？　どういう事」

　言いかけたアンジェリンは、急に殺気を感じて剣を抜き放った。

　横丁の奥の暗がりからナイフが飛んで来た。アンジェリンはシャルロッテを抱き寄せると剣でそれを打ち払う。ツンと鼻につく臭いがする。

「……毒？　嫌だな」

　ナイフはアンジェリンを狙っている風ではなかった。とすれば、とアンジェリンはビャクの方を見た。

「……お前ら、どれだけ恨みを買ってるんだ？」

「余計なお世話だ……」

　ビャクは腕を振った。置いてあったゴミ箱や樽が壊れる音がして、暗がりの中から数人が飛び出して来た。同じ服を着て仮面を着けている。シャルロッテの顔が恐怖に引きつった。

「浄罪機関……！」

「……？　何だそれ？」

　言いながら、剣を抜いてかかって来る襲撃者たちをアンジェリンは迎え撃った。

　襲撃者たちは恐ろしく軽い身のこなしで、建物の壁を走るようにしてアンジェリンたちを囲み込んだ。

　アンジェリンは剣を構えながらビャクにシャルロッテを押しつけた。

「こいつらは何……？　知ってるの？　なんで狙われてる？」

「は、はい。こいつらはルクレシア教皇庁の……」

　シャルロッテが言い終わる前に白刃が幾つも迫った。鋭く、確実に急所を狙っている。その身のこなしは高位ランクの冒険者に匹敵する。

　しかしアンジェリンは尋常の使い手ではない。急所を狙うと分かっていれば却って対処は容易である。剣を払って一人を蹴り飛ばし、一人のこめかみを剣の柄で殴った。仮面が飛ぶ。下から現れたのは若い男だったが、目は虚ろで狂気的だった。

「……なんだ？　人形みたいな……」

「油断するな」

　上で音がした。上から迫っていた襲撃者がビャクの魔法で吹き飛んだ。アンジェリンはビャクの方を睨む。

「油断なんかしてない……分かってた」

「フン……こいつらは魔法と薬で自我がねえ。死ぬまで襲って来るぜ」

「……えげつな」

　アンジェリンは、血を流しながらも怪我をする前と同じ動きで向かって来る襲撃者を見て顔をしかめた。こういうのは大嫌いだ。

　不意に、周囲を淡い光が照らし出した。ビャクが立体魔法陣を可視化させたのだ。

　と同時にどちゃっ、と嫌な音がした。見ると、襲撃者が地面に潰れていた。魔法陣に押しつぶされたようだ。

「……やだなあ」

　けれど、正気でない相手に話し合いは通用しない。死ぬまで襲ってくるとなれば殺すほかあるまい。アンジェリンはほんの少しの迷いを振り捨て、肉薄して来た襲撃者の首を飛ばした。

　サーシャすら追い込むビャクと、アンジェリンの二人相手では、襲撃者たちもひとたまりもなかったらしい、ほんの少しの戦闘の後、辺りは静かな死の気配に包まれた。

　アンジェリンは剣に付いた血を拭って顔をしかめる。

「ああ……やっぱり人殺しは気分が悪い」

　すっかり酔いも醒めてしまった。せっかくいい気分で飲んだ後だったのに、と嘆息する。それからビャクとシャルロッテの方を見て顎で示した。

「おいで。事情は知らないけど、わたしも聞きたい事がある」

　ビャクはシャルロッテの方を見た。シャルロッテは小さく頷いた。

「はい……お願い、します」

　シャルロッテは震えていた。こうやって見ればただの幼い娘にしか見えない。こんな小娘がアンデッドを使ってボルドーを騒がせたのか、とアンジェリンは思う。きっと、後ろに何か妙な連中が付いているに違いない。

　早足で町を抜けて、下宿の部屋に戻った。小さな部屋だが、三人入った所で手狭になるというほどではない。

　アンジェリンはカーテンを閉め、扉に鍵をかけた。

「座って」

　もじもじしていたシャルロッテはおずおずと椅子に腰かける。ビャクはその後ろに立ったままだ。

　アンジェリンは薬缶に水を入れて焰石の焜炉に載せる。この石は並べ方次第で強烈に熱を発する。それを利用した焜炉は高価だが、アンジェリンはわざわざ買い込んで部屋に置いていた。

　上着を脱ぎ、シャルロッテの向かいに腰を下ろした。

　まじまじと見る。帽子はとうに失くしてしまったらしい。白く滑らかな筈の髪の毛はばさばさして枝毛が目立ち、服は薄汚れている。頰や腕にはうっすらと痣や傷も見受けられた。

「……浄罪機関ってなんなの？」

「……異端者や、教皇庁に立てつく者たちを秘密裏に処理する、ルクレシア教皇庁の裏組織です」

「ふうん……なんでそんなのに狙われてるの？」

　シャルロッテは迷っている様子だったが、やがて決心したように身の上話を始めた。

　生まれはルクレシアの枢機卿の家だった事。権力争いに巻き込まれ、アルビノが原因で異端認定された事。両親が身を挺して逃がしてくれた事。それから放浪の事と、ソロモンを復活させようとしている者たちとの出会いと、帝国内で邪教の聖女として遊説していた事、ボルドーでの暗躍、敗れた後の遍歴など。

　アンジェリンは納得したように頷いた。オルフェンでの邪教の活動が静かになったのも、彼女が扇動を止めたからなのだろう。強固な体制を組織していたわけではなく、シャルロッテの見せる『奇跡』と弁舌によって、その場その場で熱病のように人々を熱狂させていただけのようだ。インチキの札の他は教義らしい決まりも組織運営のシステムもない。指導者がいなくなれば瓦解するのも当然である。

　話すうちにシャルロッテはすっかり消沈して俯いた。

「信じてたんです。そうやって信者を増やせば、きっとソロモンがわたしの力になって、ヴィエナ教の腐った聖職者たちをどうにかしてくれるだろうって……けど、心のどこかじゃそんな事あり得ないって思ってたんです。自分たちのしてる事はインチキだって。けど復讐に目が眩んでいたから目を背けていて……」

　シャルロッテはすんすんと鼻をすすった。

「だからボルドーで指輪を失くして、もうやめようって思ったの……ヴィエナ教は嫌いだけど、お父さまもお母さまも復讐じゃ喜ばないだろうって……」

　アンジェリンは目を細め、冷たい視線でシャルロッテを見た。

「それなのに、ボルドーのお父さんをアンデッドにしたの……？」

　シャルロッテは凍り付いた。小刻みに肩が震え、目から涙がぼろぼろと落ちた。

「わ、わたしっ……自分でもなんで、あんな事……ッ！　わ、わかっ──分かん、なくて……ただ、憎くて──何も考えられなくなって……」

　嗚咽して、いよいよ言葉が詰まって出て来ないという様子だった。変に白々しいように思えて、アンジェリンは顔をしかめた。黙っていたビャクが口を開いた。

「……前ボルドー伯を使えと言い出したのはマルタ伯爵だがな」

「……噓くさい。信じられない」

「信じろとは言わねえ。だが事実は事実だ。お前が信じようが信じまいが」

「そう……」

「けど、けど……わたしがあんな事、しなければ……ッ」

　胸を押さえてしゃくり上げるアルビノの少女を前に、アンジェリンは口を真一文字に結んだ。そう簡単に許せる事ではない。自分が同じ状況なら、と想像するだけでひどく辛かった事を思い出す。泣く姿に苛立ちすら覚えるようだ。

　ふと、ベルグリフならどうするだろうと考えた。軽々しく許すように思えないけれど、だからといって軽々しく突っぱねて門を閉ざすような事もしないだろうと思った。まして自分の怒りに任せて刺々しい態度をとるなど想像もできない。

　それに、まだ十歳かそこらの少女に常に理性的な行動を求めて糾弾するのも大人げないように感じる。シャルロッテに感じる怒りは誰の為なのか。自分本位の怒りで相手をいじめていては、お父さんは喜ばない。そう思った。

　アンジェリンは昂りかけた感情を抑えるように目を閉じた。この怒りが間違っているわけではない。しかし少なくとも、シャルロッテたちを裁く権利は自分にはない。ボルドーでヘルベチカに引き合わせるのが筋というものだ。

「……随分怪我してるね」

　アンジェリンは目を開け、手を伸ばしてシャルロッテの頰の痣を指先で撫でた。シャルロッテは痛みかくすぐったさか、少し体をびくりと震わせた。目がすっかり赤くなっていた。

「お札を売った人にも信者になった人にも、お金を返して、間違ってましたって謝って……けど噓つきって罵倒されて殴られて……もっとひどい乱暴もされそうになったけどビャクが助けてくれて……でも浄罪機関に目を付けられたんじゃ、もう……」

　アンジェリンは沸いたお湯で花茶を淹れながら眉をひそめた。

「その話じゃ、協力してた奴らからしても裏切り者。教皇庁から見ても反逆者。どう足搔いても狙われるじゃないか……」

「うう……」

　シャルロッテは顔を両手で覆った。アンジェリンは花茶を彼女の前に置いた。

「飲んで。落ち着くから」

　それからビャクの方を見て言った。

「お前らを野放しにはできないし、聞きたい事だって沢山あるから、どこかで消されても困る。今夜は取りあえず泊まって」

「……そこまで信用していいのか？　寝首をかくかも知れねえぞ？」

「わたしがお前ごときに負けると思ってるのか。いいから大人しくしてろ」

　ビャクは眉をひそめたが何も言わなかった。了承の意と取ったアンジェリンは、テーブル越しにシャルロッテを撫でた。

「せっかくの綺麗な髪が台無し……明日お風呂に連れて行ってあげる」

「え……でも……」

「別にまだ許したわけじゃない。でも、だからこそボルドーに連れて行ってちゃんと謝らせる。いい？　それまではわたしが守ってあげる」

「は、はい！」

　シャルロッテは安心したように少し表情を綻ばせた。その顔はただの無邪気な十歳の少女であった。











三十四　夜になり、翌朝になっても









　夜になり、翌朝になってもグラハムとマルグリットは帰らなかった。空間が捻じれているという事だから、攻略に時間がかかっているのか、それとも別の要因か、ともかく流石にベルグリフも心配になって来た。

「あの二人だからまさかとは思うが……」

「分かりませんぞ。魔王というのが殊の外強力だったのやも……ベル殿！　やはり我らも加勢に！」

　とダンカンは息巻いた。

　確かに気になる。だが、あの二人が敵わない相手だったとして、果たして自分たちが出たところで加勢になるものだろうか。いやしかし、もし深手を負って撤退中なのだとすれば、それを助けに行く事くらいにはなる筈だ。

　単に捻じれた空間が長く、道のりに手間取っているだけならばよし、そうでなくとも何らかの助けにはなるだろう。ベルグリフもダンカンも足を引っ張らない程度に戦える自信はある。いずれにせよ、まったくの無駄足にはなるまい。

「……分かった、行こう。ただし、俺たちだけで魔王に挑むのは無茶だ。状況を見て無暗にかからないでおこう」

「流石はベル殿！　はっはっは！　腕が鳴りますわい！」

　本当に分かっているのだろうか、とベルグリフは苦笑したが、こんな時にもペースを乱さないダンカンに、妙に落ち着く気分になるのも確かだった。

　それぞれに武器を持って森へと向かった。

　今日は朝から雲がかかっていて、足元の影も薄い。森に踏み込み、下位の魔獣を倒しながら奥に進んで行く程に、周囲は妙に白々していて、木々や地面の凹凸がのっぺりと平面のように見えた。それでも暗がりの陰影は濃く、それが嫌に不気味な印象を与えた。

　もう二十年以上も歩いている森にもかかわらず、まったく違う風景に見えた。

　ベルグリフは方位磁石を取り出した。針が暴れている。方角は分かりそうにない。この時期は山に向かって吹き上げる風が殆どであるにもかかわらず、風も不規則に縦横から吹いていた。

　二人は一つの方向に歩いていると思われたが、ある程度進むと同じ場所に戻って来ている事に気付いた。先ほど倒した魔獣の死骸が転がっていたのだ。

「確かに、空間が捻じれているというのは本当みたいだな……」

「ベル殿、道の見当はつきそうですかな？」

　ダンカンが戦斧を担ぎ直しながら、言った。ベルグリフはこつこつと義足で地面を鳴らしながら上を見た。枝の隙間から見える空は真珠色である。影は薄く、どちらから陽が射しているのかも分からない。

「さて、困ったな……俺の知っている森とはだいぶ状況が違う……」

「むう……どうしたものか……」

　ダンカンは戦斧を地面に突いてもたれかかった。ベルグリフはしばらく軽く周囲を見回していたが、やがて確かめるように歩き始める。ダンカンは驚いてその後に続く。

「道がお分かりか？」

「いや、勘だよ」

「か、勘……？」

　不安そうに眉をひそめるダンカンに、ベルグリフは苦笑した。

「意外に馬鹿にできるものじゃないんだ。頭で考える事が無駄な時は、俺たちが本来持っている動物的な本能に頼るのも手だよ」

「ふむう……ベル殿がそう言われるなら……」

　ダンカンは少し納得できていない様子だったが、ベルグリフを信用する事にしたらしい、周囲を警戒しながらついて来た。

　足元の木の根がぐねぐねと這うようにして絡み合っている。苔が絨毯のように広がっている所がある。大きな岩を侵食するように木が伸び、頭上では大小の枝が複雑に絡み合って天井のようになっていた。

「本当に随分様子が違う……」

　ベルグリフは注意深く辺りの地形や吹いて来る風、魔獣の気配や、実際の交戦時に襲って来る方角などを観察していた。経験則と本能から来る勘で歩を進めつつも、周囲の事象に何らかの法則性を見出そうとしていたのである。

　その時、頭上の木の上で強い風が吹いた。ざあざあと音がして、枝が一つの方向に揺れる。

　ベルグリフはハッとして頭上に目をやった。

「そうか……分かった」

　そして歩き始める。ダンカンは困惑したように後を追いながら口を開いた。

「ど、どういう事なのですか、ベル殿？　某には何が何だか……」

「この時期は南風が多いからね。森の奥は北側だ。風の吹く方を目指せば奥に行ける」

「し、しかし風はあちこちから吹いておりますが……」

「森の中では、ね。けど、どうやら上空の風は魔力の影響外にあるみたいだよ。同じ方に向かって吹いている」

　ダンカンは上を見た。微かに見える枝の隙間から、木々の上の方は確かに同じ方向に向かってなびいているように見えた。ダンカンは嘆声を漏らした。

「感嘆いたす……大した観察眼ですな」

「強く吹いたから分かっただけだよ。森の精霊が吹かしてくれたのかもな……」

　ベルグリフは冗談交じりにそう言って笑った。

　行く先が決まった事で歩みが速くなった。時折上を見て風向きを確認しながら奥へと進む。次第に現れる魔獣のランクが上がるように思われた。

　ダンカンが蜘蛛の魔獣の頭を戦斧で叩き割る。

「やれやれ、敵の数が増えて来ましたな……」

「ああ。だがせいぜいがＢランク……この程度にあの二人が後れを取るとは思えないが……」

　ベルグリフは目を細めて周囲を見回した。立ち並ぶ木の密度が増え、そこに蔦や灌木の枝が絡まり、まるで壁面のようになり始めていた。木々の迷宮である。この辺りは本格的にダンジョン化し始めているようだ。

　頭上を見る。枝はいよいよ複雑に絡み合い、隙間も葉が埋めて空は見えない。ベルグリフは嘆息した。

「さて……いよいよ腹をくくらなきゃいけなくなりそうだぞ、ダンカン」

「はっはっは、某は初めから覚悟はしておりますぞ！　いざ参りましょうぞ！」

　ベルグリフは苦笑して振り返った。辿って来た道々、木に目印を付けては来たが果たして役に立つかどうか。

　しかし今更臆しても仕様があるまい。ベルグリフは大きく息を吸って、行き先を見据えた。

「行こう」





○






　ぎりぎり、と木と木が擦れ合う音がしていた。木々が生きているように動き、枝をくねらせ、広場の屋根をドーム状に包んでいる。

「冗談じゃねえ……」

　マルグリットはぎり、と歯を食いしばった。周囲には魔獣の死骸が幾つも転がっている。しかし、そのさらに外側には無数の魔獣がひしめき合い、刺さるような殺気と敵意をマルグリットに向けていた。

　その向こうに子供が一人いた。枝の上に腰かけて足をぶらぶらと揺らしている。黒く長い髪の毛がはたはたと風になびき、黒い瞳は妙な悲しさを湛えてマルグリットを見ていた。

「余裕かましやがって……舐めんじゃねえぞ！」

　マルグリットは細剣を構えて、滑るように駆ける。

　彼女が動いた瞬間に、魔獣たちも押し寄せた。マルグリットは忌ま忌まし気に顔をしかめ、舞うような動きで魔獣を片っ端から斬り裂いた。

　寄せて来るのはそれほどランクの高い魔獣ではない。しかし数が多い分だけ厄介だ。

　マルグリットは相当の実力者のようだがあくまで剣士だ。殲滅戦が得意な魔法使いではない。圧倒的に数の多い相手ではどうしてもジリ貧にならざるを得ないようである。

　それでもマルグリットは少しも衰えを見せぬ動きで魔獣を屠り続けた。どす黒い血が舞い、彼女の白い肌を汚した。恐るべき手並みで剣を振るい、マルグリットは魔獣の攻撃を寄せ付けない。しかし、魔獣は波のように寄せては引き、引いては寄せた。

　枝に腰かける子供は悲し気に目を伏せると、ついとマルグリットの方に指を向けた。

　マルグリットは不意に感じた怖気に飛び退いた。彼女の足元から黒い影がせり上がって、異形の形を成す。かろうじて人型を保ってはいるようだが、揺れるように形を変えた。

　ぎょろり、と影法師の顔に当たる部分に目が現れた。一つ現れたと思ったら、ぼこぼこと音を立てて顔中に幾つもの目が開き、狂気に満ちた視線をマルグリットに向けた。見ていると頭がおかしくなりそうだ。

　マルグリットは凶暴な笑みを浮かべて剣を構えた。

「いいぜ……こうなりゃトコトン付き合ってやるよ！」

　影法師の魔獣がかかって来た。

　マルグリットは吠えるように雄たけびを上げ、剣を振りかざして迎え撃つ。

　その後ろの方で、グラハムが腕を組んでこの光景を眺めていた。広場の外だ。行く手を阻むような枝が格子のように張り巡らされている。剣は抜いておらず、マルグリットに加勢するつもりは微塵もないようだ。ただ冷ややかな視線で、戦うマルグリットを眺め、失望とも諦念ともつかぬため息を漏らした。

「……分からぬのだな」

　マルグリットを追ったグラハムは、かなり早い段階で彼女に追い付いた。彼女は森での動きに慣れたエルフではあったが、ダンジョンの探索には不慣れだった為、グラハムが追い付く事を容易に許す事となった。

　粘り強い説得にも聞く耳を持たぬエルフの姫に、グラハムはとうとう折れた。好きなようにさせてやった。一度身をもって知る事も必要だと思ったのだ。戦いの中で気付くものに期待した。

　しかし、今のところその兆候は見えない。闇雲に剣を振るうばかりだ。

「確かに強い。しかしそれだけでは……」

　グラハムは向こうの枝に腰かける子供を見やった。子供は悲し気な光を目に湛えながらマルグリットを見ている。

　妙な感じだった。その魔力の質は魔王と呼ばれる存在に近い。しかし子供からはわずかに感じるのみだ。ただ、このドーム状の木々に覆われた広場には、その魔力が充満していた。魔獣たちはそれに引き寄せられているようだった。

　グラハムは観察するような視線を向け続けた。

　魔力の大本は子供かも知れない。しかし、その魔力は外に放出されて、この異様な場を形成するに至ったようだ。中心である子供を取り巻いており、その統制下にあるようだが、子供を倒したからといって魔力は消え去らないだろう。むしろ統率者を失って暴走するかも知れない。

　歴戦の勇士であるグラハムにも、これは分からなかった。魔王に類する魔力の質を有しながら、それを身に宿さずに場にのみ影響を及ぼす。しかもそれを自分で統制下に置く事ができる。

「……まるで自分の居場所を作ったかのようだな」

　グラハムは呟いた。マルグリットはその事には気付いていないようだ。子供を魔王だと思い、それを殺せば解決すると思っている。

　だが、自分も若い時は猪突猛進だった。目の前の障害は切り伏せて進めばいいと本気で思っていたのも確かだ。諫める老練の冒険者の言葉も、年寄りの戯言だと耳を貸さなかった。

　それを知っているだけ、グラハムは暗澹とした気分になった。走る若者を止める事はあまりにも難しい。

　その時、背後に気配がした。グラハムは振り返り、驚いた。

「……なんと」

　ベルグリフとダンカンが立っていた。怪訝な顔でグラハムの向こうの木のドームを見ている。

「御両人……なにゆえ？」

「一夜明けましたのでな。何かあったのでは、と」

　ダンカンの言葉に、グラハムは目を細めた。

「……そうか。もうそんなに」

「お分かりにならなかったのですか？　ここでも日が暮れて昇るのは分かりそうなものですが……」

「どうやら、空間が捻じれたせいで時間の進みも違いがあるようだ。ここはまだ日が暮れてもいない」

　ダンカンは驚いたように目を見開いたが、薄々感づいていたベルグリフは疑惑を確かにして頷いた。

「しかし、一体ここは……」

「変容した森の中心部だ。小規模だが、魔力がここで渦を巻いている」

「……マルグリット殿が！」

　ダンカンがドームの中を見て叫んだ。グラハムの方を見る。

「我らも加勢せねば！」

　しかしグラハムは静かに首を振った。

「今はあれにも学びの時なのだ……言って分からねば、体験で思い知らせる他ない」

「し、しかし、相手は魔王ですぞ!?　もしもの事があっては……」

「心配ないよダンカン殿。私が見るに、あれにマルグリットを殺すだけの力はない」

「む、むう……」

　ダンカンは納得いかないように枝の格子を摑み、眼前の戦いを注視した。

　ベルグリフも眉をひそめて見た。

「……あの子供が魔王なのでしょうか？」

「分からぬ。しかし魔力の質は似通っている。得体の知れぬ相手だ」

「……ふむ」

　どうにも分からなかった。ベルグリフの見る限り、あの子供からは邪悪な気配は感じなかったからだ。周囲を取り巻く魔獣はともかく、子供からは殺気も敵意も漏れていない。自分があれと相対した時に、自分は果たして斬る事ができるだろうか。そんな事を思わされる相手だ。

　しかし、マルグリットはそれに気づいていないらしい。とにかく倒すべき相手としてあの子供を見ている。それがグラハムには残念で仕方がないようだ。

　同じように、魔獣と戦う娘を持つ身としてグラハムの気持ちは分かった。成長を促すために荒療治をしなくてはならない思いも理解できる。しかし、どうにも煮え切らない思いがあって、ベルグリフは少しじれったかった。

　三人の見守る中、マルグリットは異形の魔獣を切り伏せ、子供に向かって突進した。子供はついついと指を振る。周囲の暗がりからまた影が這い出し、質量を持ってマルグリットの前に立ちはだかった。

「邪魔なんだよ……ッ！」

　マルグリットは鋭く剣を一閃する。影法師は斬り裂かれて、溶けるように消えた。マルグリットはしなやかな身のこなしで子供の所まで跳躍した。

「くたばれッ！」
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　マルグリットは体を捻じり、細剣を後ろに引いたと思うと、バネがはじけるような勢いで刺突を繰り出した。子供は身じろぎもせずにマルグリット見て、ぽつりと呟いた。

「さび、しい……」

　細剣が子供に到達すると思われた時、がくんとマルグリットの動きが止まった。後ろから引き戻されるような力を感じ、マルグリットが振り返ると、影が触手のようになってマルグリットの足に巻き付いていた。

　ぐん、と引き戻され、マルグリットは受け身を取る暇もなく地面に叩きつけられた。

「か……はッ！」

　肺から空気が押し出され、マルグリットは苦し気に呻いた。久しく覚えのない痛みに、思考が渦巻いた。

　油断？　ここで負けては大叔父上の言う通りになってしまう。冗談じゃない！

「ふっ──ざけんなッ！」

　マルグリットは強引に体を起こし、迫っていた魔獣を斬り払った。足に巻き付く影を力任せに振り払い、再び跳躍しようと膝に力を込める。

　そんなマルグリットを見て、子供はますます悲しそうに目を伏せた。

「こわい……」

　つい、と指が振られる。子供の背後の暗がりから、影が一直線に伸びてマルグリットの腹を思い切り打ち据えた。痛みと頭に血が上っていた事で反応が遅れたマルグリットは、その一撃を無防備なままに受け、背後に吹き飛ばされた。

　それでもよろめきながらも受け身を取り、ふらふらと立ち上がる。口の中で鉄の味がした。

　周囲で様子を窺っていた魔獣たちが、これを好機と見たか一斉に押し寄せて来た。マルグリットは応戦しようとするが、体が思うように動かない。

「ぐ……くそぉ……！」

　剣を構えかけてよろめいたマルグリットを、大きな手が支えた。

　マルグリットは驚いて顔を上げた。ベルグリフが険しい顔をして立っていた。

「……おっさん？　あんた、なんで……」

「話は後です。グラハム殿」

　そう言って、マルグリットを背後に押しやる。そこにはグラハムがいて、マルグリットを引き受けた。ベルグリフは剣を抜いて魔獣に応戦する。

　寄せて来る周囲の魔獣相手に、ダンカンが戦斧を振るって大立ち回りを繰り広げている。それを見て、マルグリットは体を動かした。

「……まだだ！　おれはまだ終わっちゃ……！」

「マルグリット」

　重厚な声に、マルグリットはびくりと体を震わせた。

「お……大叔父上……」

「聞き分けよ」

「……くそ」

　マルグリットは悔しそうに俯いた。

　ベルグリフは魔獣を斬り裂きながら子供の方へと向かった。そして下から見上げるようにして子供の方を見る。子供は相変わらずの悲しそうな目でベルグリフを見返した。ベルグリフはフッと表情を緩めて、剣を鞘に納めた。子供は目をぱちくりさせる。

　ベルグリフは踵を返し、足早にグラハムの所に戻った。

「引きましょう。これ以上は無駄だ」

「……何か分かったのか？」

「あれは本当に子供です。怯えているだけです。こちらが手を出すから自分を守っているだけ、私にはそう見える」

「ふむ……やはりそう見えるか」

　グラハムはマルグリットをひょいと抱き上げた。

「引こう」

「ダンカン！　引くぞ！」

「御意仕った！　殿しんがりは某が！」

　ダンカンを最後尾に、四人はドームから抜け出し、そのまま逃げ出した。子供は不思議そうな顔をしてそれを見送った。

　ドームにざわついていた魔獣たちはいつの間にか姿を消し、木々を揺らす風がざわざわと葉擦れの音を立てるばかりだ。

　子供はぼんやりと視線を泳がし、ぽつりと呟いた。

「……さびしい」











三十五　愛おしさというものが形を持ったとしたら、と









　愛おしさというものが形を持ったとしたら、とローブの男が言った。

「残されたものは果たしてどうなるか」

「ふうん」

　向かいに座った白い服を着た男がにやにやと笑った。

「ソロモンも馬鹿な事をしたもんだね。不死にしたはいいけど、自我の礎が別個に存在するなんてさ。面倒なもんだ」

「ホムンクルスどもはソロモンの下に帰りたがっている。どれもこれも愛おしさの自我が前に出ているからだ。ソロモンは奴らに自らを慕わせた。ゆえに、慕う対象を失ったホムンクルスどもは発狂した」

「で、バアルは」

「愛おしさだけが逃げた」

　ローブの男はテーブルの上に黒い宝石を置いた。

「眠りを解けば憎しみと破壊の自我のみが解き放たれる」

「そりゃいいや。変にソロモンに対する愛おしさがあるよりも扱いやすい兵器になるね」

「制御できれば、だ」

　ローブの男は顔をしかめて宝石を懐にしまった。

　絢爛な部屋だった。高級な調度品があちこちに飾られ、天井から下げられたシャンデリアで魔法の火が燃えている。

　白い服の男は立ち上がって窓辺に歩み寄り、外を見た。夜の灯がそこかしこで揺れていた。

　男は憎々し気に笑い、くるりと振り返った。

「けど、よく短い間にここまで来れたね？」

「カイムの小僧に貸していた力を元に戻しただけだ」

「ああ、空間転移か。ビャクとかいったっけ？　枢機卿の娘に宛がったはいいけど、あれからどう？　扇動は上手くいってるのかい？」

「奴らは裏切った。サミジナも破壊された。復活には時間がかかる。扇動された馬鹿どもも神輿を失って動きが取りづらいようだ。近いうちに完全に失速するだろう」

　ローブの男の言葉に、白い服の男は愉快そうに笑った。

「はは、所詮は失敗作か……で、どうするの？」

「さて、どうするかな。あの小娘も実験には使えん事もないが、それほどうまみはない。尤も、ヴィエナ教の連中も狙っているようだから、こちらが手を下す前に消されるかも知れんが」

「ふふ、あの娘は教皇庁にとっても火種だからねえ。生きていると分かれば消したがるだろうね。浄罪機関はもう動いてるのかい？」

「宗教を利用して取り込んだ貴族や扇動者が次々に消されている。あの小娘を狙うついでに不穏分子を一掃するつもりなのやも知れん」

「やれやれ、目くらましの邪教も役目は終わりか。少し慎重に動かなきゃならなくなるね」

「元よりそのつもりだ。あんな実体のないものをいつまでも当てにはしていられん」

　ローブの男はテーブルのカップからお茶をすすった。

「北部の連中はエルフの跳ねっ返りに潰されたようだ。ベリト、オセ、モラクス、こいつらは破壊されたようだな。復活には時間がかかるだろう」

「ザマァないね。最後に勝つのは僕たちだ」

　愉快そうに笑う白い服の男を見て、ローブの男は顔をしかめた。

「……黒髪の戦乙女という冒険者を知っているか？」

「いや？」

「バアルを倒した奴だ。さらにボルドーの扇動も食い止めた」

「へえ、やるじゃん。それがどうかしたの？」

「二つ名の通り黒髪だ。瞳も黒い」

　それを聞いて、白い服の男は面白そうな顔をして椅子に腰を下ろした。テーブルに肘をついて身を乗り出す。

「染めてるわけじゃなくて？　君の見立てじゃ、どうなの？」

「まだ直接見たわけではないが、可能性は高い。調べてみるつもりだ」

「ふふ、もしも成功作だとしたら、面白い事になるね」

「馬鹿を言うな。完全に成功していたら却って不味い事になる」

「……それもそうか。あーあ、逃げられたのは一番の失敗だったねえ」

「ふん……俺はそろそろ行く。お前もぬかるな」

「当然。で、バアルの愛おしさの方はどうなったの？」

「知った事じゃない。核はこちらにある。魔力が尽きれば勝手にくたばる筈だ」

　ローブの男は手を胸に当てた。その姿が陽炎のように揺らめき、元からいなかったかのように消え去った。





○






　村に戻った時には日が暮れていた。朝に出た筈なのに、とベルグリフたちは時間の流れの差を知って驚いた。一日姿を消していたベルグリフたちを心配して、若者たちが自警団を組織して村の周囲を見回っていたのは、ベルグリフにとって嬉しい成長ではあったのだが。

　戦闘中は興奮状態で動き回れていたマルグリットだったが、グラハムに背負われて体を落ち着けると負傷や疲労によってぐったりと力が抜けてしまったようだった。帰路の最中に眠りに落ち、今は寝床に仰向けに転がって、すうすうと寝息を立てている。

　眠っているその姿は、とても粗野な言葉を吐き、剣を持って暴れまわるようには見えない。

　その様子を横目に見ながらグラハムは嘆息した。

「困った娘だ……しかしこれで少しは思い知ってくれればいいのだが」

「……お察ししますよ、グラハム殿」

　ベルグリフは小さく微笑んで、お茶のお代わりを淹れた。

　ダンカンが腕組みをしてベルグリフを見る。

「しかし、驚きましたぞ。マルグリット殿が吹き飛ばされた瞬間のベル殿の脱兎の如き動き！　ついさっきまで某の隣にいたと思っていたのに、すぐにあの方の下へと行かれましたからな！」

「夢中だったんだよ……出過ぎた真似をした」

「いや、そんな事はない。貴殿のおかげであれも重傷を負わずに済んだ」

　グラハムはマルグリットを見て目を伏せた。

「私はどうにも弟子を育てるのが下手なようでな。マルグリットには剣こそ叩き込んだが、その結果がこれだ……我が子のように厳しく扱ったつもりだったのだがな……」

　グラハムはぽつりぽつりと昔話を始めた。

　マルグリットはあまり父親からの寵愛を受けて育ったわけではないらしい。

　父である西の森の王オベロンは、エルフの一氏族の長という役目を負っている。ゆえに彼女一人にかまけてはおれず、世話は殆どが母親や乳母が請け負っていたようだ。

　その頃グラハムはエルフ領の西の森で隠居に近い生活をしていた。長い冒険生活で妻も子もおらず、さらにエルフとしての生き方を放棄して外の世界に出た事で、戻って来たばかりの頃は風当たりも強かったようだ。

　しかし、彼が魔王を始めとした高位ランクの魔獣を討伐した事はエルフにとっても英雄的な行為である。少しずつエルフ領でも認められ、彼を慕って訪れる若いエルフたちも増えた。

「オベロンも私を叔父として慕ってくれた。あまり表立ってではなかったが、外の世界の視点を持っている私に、彼は幾度となく意見を求めに来てくれたよ」

「成る程……」

「その縁故もあって、マルグリットに会う事も多くなった。あれは外の世界に興味を持ち、私の旅の話を聞きたがった」

　マルグリットはどうしてもエルフ的な静かな生活に馴染めなかったようである。彼女は人一倍好奇心が旺盛で、グラハムの旅の話や、魔獣との戦いの話を聞く度に目を輝かせ、次から次へと色々な話をせがんだ。

「マルグリットは、私が『グラハム』として名を高めている事をひどく羨んだ」

「認めて欲しかった、という事なのでしょうか？」

　ベルグリフは言った。グラハムは頷いた。

「エルフは個としての自分をさほど重視しない。自我というくびきから解放され、より自然と一体化する事により、精神の安寧と調和を図るのだ。だが、マルグリットは違った。マルグリットという個人として認めて欲しかったのだろう……私の話が拍車をかけたのは確かだ」

「しかし、それは年頃の若者ならば誰しもが思う事ではございませぬか？　某も若い頃はそれを夢見て故郷を飛び出したものですが……」

「そこがエルフと人間の違いなのだよ、ダンカン殿。私にしてもマルグリットにしても、エルフという種族の常識からすれば異端者なのだ」

　彼女もそうだったのだろうか、とベルグリフは記憶に残るエルフの少女の事を思った。

　ともあれ、そういった紆余曲折があり、グラハムはマルグリットに剣を教えた。

　エルフとて戦いを忌み嫌うわけではない。エルフ領にも魔獣は発生するし、肉を得る為に狩りもする。武器の扱いに習熟する事はエルフとしても好ましい事のようだ。

　マルグリットはすさまじい勢いで上達した。王族の血を引くゆえにより強い魔力を擁する彼女は、グラハムから体内の魔力の操作の仕方を教わると、それを瞬く間にものにし、いくつもの剣の型を次々と体得して、それらを自己流に組み直して磨き上げた。

　その才能ゆえに、彼女は以前よりもより強くグラハムの歩んだ道に憧憬を覚えた。

　そして、とうとうある日、剣を片手に飛び出して行ってしまったのである。

「エルフは去る者には冷淡だ。氏族の調和を乱す存在だからな。オベロンも王妃のタイタニアも、氏族を治める者としてそのような態度を取らざるを得なかった」

「ゆえに、グラハム殿にマルグリット殿の事を託された、と」

「オベロンは元々忙しい身でな。下手をすれば私の方がマルグリットといた時間は長いかも知れん……」

　グラハムは嘆息した。

「森を出たエルフというのは孤独な存在だ。どうしても特異な目で見られるし、畏れられる事も多い。だからといって森に戻っても同胞が再び受け入れてくれるまでは時間がかかる。私は身を以てそれを知っているからこそ、あれを止めたかったのだよ」

「……それが余計なお世話なんだよ、大叔父上」

　三人は声のした方を見た。マルグリットが上体を起こして気だるげに頭を搔いていた。

「起きたか……調子はどうだ？」

「……満足かよ、大叔父上。思った通りの結果になってよ」

　マルグリットは鋭い視線でグラハムを睨み付けた。グラハムは眉をひそめて見返す。

「どうして、そうひねくれた見方しかできんのだ……？　私は決してお前を全否定していない。しかし思慮を欠いた行動は自らを追い込むだけだ」

「御高説はもういい……」

　マルグリットは立ち上がろうとして、怪我の痛みに顔をしかめ、膝を突いた。

　ダンカンが慌てて駆け寄る。

「いけませんぞ、まだ傷も治っておりませんのに！」

「触るんじゃねえ！」

　マルグリットは獣のように唸りダンカンの手を振り払った。そしてベルグリフの方を見て自虐的な笑みを浮かべる。

「どうせ、おっさんたちも笑ってたんだろ？　馬鹿な小娘一人、無謀に突っ込んで無様にやられるのをよ！　さぞいい見世物だったろうな!!」

「マルグリット!!」

　グラハムが憤怒の表情で立ち上がった。

「いい加減にせよ！　ダンカン殿もベルグリフ殿もお前を心配して来てくれたのだ！　それをお前という者は……ッ！　そのように他人を寄せ付けずにいて、一体誰がお前を認めてくれるというのだ！　誰が褒めてくれるというのだ！　言ってみろ!!」

　マルグリットはぐっと唇を嚙んで押し黙った。そうしてふらふらと立ち上がり、おぼつかない足取りで、しかし足早に家を出て行った。ダンカンが慌てて後を追おうと足を動かす。

「マルグリット殿！」

「放っておけ、ダンカン殿！　つくづく馬鹿な娘だ……愛想が尽きたわ！」

　グラハムは腕を組んで乱暴に椅子に腰を下ろした。物静かな姿しか見せていなかった彼が明らかな怒りをあらわにしている様子に、ダンカンも口をつぐんで足を止めた。

　しかし、ベルグリフは立ち上がって扉へ向かう。グラハムは顔をしかめた。

「ベルグリフ殿、追わなくていい」

「そうはいきませんよ。グラハム殿、私も娘がいる身、貴殿の気持ちはよく分かります……その怒りが自分自身にも向いている事も」

「……しかし」

「近い関係性だからこそ意地を張り合う事もあるものです。出しゃばって申し訳ないが、ここは私が行きましょう。任せてはいただけますまいか」

「……かたじけない。貴殿には世話になってばかりだ……」

　グラハムは深々と頭を下げた。ベルグリフはにっこり笑って家を出た。

　昼間に空を覆っていた雲は晴れて、星空が広がっている。月は出ていないが、その分星々の輝きが勢いを増しているようだ。

　庭先に影が一つあった。体が痛むせいか、マルグリットは遠くまでは行っていなかった。庭先の柵にもたれて、深く息を吐きながらジッと少し先の地面を見つめている。

　ベルグリフがゆっくりと近づくと、マルグリットは顔も向けずに言った。

「何だよ、おっさん。同情なんか要らねえぞ」

「はは、そういうわけではありませんよ。少し話をしようと思いましてな」

　ベルグリフはマルグリットの横に立ち、同じように柵にもたれかかった。マルグリットは口を尖らしてそっぽを向いた。

「ふん……話す事なんかねえよ」

「さて、そうでしょうか？　私も剣士の端くれ、貴女の剣の冴えは尊敬に値しますよ。細剣にもかかわらず長剣にも劣らぬ斬撃の鋭さ。さぞ剣との感応が高いのでしょう」

　マルグリットはピクリと眉を動かし、戸惑ったように口をもぐもぐさせた。

「ま、まあな……」

「普段はどのような鍛錬を？」

「そりゃ……素振りだろ？　あとは型をなぞって動く、魔力の流れを意識して瞑想、それから目的に応じて刺突とか斬撃とかの訓練だよ。別に特別な事はやってねえ」

「成る程……確かに複数の型が合わさったような独特の動きをされていましたな。よくぞ練り上げられたものです。感服します」

「そ、そうか……？　へへ……」

　と笑いかけて、ハッとしたように口をへの字に結んだ。ベルグリフはくつくつと笑った。

「私には娘がおります。今は南の都で冒険者をやっていましてね、親馬鹿ながら、剣の才能に溢れているのですよ」

「ふうん……おれとどっちが強い？」

「さて、それは分かりませんな。私の娘も中々の腕前ですし、魔王討伐の経験もあるようですから……」

「……なあ、おっさん」

「なんですか？」

「おれ、まだ十八だぜ？　敬語止めろよ、気持ち悪ぃ。おれは森の外でもお姫様気取るつもりはねえんだ」

　ベルグリフは苦笑した。

「そうか。なら、そうさせてもらおうかな」

「ん……で、あんたの娘ってのは魔王をどれだけ倒したんだ？」

「一体かな」

　マルグリットは勝ち誇ったように笑った。

「おれは三体だ。おれの方が強いみたいだな」

「はは、そうかも知れないな……実際戦ったらどっちが強いか、確かに俺にも分からない」

「おれが勝つに決まってるさ。大叔父上から剣を教わってるんだからな。おっさんの娘ってのは誰から剣を教わったんだ？」

　ベルグリフは困ったように笑い、顎鬚を撫でた。

「俺だよ。師匠の格じゃ確かにそっちが断然上だな」

「あっはっはっは！　おっさん、そんなに強いのかぁ？」

　マルグリットは可笑しそうに笑った。しかし笑うと傷が痛むのか、笑いながらも眉根に皺が寄った。ベルグリフは苦笑しながら背中をさすってやる。

「強くないさ。俺の場合は娘の才能がずば抜けてたんだ」

「なんだよ、おれに才能がないような言い方しやがって」

「おいおい、捻くれた見方しないでくれよ。君は間違いなく才能の塊だと思うよ。師匠がグラハム殿じゃなくたって、今くらい強くなっていたんじゃないかな」

　そう言うと、マルグリットは顔をしかめた。

「違うね。確かにおれは天才だけど、大叔父上が師匠だったからもっと強くなったんだ。おっさんの娘ってのも大叔父上に教わってればもっと強いぜ」

「成る程…………ふふ、随分グラハム殿を信頼しているみたいだね」

「……ッ！」

　はめられた！　とでもいうようにマルグリットは頰を真っ赤に染めてそっぽを向いた。

　マルグリットは決して愚か者ではない、とベルグリフは感じていた。しかし、若さというものは厄介で、そこから来る無根拠で不思議な自信は、時として力になり、時として足かせになる。一度張り始めた小さな意地が、転々とするうちに雪だるまのように大きくなって引き返せなくなる事も多い。

　ベルグリフにも覚えがあった。

　足を失った時、大丈夫だと仲間に意地を張った。冒険者を続け、戦闘のない雑用のような仕事ばかりして、それでも笑っていた。自尊心は傷ついていたにもかかわらず、弱さを露呈する事が嫌だった。結局、それが苦しくなって、逃げるようにトルネラに帰ってしまった。誰にも何も告げなかった。以来、昔の仲間とは互いに消息が知れない。弱さを隠し、意地を張り続けた結果だ。

　ベルグリフは素知らぬ顔で星を見上げた。

「俺は君を否定するつもりはないよ。君の気持ちはよく分かってる」

「ふん……口じゃ何とでも言えらあ」

「口だけじゃないさ。俺も昔は冒険者だった。夢と希望があって、自信があって、理想の未来をつかみ取る事を疑ってなかった」

「……で、どうなったんだよ」

「この有様さ」

　ベルグリフは右の義足で柵をこんこんと蹴った。マルグリットはそれを見て怪訝そうな顔をした。

「足、それでないのか……」

「ああ……だから冒険者なんて目指すのは止めろ、なんて言うつもりはないよ。けどね、こうやって失敗した俺や、グラハム殿やダンカンの話に耳を傾けるのだって無駄じゃないと思うよ。君はグラハム殿の旅の話が好きだったんだろう？」

「……うん」

　ベルグリフはにっこり笑ってぽんとマルグリットの肩を優しく叩いた。

「お腹空いただろう？　家に戻らないかい？」

「……分かった」

　ベルグリフはふらつくマルグリットを支えながら家に戻った。

　家に入ったマルグリットは、おずおずとした顔でそっとグラハムの様子を窺った。グラハムは険しい顔をして椅子に腰を下ろしていたが、マルグリットを見ると、少し申し訳なさそうに目を伏せた。

「マリー……少し言い過ぎた。すまぬ」

「う……うん、おれも……ごめんなさい」

　久しく呼ばれていないらしい愛称に、マルグリットは頰を染めた。
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　どちらも不器用だな、とベルグリフは微笑んだ。ダンカンは安堵のため息を漏らし、それから豪快に笑った。

「マルグリット殿！　怪我が癒えたら是非とも立ち合いを所望いたす！」

「お、おう！　まあ、おっさんには負けねえけどな！」

「はっはっは！　某とて易々とは負けませんぞ！」

　ベルグリフは鍋を火にかけながら、森の奥の子供の事を考えた。あれはただ倒せばいい相手ではなさそうだ。何か別の解決方法があるだろうか。

「……話が通じるなら、な」

「む？　いかがしました、ベル殿？」

「いや……何でもないよ、ダンカン。芋を持って来てくれるかい？」

「おお、了解いたしましたぞ」

　ベルグリフはちらとグラハムの方を見た。グラハムは穏やかな表情で小さく会釈した。感謝の念がありありと込められていた。











三十六　目を覚ますと、何だかさらさらした抱き心地の









　目を覚ますと、何だかさらさらした抱き心地のものが腕の中にあった。アンジェリンが怪訝な顔をして見ると、白い髪の毛が見える。小さな少女を抱きかかえているようだ。

「……そうだ。寝床が一個だけだったから」

　アンジェリンが身をよじると、腕の中のシャルロッテはもぞもぞと動いて、アンジェリンに抱き付いた。胸元にぐりぐりと顔を押し付けて来る。

「ふみゅ……おかあさま……」

「むう……わたしにはそこまで母性はないぞ……」

　寝転がったまま、部屋の中にぐるりと視線を巡らす。ソファにはビャクが座って腕を組み、深く頭をもたれていた。寝ているらしい。

　ベッドに立てかけておいた剣がある事を確認して、アンジェリンはシャルロッテを抱き直した。柔らかい。

「これはいい抱き枕……でもお風呂に入れなきゃ」

　汚れているせいか少し臭う。本当はもっといい匂いがする筈だ。

　アンジェリンはしばらくシャルロッテの抱き心地を堪能していたが、窓の向こうが既に明るいのを見とめて、シャルロッテの頰をむにっとつまんだ。シャルロッテはむにゃむにゃ言いながらうっすらと目を開けた。

「ふにゃ……にゃんらの……」

　と言いかけて、アンジェリンが目に入り、色々と思い出したらしい、慌てて跳ねるように起き、寝床から飛び出した。

「おっ、おはようございます！　あ、あの、久しぶりにまともな寝床だったから、あの、その……」

「そんなに怖がらないでよ……別に取って食いやしない」

「あ、あう……」

「ひとまず朝ご飯……おい、起きろ」

　アンジェリンはソファに腰かけるビャクの足を蹴った。ビャクは頭をもたれたまま答えた。

「……起きてる。なんだ？」

「お手伝い。皿を並べる」

　ビャクは面倒臭そうに立ち上がり、棚から皿を出した。シャルロッテはもじもじしながら上目遣いにアンジェリンを見た。

「その、アンジェリンさま……わたしはどうしたら……」

「顔洗っておいで。そしたらわたしのお手伝い」

　シャルロッテは慌てて流しに行ってぱしゃぱしゃと顔を洗った。タオルで顔を拭い、アンジェリンの方を見る。

「洗いました！」

「ん。こっちおいで」

　アンジェリンはシャルロッテの髪の毛を束ねてやると、葉野菜を千切るように言って、自分は焰石の焜炉にフライパンを載せて熱し、そこにベーコンと卵を落とした。じゅうじゅうと音がして、香ばしい匂いが漂う。シャルロッテはごくりと喉を鳴らした。

　買い置きのパンを温め直し、サラダとベーコンエッグの朝食である。ビャクは相変わらずの無表情でもそもそ食べているが、シャルロッテなどは食べながらぽろぽろ涙をこぼした。

　アンジェリンは少し呆れながら花茶をすすった。

「大げさ……そんなにおいしい？」

「はいぃ……だって、あったかいご飯、久しぶりで……」

　あれだけ鞄にお金があったのに、ちっとも使わなかったのか、とアンジェリンはシャルロッテの気持ちを少し見直した。身なりの様子といい、少なくとも本気で反省はしているようだ。

　けれど、人死にまで出すほどの事をやったのだ。どれだけの事が贖罪として適正なのだかアンジェリンには分からないが、少なくともボルドー家の人々にはきちんと謝らせないといけないだろう。その上で向こうが何を求めるか、それは分からない。だが、それがけじめというものだ。

「まあ、まだボルドーには行かないけど……」

　準備が必要だ。不用意に動いてはまたボルドーの人たちを巻き込む可能性がある。

　いや待てしばし。確かビャクは空間転移の魔法を使えた筈ではなかったか。

「ねえ」

「……なんだ？」

「お前、確か空間転移できたよね？　あれってどこまで行けるの？」

　ビャクは眉をひそめた。

「記憶にある場所なら行けたが……もう無理だ。取られたからな」

「……取られた？」

「あの魔法は借り物だ。連中から離反しちまったから、取られた」

　アンジェリンは顔をしかめた。魔法の貸し借りなど聞いた事がない。しかしこの状況でビャクがわざわざ噓を言うとも思えない。

「立体魔法陣は使えたじゃない」

「あれは俺が自分で習得したものだ。空間転移は借り物だ」

「……貸し借りなんてできるんだ」

「そういう連中なんだよ」

　ビャクは花茶をすすった。アンジェリンは落胆した。ビャクがあれを使えればトルネラに帰るのも楽だったというのに。

「役に立たない奴だな……」

「……悪かったな」

　ともあれ、そういう事ではやはりまだボルドーには行けない。敵の出方を窺いつつ、準備を整えなくては。

　少なくとも、ボルドーへの旅の途上で襲撃されるよりも、オルフェンの方が味方も多いから安心だ。それに秋口にマリアやユーリを連れて行けるならば安全度は遥かに上がるし、ベルグリフの婚活も同時にできる。

「一石二鳥……」

　アンジェリンは一人で頷いてパンをかじった。

　朝食を終え、さてどうしようかと思う。

　いつもはギルドに行ってアネッサとミリアムと待ち合わし、やれる仕事があるかどうか確認する。あれば赴き、なければ休みだ。一人でのんびりするか、三人で遊びに行くか、それはその時決める。

　どちらにしても一度ギルドに行かなくてはなるまい。上手く話が通れば、シャルロッテたちの保護がもっと厚くなるかも知れない。

　魔王を復活させようとしている連中と、ヴィエナ教の浄罪機関。どちらかひとつだけならばアンジェリンも対策しやすいが、別個の組織が別々に狙っているとなると、流石に骨が折れる。もしギルドが助けてくれなくとも、アネッサやミリアムが協力してくれるだけで随分楽になるだろう。

　食器を片付け、服を着替えて剣を腰に差した。シャルロッテはアンジェリンの様子を窺っている。

「あの、わたしたちはどうしたら……」

「一緒においで。ギルドに行くから」

　それを聞いてビャクが顔をしかめた。

「おススメしねえな」

「なんで」

「俺たちは一度ここのギルドマスターとやり合ってるんでね」

　アンジェリンは嘆息した。

「面倒な事ばっかりして……」

「あう……ごめんなさい……」

　シャルロッテが俯く。アンジェリンはぽんぽんと頭を優しく叩いてやった。

「まあ、平気。オルフェンのギルドはわたしには頭が上がらないから……」

「……お前は本当に何者なんだよ」

　呆れたようなビャクの問いに、アンジェリンはフッと笑った。

「Ｓランク冒険者だ。お前より正体ははっきりしてるぞ……ま、その話は後でゆっくり聞く」

　アンジェリンはシャルロッテを促して部屋を出た。ビャクはのっそりした足取りでその後に続く。

　刷毛で塗ったような薄雲がかかっているが、良いお天気である。それでも隣を歩くシャルロッテは、少しびくびくした様子で歩いていた。いつ何処から襲われるか分からない、といった様子である。

　アンジェリンはやれやれと頭を振って、シャルロッテの手をぎゅうと握った。シャルロッテは驚いたようにアンジェリンを見上げた。

「大丈夫。わたしが付いてる」

「……！　はい！」

　シャルロッテは嬉しそうにアンジェリンの手を握り返した。こういうのも悪くないな、とアンジェリンは思った。まるで妹でもできたみたいだ。

　妹。中々甘美な響きである。母親とはまた違った魅力がある。保護される側ではなく、甘やかす快感というやつか。

　アンジェリンはシャルロッテをじっと見た。

「……シャルって呼んでいい？」

「えっ、あっ、はい！」

「……わたしの事はお姉ちゃんと呼ぶがよい」

　シャルロッテはおずおずと上目遣いでアンジェリンを見上げた。

「えっと……お、お姉ちゃん……？」

「……うむ」

　良い。

　アンジェリンは妙な満足感を覚えながら、軽い足取りでギルドへと向かった。ビャクは呆れたように眉をひそめながら黙ってついて行く。

　不意にアンジェリンは振り返った。

「お前は何歳なの？」

「……は？」

「何歳なの？」

「……十五、だったか……それがどうした」

　アンジェリンはにやにやと笑った。

「お前もお姉ちゃんって呼んでいいぞ？」

　ビャクは苦虫をかみつぶしたような顔をした。

「冗談じゃねえ……」

「ふふ、照れちゃって……」

「照れてねえ！」

　ビャクは怒ったように怒鳴った。アンジェリンはいたずら気に笑いながら早足になった。シャルロッテもくすくす笑いながらアンジェリンの歩調に合わせる。ビャクは苦々し気に顔をしかめ、それでも二人に遅れないように足を速めた。

　ギルドは相変わらずの賑わいである。秋を前にした交易の盛り上がりがあって、それに伴う護衛依頼が多いようだ。よそから護衛でやって来て、別の護衛の依頼で旅をする放浪の冒険者の姿が多く見られた。

　受付に行くと、アネッサとミリアムが既に来ていて、ユーリと何か話していた。アンジェリンが呼びかけると、二人はこちらを向いた。

「おはよ、アンジェ。今日は探索依頼のいいのが……」

　言いかけて、アネッサは怪訝そうに目を細めた。

「どうしたんだ、その子」

「妹」

「……え!?」

「というのは噓」

「おまっ……！」

　口をぱくぱくさせるアネッサの横でミリアムがくすくす笑った。それからシャルロッテをまじまじと見る。

「んー、どっかで見た事ある気がするけど……どこだったっけ？」

「……あ！　ボルドーで！」

　アネッサが思い出したようにシャルロッテを見据えた。シャルロッテはびくりと怯えたように身を縮こませた。アンジェリンは口を尖らせた。

「あんまし脅かさないで……」

「けど、確かマルタ伯爵と一緒にボルドーを混乱させた主犯だろう？　なんでこんな所に……」

「それについては色々と話があるの。ユーリさん」

「なあに？」

「ギルドマスター、いる？」

「うん、いるわよぉ？　いつも通りふらふらしてるけどね」

　ユーリはカウンターの腰扉を開けてアンジェリンたちを招き入れた。アネッサとミリアムも首を傾げながら一緒に行く。

　カウンター後ろの扉に入って、廊下を少し進んだ先にギルドマスターの部屋がある。前はライオネルの私室のような状態で、ベッドに執務机、接客用のソファとテーブルくらいしかなかったが、現在は書類で溢れかえっている。前ギルドマスターが増築して無駄に広くなっている為、今は話し合いにもよく使われるのだ。

　部屋に入ると執務机でライオネルがぐたっとしながら書類を見ており、脇に置かれた椅子にドルトスが腰かけて同じように書類に目を通している。ソファにはチェボルグが腰を下ろし、しかし彼は事務仕事が嫌いらしい、何をするわけでもなく、頭の後ろで手を組んで背もたれに深く体重をかけていた。大柄な彼が寄り掛かっているから、ソファはぎいぎいと悲鳴を上げた。

「おはよう」

　アンジェリンが声をかけると、ライオネルたちは顔を上げた。チェボルグが愉快そうに笑う。

「がっはっはっは！　なんだ珍しいじゃねえかよアンジェ！」

「マッスル将軍、おひさ……元気そう」

「俺が元気じゃないわけないじゃないの！　元気過ぎてよ！　暇なんだよな！」

　ドルトスがうんざりした様子で立ち上がり、チェボルグを小突いた。

「チェボルグ、やかましいぞ……アンジェ、何かあったのであるか？」

「うん。相談事……」

「というか絶対面倒事だよねアンジェさん？　その子たち、おじさんめっちゃ見覚えあるんだけど……」

　ライオネルはあからさまに面倒臭そうに顔をしかめ、シャルロッテとビャクを見て嘆息した。シャルロッテもライオネルとチェボルグの事は覚えているらしい、怯えた様子で、それでも小さく頭を下げた。

「その節は……あの、ご迷惑を……」

　チェボルグが嬉しそうに立ち上がった。

「あの時の悪ガキどもじゃねえの！　がっはっはっは！　今度は油断しねえぞ!!　かかって来いっつーの！」

「ひい」

　大柄なチェボルグの威圧感に、シャルロッテは慌ててアンジェリンの後ろに隠れた。アンジェリンはやれやれと首を振った。

「マッスル将軍……違うから」

「えっ!?　何!?　アンジェ、何か言ったかよ!?」

「お主は黙って座っておれ。事情は分からぬが、話をしに来たのであるな？」

「うん……エドさんとギルさんは？」

「あいつらにはちょっと交渉事に行ってもらってるよ……ふ、ふふ……少しは俺のストレスを知れってんだ……」

　ライオネルは病的な笑みを浮かべた。

　山積みの書類を除けてスペースを作り、一行は接客机の周りに固まった。椅子の数があまりないから、女の子たちはソファにぎゅうぎゅうに詰まった。ビャクは座らずに壁にもたれている。

　ライオネルは決意したように深呼吸してアンジェリンを見た。

「で、どんな話なの？」

「……この子たちは狙われている」

「な、なんだってー！　……どういう事？」

　アンジェリンはシャルロッテやビャクの言も交えつつ、事の顚末を語った。魔王を復活させ、利用しようとしている者たちの存在、ヴィエナ教の暗部たる浄罪機関、そこから推測される陰謀。

「少なくとも、みすみすこの子を殺させるのはわたしたちにもマイナスにしかならないと思う……」

「ふむ……」

　ドルトスが口髭を撫でた。

「ルクレシアの政変の事は吾輩も聞き及んでおる。ともなれば、バルムンク卿の娘というのがお主か」

「……はい」

　久しぶりに聞いた父の名に、シャルロッテは思わず涙ぐんだ。ライオネルはいつになく真面目な顔をして腕を組んだ。

「つまり、今の教皇庁の人たちは、シャルロッテちゃんを神輿に担ぎ上げる連中を危惧しているわけだな。大っぴらにはなってないけど、あの政変は後で審問の杜撰さが指摘されてるからなあ……バルムンク卿の娘さんを担げば大義名分は立つか。現勢力に反目する連中からすれば、喉から手が出る程欲しい人材だね……」

「がっはっは！　それで先に消しちまおうって魂胆かよ！　詰まらねえ連中じゃねえの!!」

「異端者狩りの名目があれば浄罪機関も動かせるというわけであるな」

「うん……現にシャルは邪教の扇動者になってたわけだし、狙いやすいと思う」

「それだけじゃないだろう。情報が洩れている以上、多分、シャルロッテを抱き込もうとする連中も水面下で動く筈だと思うぞ」

　アネッサが言った。ドルトスが頷き、髭を撫でた。

「しかし、そういった連中が信用できるものかも分からぬな。傀儡として利用するだけとしか思えぬわ」

　アンジェリンはシャルロッテを見た。

「ルクレシアで信用できる人はいるの……？」

　シャルロッテは首を振った。あの時味方してくれた人たちは殆どが失権するか異端者として処罰されてしまった筈だ。身を挺してシャルロッテを助けてくれるような者がいるとは思えない。

　ライオネルは嘆息した。

「浄罪機関か……噂には聞いた事あるけど、本当にあるなんてなあ……教皇庁と揉め事にならなきゃいいけど……」

「裏組織ならあまり表ざたにはしたがらないでしょうから、そこまであからさまな圧力はかからないと思いますよ」

　アネッサの言葉にライオネルは頭を搔いた。

「だといいけど、権力のある連中は時にアクロバティックな事をやってくれるからね……魔王を復活させようって連中の考えは分からないけど……少なくとも放っておいてくれるような相手じゃなさそうだね。参ったなあ……あの邪教とその連中は同じなの？」

　シャルロッテは首を横に振った。

「よく分からなくて……ともかく、悪の枢軸であるヴィエナ教を倒そうって。けど、わたしに声をかけた人とはそれからずっと会ってないし、話も……」

「ふむ……国家転覆を目指しているのか、どこかの国や貴族の野望か……いずれにしても碌なものではなさそうであるな」

「がっはははは！　けど話に聞く限りじゃ中々の使い手だな！　相手し甲斐がありそうじゃねえの！　面白れえ！」

「けどさー、それってお互いに敵対してるよね？」

　ミリアムが言った。アネッサが頷く。

「そうだな。それが救いと言えば救いだ」

「だが潰し合いは期待しない方がよかろう。少なくとも、シャルロッテを擁したいと思っている者たち以外は、シャルロッテが死ねば目的は達せられるのであるからな」

「そこですねえ。でも相手の事が多少なりとも分かるのはありがたいなあ。前の魔王騒ぎみたいなのは、おじさん勘弁だよ……」

　話し合う大人たちを前に、シャルロッテは少し困惑したようにおずおずと口を開いた。

「あの……た、助けてもらえるんですか？　わたし、その、いっぱい悪い事したし……」

　チェボルグが豪快に笑った。

「がっはっはっは！　ガキは余計な心配しねえでいいんだよ！　大人しくしてれば大丈夫だっつーの！」

「けど、人が死んだりもしたし……わたし、きっと死刑になるんだって怖くて……そうじゃなきゃ許してもらえないんじゃないかって……」

　アンジェリンは顔をしかめて、シャルロッテの顔を両手で持って自分に向けさせた。黒い瞳でその顔を真っ直ぐに見据える。

「……死にたいの？」

　シャルロッテは目を見開いてぶんぶんと首を横に振る。

「それなら軽々しく死刑とか言わない……あなたが死んだって、やった事がなくなるわけじゃないんだから」

「あう……」

「悪い事をしたって分かっているならひとまずよし。贖罪の方法は後でちゃんと考える。だから今、わけの分からない連中に殺されたり連れ去られたりしたら困るの……分かった？」

「はい……」

　シャルロッテはくっと口を結んで頷いた。今は守ってもらえる以上、その後にどんな贖罪の方法を求められても、それをしなくてはならない、と覚悟を決めたようだった。アンジェリンはにんまりと笑った。

「まあ、お姉ちゃんがいる限り心配ない……」

　シャルロッテは泣きそうな顔で笑った。

　ともかく、オルフェンのギルドの主だったメンバーたちがシャルロッテを守ると決めてくれたので、アンジェリンはホッとした。ギルドが教皇庁と敵対する事を懸念して、慎重になる可能性も少しは考慮したが、やはり気の良い連中ばかりである、助ける以外の選択肢がないような振る舞いであった。

　オルフェンのギルドは大きいから、そこの冒険者全員が味方になるとは限らない。しかし、ギルドマスターを始めとした元Ｓランクの冒険者たちが力になってくれるのは心強い。これだけであとは内密にしておいてもいいくらいだ。

　そういうわけで上手く協力を取り付けたアンジェリンは、シャルロッテとビャク、それにアネッサとミリアムも伴ってギルドを出た。今日は仕事は休みにして、二人の生活の道具をそろえる予定である。

「まずはお風呂。二人ともちょっと汚い……」

「むう、さっきから臭うのはそれかー。女の子は綺麗にしておかなくちゃだめだよー」

　獣人ゆえに嗅覚が鋭いらしいミリアムは、シャルロッテの臭いに顔をしかめ、くしゃくしゃと髪の毛を揉んだ。アネッサは少し片付かない顔をして嘆息した。

「やれやれ……妙な事になっちゃったな」

　それでも、アネッサ個人としては、シャルロッテに悪い気はしていないらしい、ミリアムと両側から挟むようにして、片側の手を握ってやって一緒に歩いている。シャルロッテも嬉しそうだ。

　一方のビャクは、一向に喋らないまま静かに後ろからついて来ていた。先の話し合いの時も、背後の組織に関して少し情報を喋ったくらいで、ずっと寡黙だった。

　アンジェリンは少し歩みを緩めて、ビャクの横に並んだ。

「……お前には色々まだ聞きたい事がある」

「……さっき聞けば良かったじゃねえか」

　アンジェリンはフッと笑った。

「お前とシャルは違うでしょ？　ただの人間のシャルはともかく、お前はあんまり正体を明かしちゃまずいかもと思ったから……」

「フン……ただの脳筋かと思ってたが、そうでもねえみたいだな」

「当たり前だろ。わたしは〝赤鬼〟ベルグリフの娘だぞ。剣の腕だけでＳランクになったわけじゃないんだ」

「娘、ねえ……」ビャクは忌ま忌まし気に顔をしかめた。「お前はお気楽でいいな」

「逆にお前はなんでそんなに深刻なの？　若さからくる矮小な厭世観だとしたら、数年後に不意に思い出して悶絶する羽目になるから気を付けろってお父さんが言ってた……」

「お前の親父はなんなんだよ……」

　ビャクは嘆息して、しばらく黙っていたが、やがて口を開いた。

「俺の中には魔王が巣くってる。カイムって魔王だ……」

「ふうん」

　薄々感づいてはいたが、やはりそうか、とアンジェリンは思った。前にビャクと戦った時、変容した彼から感じた魔力はそれに近いものだったからだ。

「けど、オルフェンで戦った魔王とはちょっと違う感じだったけど……」

「魔王ってのは元々ソロモンが作ったホムンクルスだ。不死で、高い魔力と戦闘力を有しているが、主を失って狂気に満ちてる」

「それはさっき聞いた……そのホムンクルスが、どうしてお前の中にいるの？」

「……ホムンクルスを人間の子供として産ませる実験があったんだとよ」

「……どういう事？」

「俺も詳しくは聞かされてねえが……ホムンクルスの持つ高い能力を受け継がせつつ、魔王としての記憶や狂気を取り去ろうとしたらしい……俺はその実験体のひとつだ。尤も、ホムンクルスの自我が深層に残ってるから、失敗作らしいがな」

「ふーん……変なの」

「うるせえ。それに他人事じゃねえぞ」

　そう言ってビャクはアンジェリンを睨んだ。

「多分、お前もその実験体だ」

「……はあ？」

　アンジェリンは目をぱちくりさせたが、やにわに笑い出した。

「わたしが魔王？　ふっふっふ！」

「……自分の強さに疑問を持たねえのか？」

　アンジェリンはフンと鼻を鳴らして胸を張った。

「……お父さんのおかげ」

「またそれかよ……真面目に考えろ。明らかな地力の高さはホムンクルスの影響だ」

「じゃあ、なんでわたしはトルネラでお父さんに拾われたんだ？」

「……さあな」

「お前の話じゃお前は帝都にいたんだろ？　つまり実験は帝都でやってたって事だ。帝都からトルネラは相当遠いんだぞ。わたしは生まれたばかりという状態で拾われたんだ。辻褄が合わない。それに、そもそもそんな連中が何で捨てるんだ？」

　ビャクは諦めたように嘆息した。

「もう勝手にしろ……どっちにしても俺の自我が前に出てるうちはホムンクルスの記憶は分からねえ。これ以上は話せねえよ」

「そっか……まあいいや。わたしにはどうでもいい事だってのが分かった」

「……チッ」

　腹立たしく舌を打つビャクを見て、アンジェリンはくすくす笑って肩に手を回した。

「お前も寂しいんだな？　大丈夫だぞ、お姉ちゃんがいるから」

「何がお姉ちゃんだ……」

「そう照れるな、ふふ。そのうちトルネラにも連れて行ってあげる」

「……お前、ホントに面倒臭い女だな」

　その時、風呂屋に着いたらしい、自分たちを呼ぶ声がして、二人は足を速めた。











三十七　可愛らしい服を着せられたシャルロッテが









「……良い」

「ふおお、似合うー。可愛いー」

「元が可愛いから何でも似合う……よし、次はこれ」

「あ、あの……えっと……」

　可愛らしい服を着せられたシャルロッテが、もじもじしながら立っている。

　アンジェリンとミリアムが次はこれ、次はこれ、と色々な服を持って来て、シャルロッテはさっきから着せ替え人形状態である。アネッサはその後ろで呆れたような顔をして立っていたが、ちゃっかり自分も、着せたい服を何着か手に持っていた。

　風呂屋でさっぱりして、そうして服を買いに来た。あまり高級な店ではないが、粗悪品は一切扱わない良心的な店で、アンジェリンも懇意にしている服屋である。

　シャルロッテもビャクも着の身着のまま、ボルドーの騒動の時から変わっていないような有様で、染みに埃に破れほつれと明らかに汚かった。せっかく風呂に入って綺麗になっても、これでは仕様がない。

　服まで、と恐縮するシャルロッテだったが、そんな汚い子供を連れ歩いていると奇異の目で見られる、とアンジェリンは半ば無理矢理服屋に連れて行った。しかしこの様子からすればそれは建前で、完全に楽しんでいるようである。

「じゃあ次はねー」

「ちょ、ちょっと待てよ。わたしの選んだ服も……」

「あら、アーネさんてば興味のなさそうな顔をしといて、ちゃっかりしてますわよ」

「交ざりたければ最初から言えばよろしいのに、おほほ……」

「ぐ……い、いいじゃないか、別に」

「悪いとは言ってないぞ。アーネのお手並み拝見……」

　シャルロッテは、今度はアネッサの選んだ服を着せられる。

　初めは恐縮して小さくなっていたシャルロッテだったが、やはり女の子ではあるし、元は貴族の出である、綺麗な服を着られて嬉しくないわけはない。次第に気分が乗って来て、スカートの裾をつまんで礼をしたり、前かがみにポーズを取ってみたり、すっかり楽しみ始めた。その度に三人娘はきゃあきゃあと嬉しそうにはしゃいだ。

　一方のビャクはその光景を呆れて見ていた。

　尊大で生意気で、半端に世間擦れしたようなクソガキが、どうしてこうまで毒気が抜けたものか。

「馬鹿女といい、赤髪の親父といい、何だってんだ……」

　ビャクからすれば、アンジェリンもベルグリフも甘いの一言だった。シャルロッテも自分も助けたりせずに、さっさととどめを刺せばいいものを、と思った。だが、その甘さにシャルロッテが毒気を抜かれたらしいのも確かだった。

　たったひと撫での手。たった一つの言葉。家族の温もり。そんなもので人生が変わるなどあってたまるか、とビャクは静かに憤った。

　不愉快だ。自分の価値観が根底から否定されたようだった。

　失敗作と揶揄され、最底辺の生活を強いられ、人殺しを強要された。道具として利用され続けた人生だ。

　加えて、魔王などという得体の知れないものが自分を侵食する。そうなると、どこまでが自分であるのか、そんな事すら曖昧になってしまう。そんな中で育まれてしまった厭世観は、世の中はおろか、自らの命すらもどうでもいいと思わせるものだった。

　だから、シャルロッテに従者として宛がわれた時も面倒臭いだけだった。復讐に目が眩んで必要以上に強気に振る舞う彼女を見て、心の中で何度も嘲笑したものだ。

　しかしシャルロッテの身の上を変に自分と重ね合わせたのも確かだ。そして、復讐という暗い目的ながら、邁進する何かを持つ彼女が羨ましく、好ましいとさえ思った。血を怖がる彼女に配慮して、あまり殺しをせずに済んだのも、今となっては良かったのかも知れない。

　そして今、その暗いくびきから解放されたように笑っているシャルロッテを見て、ビャクは色々なものが入り混じった感情に襲われた。微笑ましいともわずかには思ったが、嫉妬や羨望が多くを占めているようだった。

　嫉妬？　何に対して？

　──お前も寂しいんだな？　大丈夫だぞ、お姉ちゃんがいるから。

「……チッ」

　何がお姉ちゃんだ。馬鹿馬鹿しい。同じ穴の貉むじなのくせして。

　ビャクは舌を打って眼前の光景から目を背けた。

　その時ミリアムがやって来て、ビャクの顔を覗き込むようにしてじいっと見つめた。ビャクはしばらく無視して黙っていたが、やがて居心地が悪くなり、ミリアムを睨み返した。

「……なんだよ」

「ふーむ……ビャッくんはどんな服が似合うかにゃー」

「あんだと？」

　がしっと肩を摑まれる。アンジェリンがにこにこしながら立っていた。

「シャルの服は決まった……次はお前だ」

「な……冗談じゃねえ、俺は」

「照れるな照れるな。さあ、まずはこれを……」

　着せ替え人形にされてたまるか！　とビャクは慌てて手を振り払って逃げようとしたが、即座にアンジェリンに押さえ込まれてしまった。Ｓランク冒険者の放つ威圧感に、ビャクは改めて身震いした。

「て、テメエ！　ふざけんな！」

「ふざけてなどいない……ミリィ、脱がせて」

「あいさー」

「や、やめろおっ！」

　ビャクは必死の形相で助けを求めるように視線を泳がした。自然、シャルロッテに目はとまる。小奇麗な服に身を包んだシャルロッテは、はにかみながら服を一着ビャクに見せた。

「ビャクにはこれが似合うと思うの！」

「おま……ッ！」

　ビャクは絶望したように表情をひきつらせた。

　そんな悶着の後、服屋を出た時にはもう昼を回り、日が西に傾き始めていた。

　服選びに夢中になって昼食も食べていないから、どこかで済まそうという事になった。

　柔らかく着心地のいい服に身を包んだシャルロッテは上機嫌で、手を握ったり腕に抱き付いたり、アンジェリンたちにしきりに甘えた。嬉しくて仕様がないといった様子だ。ようやく十歳という年齢相応の振る舞いになって来た、とアンジェリンはホッとした。

　ビャクの方はげんなりとやつれて、とぼとぼ後ろを付いて来ている。次から次へと服を着せ替えられ、肉体的にというよりも精神的に疲れたようだ。

　いつもの酒場に向かって下町を歩いて行く。往来の両側に建った高い建物の間に紐が張られ、洗濯物がぶら下げられてはためいている。突然鶏が駆け出して、子供が鼻を垂らしていて、仕事にありつけなかったらしい男が道端に座り込んでぼんやりと辺りを見回している。いつもの光景だ。

　今のところは襲撃の気配はない。敵意を向けられていればすぐに分かるし、対応できる自信はある。変に警戒し続けても疲れるだけだ。楽しむ時には楽しむべきである。

　シャルロッテはきょろきょろしながら、少し居心地悪そうにしていた。

「お金、返さなきゃ……」

　この辺りは道端で演説をかまし、札を売りつけた辺りのようだ。アンジェリンは顔をしかめる。

「殴られるよ？　実際ひどい事されたんでしょ……？」

「う…………でも返さなきゃ」

　シャルロッテはもうすっかり薄くなった頰の痣に手をやった。アネッサが苦笑して、その頭を撫でてやった。

「いいんじゃないか？　何か心の拠り所になるものがあるっていうのは、本当か噓かにしても、その人の為になるんだから。それに、この辺の連中は飽きっぽいからな。いつまでも効果がなければそのうち忘れちゃうよ」

「でも……」

「いいの。騙される方が悪いなんて言うつもりないけど、気負い過ぎても仕様がない……何もないまま忘れた方が幸せな事だってあるの」

　アンジェリンの言葉にシャルロッテはぐっと唇を嚙んだ。

「けど、それじゃあ何にもならない……」

　ミリアムがくすくす笑ってシャルロッテの髪の毛をくしゃくしゃ揉んだ。風呂上がりに撫でつけた花油の甘い匂いがした。

「他にやりようは色々あるよー？　ま、とりあえず難しい事は抜きにして、今はご飯食べに行こっ！」

「そう、それが正解……お腹空いた……」

　アンジェリンはぽんぽんと腹を手の平で叩く。

　ミリアムがシャルロッテの手を握りながら話しかけた。

「シャルの好きな食べ物は何なのー？」

　シャルロッテはもじもじしていたが、気を取り直したように口を開いた。

「えっと……魚が好き。ルクレシアはね、新鮮な魚がいっぱい捕れるの！」

「魚か。いいなあ。エルブレンの魚介料理もうまかったけど、ルクレシアもよさそうだな」

　アネッサの言葉に、シャルロッテは自慢げに胸を張った。

「えへへ、きっとエルブレンのよりもおいしいわよ！　カタクチの塩漬けのパスタなんか、病みつきになっちゃうもの！」

「カタクチの塩漬けか……最近食べられるようになったぞ、わたしは」

　それを聞いてミリアムがくすくす笑う。

「ボルドーでベルさんが食べた時の顔、面白かったねー」

「ああ、面食らったみたいになってたな……ふふ」

　アネッサも同意して笑った。シャルロッテは首を傾げた。

「ベルさんって、誰？」

「わたしのお父さんだ」

「お姉さまのお父さん……？」

「うむ。〝赤鬼〟のベルグリフっていうんだ。赤髪で背が高くて、めっちゃ強くてカッコいいんだぞ」

　シャルロッテはきょとんとしながら、考えるように視線を泳がせた。

「赤髪、なの？」

「そう。しかも片足は義足なのに、わたしより強いんだ。そのうち会わせてあげる……」

　それを聞くや、シャルロッテは泣きそうな顔になり、しかし満面の笑みを浮かべてアンジェリンに抱き付いた。

　アンジェリンは面食らって、それでもシャルロッテ撫でてやった。

「どうしたのシャル……？」

「嬉しい！　えへへ……ありがとうお姉さま！」

　シャルロッテはえへえへと笑いながらアンジェリンにぐりぐりと顔を押し付けた。アンジェリンはよく分からなかったけれど、取りあえず撫でてやった。洗って油を付けた髪の毛は手触りがたいへんいい。

　後ろの方でビャクが大きくため息をついた。





○






　羊の毛刈りもすっかり終わり、収穫の終わった麦畑が耕されて、黄金から茶色へと変わっていた。しかしまだまだ木々は青々とし、昼間の陽射しは夏のものだ。

　もこもこした毛がなくなった羊たちは涼し気な顔をして草を食み、それに子羊がくっ付いて駆け回った。羊たちがどれだけ食べても、平原の草は尽きる事がなさそうだった。

　トルネラにエルフの師弟が訪れて少し経った。村人たちは寡黙で荘厳な印象のグラハムには中々馴染めなかったが、快活で、やや乱暴ですらあるマルグリットには親しみを覚えたらしい。彼女が容姿端麗な事もあって、若者を中心に村人たちはエルフという異邦人を受け入れつつあるようだった。

　相変わらず魔獣の退治は日課のように続けられていたが、ダンジョンと化している森の奥に再び踏み込む事はしていなかった。あの得体の知れない子供を倒したところで、何かが変わるとも思えなかったのである。グラハムも同意見のようで、少し様子を見る事で意見が一致した。少なくとも、マルグリットとの戦いを見る限りでは、グラハムが前に出れば難なく下せる相手のようだから、その点も踏まえての静観である。

　そういうわけで、気は抜けないが、それでも不思議と穏やかに日々は過ぎているように思われた。

「そう、レンバス！　うまいんだぜ、これが！　ここに来る前に全部食っちまったけどな！」

　マルグリットが木のコップを片手に上機嫌で話している。若い男たちがその周りに群がって、表情をだらしなく緩めてそれを聞いている。

　マルグリットは恰好こそ野卑さがあるが、その顔立ちと、自然な立ち振る舞いは美しく、つい目で追ってしまうくらいだ。田舎娘か流浪の民くらいしか知らないトルネラの若者たちはすっかり鼻の下を伸ばしてしまい、娘たちは少しむくれていた。

　ケリーの家の中庭で、小さな酒宴が開かれていた。前々からエルフと親睦を深めたがっていたケリーが、ベルグリフを仲立ちにしてグラハムとマルグリットを招いたのだ。

　内輪だけの宴会にするつもりが、それが何処からか漏れて、若者を中心とした村人たちがこぞって現れ、大宴会の様相を呈した。林檎酒に加え、開拓地の葡萄を使った秘蔵のワインの樽も開ける羽目になったケリーは苦笑したが、これを機に村がエルフたちを受け入れられるなら安いものだ、と目をつぶった。

　ベルグリフは宴の輪に交ざりつつも、静かに座って村人たちとマルグリットの談笑を眺めていた。

　元々外界との接触があまりないトルネラが、突然エルフなどという外界のさらに外の存在とこうやって酒を酌み交わしている。不思議なものだ、とベルグリフは思った。

「でな！　その時につり橋が大きく揺れて……あれ、ねえや。おーいベル、ワインもうないのか？」

　マルグリットが空のカップを持った手を振って、大声を出した。ベルグリフは苦笑した。

「マリー、飲み過ぎじゃないか？」

「何言ってんだ、まだまだほろ酔いくらいだぜ。ここの酒は口当たりいいしよ」

「やれやれ、ケリーが泣くぞ？　もう樽二つなくなってるのに」

　ベルグリフが言うと、隣に座っているケリーが笑った。

「わっははは、エルフの姫に飲みつくされたってのも話の種になっていいさ！　おい、お前ら、倉庫からもう一樽持って来い！」

　マルグリットに酒を献上する名誉を得る為、若者たちはこぞって倉庫に駆け出した。「そんなに人数いらんぞ」とケリーが呟いた。

　そんな酒豪のエルフの姫がいる一方、もう一人のエルフ、グラハムはさっきからむっつりと押し黙って座っている。顔は俯き、体は小さく左右に揺れている。テーブルに置かれたカップにはまだ少しワインが残っているようだ。

　意外な事に、この老エルフはあまり酒に強くないようだった。弱いと言ってもいいくらいだ。酒が入って気が大きくなった村人たちに飲め飲めと勧められ、飲んだはいいが既に眠りかけて揺れている。隣に座ったダンカンが肩を叩いた。

「グラハム殿、大丈夫ですかな？　眠いようでしたらお戻りに」

「む……すまぬ……」

　グラハムは目をしばたかせて立ち上がりかけたが、足元がおぼつかずまた座り込んだ。

　それを見たマルグリットがけらけらと笑う。

「大叔父上、相変わらず弱よえぇなあ！　まだほんの五、六杯だろ？」

「……マリー、お前もほどほどにせよ……過ぎたるは……及ばざるが、ごとし……」

　そう言いながら、グラハムは目をつむって眉根の皺を深くする。ダンカンが笑いながら肩を支えて立ち上がらせた。

「いやはや、〝パラディン〟に斯様な弱点があったとは思いませんでしたぞ、はっはっは！　ケリー殿、ご馳走になり申した。某、先に失礼しますぞ。さあ、グラハム殿、某がお支えいたしますゆえ、参りましょう」

「……かたじけない。不甲斐……なし…………なし？　……林檎……」

　グラハムは何かぶつぶつと呟きながら、かくんかくんと頭を前後に揺らした。限界らしい。

　そんなグラハムを引っ張るようにしてダンカンは歩いて行った。起臥を共にするうちに、すっかり仲が良くなっている。

　ベルグリフもいい加減で腰を上げようと思ったが、マルグリットを置き去りにするわけにもいかないから、少しずつワインを舐めながら静かに座っていた。

　新しい樽から景気よくワインを飲みながら、マルグリットは旅の話や魔獣の話、エルフ領の話などをとめどなく喋っていたが、やがて夜が更けて来ると、村人たちは明日の仕事の為に散り始めた。若者たちも後ろ髪を引かれるようにしながら帰り、賑わっていたケリーの中庭は段々と静かになった。

　ケリーは大きく欠伸あくびをした。

「いやあ、賑わったなあ」

「ああ……大丈夫かケリー？　予想以上に酒の消費が……」

「なあに、気にするんじゃねえよベル。おかげでエルフってのもこんなに親しみやすいのかってよく分かったよ。今度はもっとこっそり飲もうや」

「はは、そうか。それなら良かった」

　エルフ領に暮らすエルフとはそうもいかないだろうが、外の世界に出て来るようなエルフとは、人間も仲良くやれるだろう。ベルグリフはホッと胸を撫で下ろした。

　そこにマルグリットが軽い足取りでやって来た。かなり飲んでいる筈なのに、酔っているといった風ではない。

「あーあ、みーんな帰っちまったなあ」

「俺たちも帰ろうか。明日も早い」

「おれ、まだ飲み足りねえよ……なあ、ベル、もうちょい付き合ってくれよう。ダンカンと大叔父上は逃げちゃったしさ」

　マルグリットは口を尖らして足元の小石を蹴った。ベルグリフは困ったように顎鬚を撫でた。ケリーが笑ってその背中を叩く。

「気の済むまで飲んで行っていいぞ！　俺はもう寝るが、お前らなら信用できるしな！」

「さっすが！　ケリーは太っ腹だぜ！」

　マルグリットは嬉しそうに笑った。ベルグリフは苦笑した。

「いやいや流石に悪いよ……じゃあ少し酒をもらって行っていいかな？　マリー、うちに帰ってから飲み直そう」

　マルグリットも頷いて、二人はケリーに挨拶して帰路についた。

　大瓶入りの林檎酒をそれぞれ一本ずつぶらさげ、月明かりの小道を進む。月が明るくてランプも要らないくらいだ。

　マルグリットは跳ねるように歩いて、何が嬉しいのかくるくると踊るような仕草さえ見せた。艶やかな銀髪が月明かりを照り返して硝子のようにきらきらした。

「御機嫌だね」

「へへ……」

　マルグリットは照れ臭そうに笑い、ベルグリフの横に並んで歩調を合わせた。

「おれ、こういうの憧れだった。皆で一緒に酒飲んで、どうでもいい事話して」

「ふむ？　エルフ領ではそういうのはないのかい？」

「宴会はあるよ。でも皆お上品でさ。大声で笑ったり馬鹿話したり、そういうのはなかった。どうしても哲学的な事とか、実用的な事とか、真面目な話ばっかりになるんだ。何て言うかな……宴会も、考えを深める為の一種の知識の交流会というか、そういう感じ。おれには堅っ苦しくてさ」

　それはそれで、無駄な話ばかりしている冒険者からすれば悪いもののようには思えないのだが、とベルグリフは笑った。マルグリットは頭の後ろで手を組んだ。

「なあ、森には行かないのか？　おれ、今度は油断しないぜ？　大叔父上とかベルの言う事ちゃんと聞くよ」

「ん……そうだな。俺も迷ってるんだ。あの子供の事がどうにも気になってね」

「あいつが原因なんだろ？　倒しちまえば終わりじゃねえのかよ」

「どうかな。そう単純じゃない気がするんだ。あそこに充満する魔力と、あの子供とは切り離されている、っていうのがグラハム殿の見立てだったし」

　マルグリットは考えるように腕を組んだ。

「……おれ、悪い奴をやっつけさえすれば、全部何とかなるって思ってたんだけどな。エルフ領の年寄りたちみたいにぐだぐだ考えたりしなくてもさ、原因を一つ、ズバッと潰しちまえばそれで解決するんじゃないのか？　違うのかな」

　夜露が下り始めているらしい、草に触れた靴の甲が濡れた。ベルグリフは遠くを見やった。

「……本当の原因だったら、それで解決するだろうね。けれど、その原因に辿り着く為に皆苦労する。明らかな悪人は分かりやすいけど、それが真の原因でない場合も多いからね」

「うー……嫌だな、そういうの。もっと単純な世の中なら良かったのに。善人は善人、悪人は悪人ってな感じにさ。悪人をやっつけてめでたしめでたし。大叔父上の英雄譚だって凶悪な魔獣を倒して解決するんだぜ？　悪人相手でもそれなら楽でいいのにさ」

「はは、そうだなあ……でも、魔獣相手ならともかく、人ってのは善人にも悪人にもなれちゃうんだよ。迷いなく何もかもズバッと一刀両断できてしまえば、それは痛快かも知れないけど、取りこぼされた小さなものが沢山出て来ると思うな。痛快さに向けられる喝采に隠された、小さなものが」

「……じゃあ、ベルはどうしたらいいと思うんだ？　どんな世の中がベルにとって理想なんだ？」

　ベルグリフは苦笑して頰を搔いた。

「俺は殆どトルネラしか知らないからなあ……でも、人々が物事に対してきちんと向き合って考えられるのが大事だと思う。簡単に答えを出せばそれは凄いし、物事も早く進むけど……」

　ベルグリフは顎鬚を撫でた。

「俺は考えて迷う事自体に意味と価値があると思うな。生きる事はただの繰り返しじゃない。スムーズに進む事だけがすべてじゃない。だから考えて、迷って、それでも生きて行かなきゃならない。きっと、そういう所に発見があって、成長があるんじゃないかな。俺はそういう人生だと愛おしさを感じられるよ」

「……そういうもんかな。おれにはよく分からないや」

「はは……俺も歳を取ったからなあ。マリーはまだ若いから……」

　マルグリットは唇を尖らしてベルグリフを小突いた。

「子供扱いするんじゃねえよ」

「もう、そうやってすぐに拗ねるのは悪い癖だぞ？」

「拗ねてねーし。ばーか」

　マルグリットはふわりと飛ぶような足取りで駆けて行き、向こうに見えていたベルグリフの家の扉を開けて、大声を出した。

「大叔父上！　寝ちゃったのかあ!?」

「うおお、マリー殿!?　あまり驚かせないでいただきたい！」

　ダンカンが椅子から転げたのか、家の中から大仰な音がした。ベルグリフは笑いながらゆっくりと家に向かった。

　あの子供を倒すかどうかは別にしても、一度は様子を見に行かなくてはならないだろう。ぼつぼつ動き始めようか。

　ふと、アンジェリンならどうするだろうか、とそんな事を考えた。











三十八　宴会の日、夜半過ぎからかかり始めた雲が、次第に









　宴会の日、夜半過ぎからかかり始めた雲が、次第に厚さを増してすっかり空を覆ってしまった。夜と朝との境目が曖昧になって、気づけば辺りが白んでいた。

　妙に空気がもったりして、羊や山羊、犬たちが落ち着かなかった。放牧しようと柵から出すや、てんでばらばらの方に駆け出して、それを集めるのが仕事の犬までも錯乱したように別の方に行ったり来たりを繰り返した。

　朝からその羊を集める手伝いに出たベルグリフは、自分自身も変に落ち着かないのに気付いた。黙って立っていても心がざわざわするようで、動いていた方が却って気が紛れるようだ。

「変な日だな……」

　しかし何となく思い当たる節がないではない。ベルグリフは森の方を見やった。

　風に揺れる木々はいつもと変わりがないように思えるけれど、見ていると違和感を覚える。とうとう外まで影響を現し始めたのか、と目を細める。

　昼頃までかかって羊を集め、家に戻った。

　昨夜の宴会の飲み過ぎでグラハムは二日酔い状態になり、寝床に転がっていた。

「グラハム殿、具合はどうだい？」

「……頭が痛い。若い頃はこんな事はなかったのだが……」

「あっはっは、情けねえぞ、大叔父上」

　あれだけ飲んでもケロッとしているマルグリットに言われ、グラハムは悔しそうに唇を嚙んだ。

「返す言葉もない……よりにもよってこんな時に……」

「何が起こったか分かるのかい？」

　ベルグリフの言葉に、グラハムは頷いた。

「森の魔力の流れが変わった……楽観していたが、動きが急だ。何か起こったとしか思えぬ」

「そうか、やはり……参ったな」

「ハッ、大叔父上は寝てな。おれが行って見て来てやるよ」

　マルグリットはそう言って細剣を携えて立ち上がる。ベルグリフも剣を腰に差した。

「俺も行くよ」

「んだよ、別に一人で平気だぜ？　見て来るだけにするって」

「それで済めばいいが、嫌な予感がするんだ」

　そこに、別の家の羊を集めるのを手伝っていたダンカンが戻って来た。額の汗を拭って眉をひそめる。

「妙な気配ですな！　ひしひしと嫌な予感がいたしますぞ」

「ダンカン、俺はマリーと一緒に森に行って来る」

「む？　ならば某も！」

「いや、君には村を頼みたい。森の奥と外は時間の進みが違うだろう。俺たちがいない時に魔獣が出るとまずい。グラハム殿も不調だし」

　ベルグリフは自分ではなくダンカンがマルグリットと行く事も考えた。しかし、ダンカンは自分でも言うようにダンジョン探索は不得意だ。マルグリットも魔王を倒した経験こそあれど、冒険者としてはまだ駆け出しもいいところである。やや不安が残ってしまう。

　万全を期すならばグラハムが出るべきだ。しかし彼が動けないならば自分が行くしかないだろう。そう思った。

　グラハムはバツが悪そうに上体を起こした。そうして頭痛に顔をしかめる。

「すまぬ……私の失態だ」

　ダンカンは豪快に笑った。

「勧められた酒を断らなかったのは、エルフへの偏見を払拭するためでありましょう！　何も恥じる事はありませんぞ、グラハム殿」

　宴会の時、グラハムは口数こそ少なかったが、勧められるがままに何杯も酒を飲み、盃を干す度に小さく笑った。それを見て村人たちは喜んだ。エルフもお高くとまっているわけではなく、こういう場で一緒に酒を酌み交わす事ができるのだ、とすっかり気を良くし、一気に彼らの距離は縮まったように思われた。グラハムもそれは分かっていて弱い酒を幾杯も受けたのである。不器用者である彼なりの交流の礼儀だった。

　ベルグリフもダンカンもその事は分かっていた。だからグラハムを不甲斐ないなどとは一切責めようとは思わない。マルグリットは面白半分に指摘して楽しんでいるが。

　ダンカンはベルグリフに向き直った。

「よく分かり申した。村は某が任されましょう。お二人とも、原因をよろしくお願い申す」

「ありがとうダンカン……マリー、行こうか」

「おう！」

　二人は武器と道具を携えて森へと向かった。

　際に立つと、それだけで異常さを感じた。森の中からぬるい風が吹いて来て、変に生臭さを感じる。嫌な感じだ。マルグリットが顔をしかめる。

「一日で随分変わりやがったな……あのガキが本性現したんじゃねえのか？」

「分からない……ともかく行ってみよう。はぐれないようにするんだよ？」

「子供扱いするなっての！」

　二人は森に踏み込んだ。

　木々が変な形に捻じれて、葉の色がくすんだ紫に変色しつつあった。

　草や葉の爽やかな匂いは消え去り、代わりに何かが腐ったような鼻につく臭いが漂っていた。木々の根が地面から這い上がるようにして絡み合い、岩や地面を侵食して道を塞いでいる。

　最早かつて庭のように歩いていた森ではない。ベルグリフは複雑な思いで辺りを見回した。

「ひどいな……かなり様変わりしてる」

「まだ枯れちゃいねえよ。でもこのままじゃ枯れるぜ。魔王のせいで枯れた森を知ってるんだ」

　周囲に魔獣の気配が増した。二人は剣を引き抜く。同時に魔獣が幾匹も飛び出して来た。

　グレイハウンド、ジャイアントトードなどの下位ランクの魔獣に加え、カオスハウンドや大鬼オーガといった高位ランクの魔獣まで交ざっている。

「くそ、少し様子見が過ぎたか……」

「ハッ、だから早く行こうぜって言っただろうが！」

　そう言いながら、マルグリットは飛ぶように見事な身のこなしで魔獣に襲い掛かり、たちまち数匹を物言わぬ肉塊にした。

　ベルグリフは相変わらずの後の先を取る戦法だが、体の動きはさらに小さくなり、杖のような義足を効果的に使って、以前よりも遥かにスムーズな動きを見せた。トルネラに戻ってからの二か月余り、ダンカンやグラハムと行った鍛錬の成果が如実に表れていた。

　高位ランクの魔獣とも互角以上に渡り合えるようになっている事にベルグリフは驚き、また嬉しくもあった。この歳でまだ成長できようとは。

　しかし魔獣が次々と寄せて来るので、切りがないように思われた。魔獣たちは死骸を乗り越えて、より一層憎悪を込めたような雄たけびを上げた。

　ベルグリフは飛び退り、剣を鞘に納めた。

「マリー！　後ろに来い！」

　言うが早いか、ベルグリフは道具袋から粉油を取り出して振り撒いた。粉末の油で、安価な着火剤として大陸中で普及している代物である。

　瞬く間に背後に退いて来たマルグリットが、粉油の臭いに鼻をひくつかせて眉をひそめる。

「おいベル！　ここで火はまずいぞ！」

　だがベルグリフは着火の魔道具を取り出すと、素早く振って火を起こした。それを粉油の上に落とすと、たちまち火が巻き起こり、魔獣たちは慌てふためいて動きを止めた。ベルグリフは森の奥へと足を向ける。

「行くぞマリー！」

「お、おう！　でも火事になるんじゃねえか!?」

「心配ない。この辺は水場が近くて、地面も苔に覆われて水分が多い。この時期は枯葉もないし、そうそう広がらないよ」

　成る程、気にしていなかったが、確かに地面を踏むと足の裏に水気を感じるようだ。

　マルグリットは感心したように、横を走るベルグリフを見た。

「すげえな。戦うだけが能じゃないってか」

「冒険者ってのはそういうもんだ。君も覚えておくといい。きっと役に立つ」

　火に怯えて動きを止めた魔獣を後ろに、二人はでこぼこした地面を飛ぶように走った。ベルグリフは時折空を見上げて風の流れを見、方角を少しずつ調整しながら森の奥へと進んで行く。

　次第に木々の捻じれはひどくなり、瘴気のようにずっしりと重く肩に乗るような魔力が漂い始めた。マルグリットが不快そうに舌を打った。

「チッ、気持ち悪ぃ魔力だ……これだから魔王って奴は……」

「……やはり魔王なのか？」

「ん……魔力の質はかなり近いぜ。でも今まで倒した魔王どもとはちょっと違う感じがする」

　中途で襲って来る魔獣を撃退しながら、小一時間ほど進み続けると、あの木でできたドームが見えて来た。その周囲にも捻じれた木が立ち並び、しかしその中で幾本かは直立したものもある。それらはまるで神殿の柱を思わせるように、一定の間隔を以て並んでいた。

　マルグリットがにやりと笑って剣を握り直した。

「今度は油断しねえ……リベンジだ」

「こらマリー。一人で暴走しちゃ駄目だぞ？　取りあえずは俺の判断に従ってくれ」

「わ、分かってらあ！」

　ドームには入り口らしきものはなかった。どこも枝同士が絡み合っている。ベルグリフは剣を振るって木の格子を斬り裂き、無理矢理入り口を作った。

　中に入ると瘴気が充満していた。前は青く葉を茂らせていたドームの木が、皆枯れて死んでいる。瘴気にやられたのだろうか？

　ベルグリフは素早く視線を走らせ、あの子供の姿を捜した。

「……！」

　ドームの中央に子供がいた。横向きに倒れ、長い髪の毛は周囲に広がるようになっている。眠っているのではないようだ。

　ベルグリフは足早に駆け寄った。子供は目を閉じ、浅く短い息をしていた。体はじっとり汗をかいている。眠っているのではない、憔悴して動けなくなっているようだ。

「何があったんだ……？」

　ベルグリフは懐から手ぬぐいを取り出して子供の汗を拭ってやりながら、周囲を見回した。瘴気が漂っており、気分が悪くなる。

　マルグリットが目を細めて子供を見下ろした。

「原因が死にかけかよ……なのに森の状況は悪化してんのか？　わけが分からねえ……」

「この子が原因かは分からないぞ、マリー。この子の魔力は魔王に近いのか？」

　マルグリットは眉根に皺を寄せ、屈みこんで子供の顔を覗き込んだ。

「……いや、違う」

「じゃあ」

「近いとかじゃない。こいつは魔王そのものだ」

　言うや、マルグリットは剣を抜いた。

「ここまで近づかなきゃ分からないくらい抑え込んでやがった。やっぱりこいつが原因だぞベル」

　ベルグリフは慌ててマルグリットの剣を押さえた。

「待て待て、それなら尚更慎重になるべきだ。この子が死にかけてるから森が悪化してるんだぞ？　殺してしまっては取り返しがつかない事になるかも知れない」

「イタチの最後っ屁ってやつだろ。死ぬ前に周りを巻き込んでやろうって魂胆なんだよ」

「違う。それならこの子にも魔力と瘴気がまとわりついている筈だ。それに、そもそも死にかけている意味が分からない」

「ベル、見た目に惑わされるんじゃねえよ。それで判断が遅れてトルネラが駄目になっても責任取れんのか？」

「ああ。取れる。そうだったら刺し違えてもこの子を殺す。村にグラハム殿がいるなら、それで何とかなる」

　ベルグリフの異様な迫力に、流石のマルグリットも思わず息を吞んだ。

　その時、不意にドームが揺れた。枯れた葉が舞い散り、枝や幹が音を立てて折れる。二人は驚いて顔を上げた。

「うっ！」

　マルグリットが目を見開いて剣を構えた。

　異形の魔獣がドームを破壊して中に入って来た。人の背丈よりも遥かに大きな四足の魔獣だが、影のように黒い体中に、様々な魔獣の顔が浮かび上がるように現れては消え、消えては現れ、常に脈動するように動いていた。

　マルグリットが鳥肌を落ち着けるように腕を抱いてこすった。

「き、気持ち悪ぃ！　なんだあれ！」

「……魔獣が混ざったような感じだな」

「そ、そんな事あるのか？」

「高位ランクのダンジョンでは稀にあるらしいが……俺も見たのは初めてだよ」

　どうやら、この場の歪んだ魔力や瘴気の影響で魔獣同士が混ざり合い、別の魔獣へと変容したようだった。

　異形の魔獣は身に纏う瘴気をまき散らしながら、形容しがたい声で咆哮した。耳に不快な響きだった。子供が苦し気にうめき声を上げる。目じりから涙が伝った。

「こわい……こわい……」

　マルグリットが子供を見、それから異形の魔獣を見た。

「あのキモいのがガキの魔力を吸い取ってやがる……原因はあっちか！」

「来るぞマリー！」

　ベルグリフは子供を抱きかかえ、横っ飛びに跳ねた。マルグリットも反対方向に飛ぶ。そこに異形の魔獣が吠えながら突進して来た。ズドン、と踏み付けるように着いた足が地面を揺らす。マルグリットが怒鳴った。

「おいベル！　こいつも殺すなとか言わねえよな!?」

「言わないよ！　油断するなよ、マリー！」

「当たり前だッ！　速攻で潰す！」

　マルグリットは体を捻り、魔獣へと躍りかかった。細剣がきらめき、一瞬の間に数十発の斬撃が走る。魔獣の前足がばらばらになって地面に散らばった。

「ハッ！　見た目ほどじゃ」

　と言いかけて、マルグリットは目を剝いた。ばらばらになった前足の破片が、それぞれに小さな魔獣になって立ち上がり、異形の魔獣の方も、前足が胴体から伸びるようにして再生した。マルグリットは一瞬動きを止めたが、すぐに剣を握り直して凶暴な笑みを浮かべた。

「面白れえ……死ぬまで殺してやるよ！」

　マルグリットは、振り上げられた魔獣の前足を切り落とし、返す刀で群がって来る小さな魔獣を細切れにした。

　ベルグリフはそれを横目で見つつ、周囲の警戒もしながら、子供の様子を見た。相変わらず苦しそうだったが、異形の魔獣がマルグリットとの戦いで魔力を吸い取るのを止めたせいか、少し表情は和らいでいるようだった。

「……魔王、か」

　しかし、こんな魔王がいるものなのだろうか。元は古の大魔導ソロモンの作り出した人工生命体だというが、ソロモンはいったい何の目的で彼らを作り出したのだろう。

　分からない事ばかりだが、ともかく今は目の前の事に集中しなくてはならない。

　ベルグリフは子供を抱えたままドームを出、効くかどうか分からないが、子供に薬草で作った丸薬を飲ませ、マントを外して子供を包んでやり、安全そうな所に寝かせた。子供はうっすらと目を開けてベルグリフを見た。黒い瞳に自分の姿が映ったような気がした。

「……死ぬなよ」

　ベルグリフはドームの中を見返った。

　マルグリットは重力を感じさせぬ華麗な身のこなしで飛び回り、異形の魔獣に次々と斬撃を浴びせていた。しかし斬っても斬っても再生するので、埒が明かないようだ。場に充満する歪んだ魔力と瘴気が、あの魔獣に力を与えているらしい。

　しかし、ああいった合成魔獣は必ず核が存在するはずだ。中心となるものがなくては、まとまるものもまとまらない。

　ベルグリフはちらと子供を見、それから剣を抜いてドームに飛び込んだ。

「マリー！　闇雲に戦うな！　どこかにある核を狙え！」

「核ぅ!?　どんなんだ、それ！」

「形は分からん！　だがそれを中心に形を作っている筈だ！　再生する元の方を辿るんだ！」

「なるほどな……ッ！」

　マルグリットは大きく飛び上がると、剣との激烈な感応を込めた一撃で、魔獣の首を落とした。だが、首も胴体から伸びるようにして再生する。どうやら核は胴体にあるようだ。

　実力は明らかにマルグリットの方が上だ。ベルグリフは支援に徹し、異形の魔獣から分かれた魔獣を倒して回った。

　マルグリットは肉を削ぐように魔獣の胴体を斬り続けた。再生速度を上回る速さである。魔獣は雄たけびを上げて暴れまわるが、マルグリットは一顧だにしない。的確に肉を削ぎ、核を探す。

「──！　そこかッ！」

　削がれた胴体の奥に色の違う部分があった。そこを覆うようにして黒い肉体が再生していく。

　マルグリットは大きく体を捻じり、細剣を突き込んだ。剣の切っ先が核に突き刺さる。異形の魔獣は悲鳴ともつかぬ、耳をつんざくような雄たけびを上げた。

「ハッ、これで──」

　とマルグリットが力を緩めた時、不意に魔獣の胴体が四散した。それぞれが様々な魔獣の形を取り、瞬く間にマルグリットを取り囲む。

　マルグリットは目を見開き、剣を持つ手を引いたが、刺さった核が溶けて、さながらタールのようにべっとりと剣にまとわりついて抜けない。動きの止まったマルグリットに、魔獣の牙が迫った。

「しまっ──！」

　思わず目を閉じたマルグリットは、突き飛ばされるような衝撃を受けた。想像した斬り裂かれる痛みはない。ただ、予想外の衝撃に受け身も取れず、そのまま地面に転がった。

　怒声が響く。

「馬鹿！　戦場で怯える奴があるかッ！」

　マルグリットが驚いて目を開く。剣で牙を受け止めたベルグリフが、魔獣を蹴り飛ばしているところだった。

「ベ、ベル……」

「気を抜くな！　まだ終わっちゃいないぞ！」

　ベルグリフは腰のベルトから短剣を引き抜くと鋭く投げた。マルグリットの後ろから迫っていた魔獣の目に突き刺さる。魔獣は悲鳴を上げて背中から倒れた。

　マルグリットは不甲斐なさに唇を嚙んで立ち上がり、身を翻して剣を摑んだ。すっかり溶けてぐずぐずになった核を乱暴に振り払う。

「クソがッ！」

　そうして地面を蹴り、一気に数匹の魔獣を屠った。自分への怒りも込めた苛烈な剣撃である。

　また油断だ。冗談じゃない。

　程なくして魔獣は駆逐され、マルグリットもベルグリフも動きを止めて息をつく。

「平気か、マリー？」

「ちくしょう。油断しねえって言ったのに、おれ……」

「……次に活かせばいい。それに、核を潰したらいいと言ったのは俺だ。ごめんな」

　ベルグリフは優し気に言いながら腰を下ろし、道具袋から包帯を取り出した。マルグリットはハッと顔を上げた。ベルグリフの左腕に血が伝って流れている。

「ベルお前、怪我……」

「なあに、大した傷じゃないよ」

　ベルグリフは苦笑しながら服をまくって、肩口の傷に膏薬を塗った。

「すまないが、包帯を巻いてくれないか？」

「……うん」

　マルグリットはおずおずとベルグリフに近づいてしゃがみ込み、包帯を受け取った。

　傷口を見る。牙で裂かれたような傷だ。マルグリットは眉をひそめた。

「……おれをかばった時に？」

「……大した傷じゃないから気にするな。読み違えた俺の責任さ」

　違う。油断したのは自分だ。

　包帯を巻きながらじわりと滲んで来た涙に、マルグリットは慌てて俯いた。またこうやって迷惑をかけている。調子に乗って、馬鹿みたいだ。

「……なあ。おれ、どうすればいい？　どうしたら大叔父上とかベルみたいになれる？」

「そうだな……冒険者ってのは一瞬の判断で生も死も引き寄せる。その判断はのぼせた頭じゃ絶対にできないからね。冷静さを失わない事、常に自分を見ている二人目の自分を背後に置く事……手本になるか分からないけど、俺はそれを大事にしているよ」

　そういえば、こんな事を昔アンジェリンにも言った覚えがあるなあ、とベルグリフは思った。

　その時、不意に場の魔力が揺れた。二人が驚いて顔を上げると、ドームの中心で、再び異形の魔獣が出来上がりつつあった。溶けた筈の核が再び形を戻し、それを中心に、まるで粘菌が集うようにぐねぐねと形を変えて行く。しかし様々な魔獣の顔が現れて消えた。

「ま、まだいやがるのか……！　今度こそ！」

　立ち上がって剣を構えかけたマルグリットをベルグリフが制した。

「切りがない。ここは引こう。あの子も心配だ」

「だ、だけど……」

　魔獣はかなりの速さで肉体を構築している。引いても逃げ切れるかどうか。

　マルグリットはグッと剣を握る手に力を込めた。逃げ切れるまで、自分が殿を務め上げてやる、と。

　しかし、その時、視界に灰色のマントが揺れた。マルグリットが驚きに目を見開く。

「お、大叔父上……！」

「……頑張ったな、マリー。よくやった」

　グラハムは不器用に微笑み、それからベルグリフに視線を移した。

「ベル、すまぬ。迷惑をかけた」

　ベルグリフはにっこり笑った。

「外はどれくらい経った？」

「もう夜になろうとしている」

「調子は？」

「悪くない」

　グラハムは背中の大剣を引き抜いた。剣は唸り声を上げて輝く。

　凄まじい魔力の高まりと、激烈な感応と共にグラハムは剣を振り上げ、一歩踏み出すと同時に振り下ろした。

　途端に爆発的な衝撃波が巻き起こり、異形の魔獣は粉々に消し飛んでしまった。

　それだけではない、剣から迸る輝く魔力によって、周囲に蔓延していた瘴気や歪んだ魔力が打ち払われた。少し苦しくなるようだった呼吸が一気に楽になる。

　まさに聖剣と称されるにふさわしい凄まじい剣であり、〝パラディン〟の名に恥じぬ実力だ。生ける伝説の剣に、ベルグリフは感に入った。

　グラハムは大きく息をつき、剣を収めた。一振りで疲弊したのか額には汗がにじんでいる。苦笑しながらベルグリフの方を見返った。

「……老いたわ。たった一振りで息が上がる」

「はは、それでも別格だ……ありがとうグラハム殿。助かった」

　ベルグリフは立ち上がり、グラハムの肩を叩いた。

「さて、あの子がどうなったかだが……」

　寝かせた子供の下に足早に走った。

　子供は寝かせたままの恰好で動いていなかった。目を閉じ、静かに横たわっている。ベルグリフは息を吞んで口元に手をやった。

「……寝ているだけか」

　穏やかな呼吸だった。ベルグリフはホッと胸を撫で下ろし、子供を抱き上げた。子供はむにゃむにゃと寝言を言い、ベルグリフの胸元にもそもそと顔をうずめた。

　木々がざわざわと風に揺れ、捻じれていた枝がゆっくりと元に戻って行く。時間差がなくなったのか、不意に辺りが暗くなり、枝の隙間から見える空には星が瞬いていた。
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「詳しい事は推測でしかないが、恐らく、少しずつ段階を経て変化していくのではなく、ある閾値を跨いだ瞬間に爆発的に変異するタイプの魔力だったのだろう。そうでなければ、この唐突な変異の説明が付かぬ」

「成る程……ではこの子はいったい……？」

「生命維持の器官や体の作りはほぼ完ぺきに人間だ。だが宿る魔力の質はまったく違う。魔王のものとほぼ同じだ。ただ、肉体を構築する際に使い果たしたのか、あまり魔力は残っていないようだな。現状はそこまで危険はないだろう」

「大叔父上はそこまで分かるのかよ……おれには全然分からないぜ」

「マルグリット、お前はもう少し修行が必要なようだな……」

「うぐ……が、頑張ります」

「それにしても恐ろしいものだ……よもやここまで人間の形に近いものに変容する事ができるとは……何度も相対したにもかかわらず、これらは分からぬ事ばかりだな」

「しかし、あの異形の魔獣は何だったんだろう？　この子は何故死にかけていたのか……」

「これも推測だが、魔王の魔力と人間の魔力はまったく違う。肉体を人間に近いものに再構築した時に、肉体と魔力に差ができて体から放出されたのだと思う。それに影響されて、集まって来た魔獣が融合し、さらにわずかに残った魔力も吸い取ろうとした。急激な魔力の枯渇は肉体の衰弱を招く。それが原因ではないかと思う」

「へへ、それでもあのキモいのも大叔父上にかかればあっけなかったな！」

「むむう、羨ましい！　グラハム殿の本気の一撃を目にする事ができるとは！」

「はは、ごめんなダンカン。でも君が村を守っていてくれてよかったよ……ああ、こらこら、それは食べ物じゃないったら」

　ベルグリフは慌てて、暖炉脇の薪をかじる子供を抱き上げた。子供は黒い瞳できょとんとベルグリフを見上げた。

　森の異変から一夜明け、翌朝は良い天気だった。前日に大騒ぎしていた羊や犬たちは落ち着きを取り戻し、いつものように草を食みに草原に出た。魔獣の気配は希薄になり、森もすっかり元に戻ったようだ。変わりない日常が戻ろうとしているようだった。

　ベルグリフが連れ帰った子供は、すっかり魔力を失っていた。自分が何者なのかも分からないようだったが、無邪気で、ベルグリフによく懐いた。元が魔王では帰る家もあるまい。結局ベルグリフが預かって育てる他はなさそうだ。

　子供をあやすベルグリフを見て、マルグリットが言った。

「で、そいつはどうするんだ？」

「どうするって……こうなった以上放り出すわけにもいかないだろう？　育てるよ」

「育てるって……そいつ魔王だぜ？　大丈夫なのかよ」

「魔力はほとんど残ってないんだろう？」

「まあ、そうだけど……」

　子供はベルグリフの背中からよじ登って首に腕を回し、後ろから顎鬚をつまんで不思議そうな顔をした。ベルグリフはされるがままになりながらも、手を上げて子供の頭を撫でた。

「俺はこういう子が危険だとは思えないんだよ」

「……ま、ここはベルの家だからな。ベルが決めればいいんじゃねーか？」

　マルグリットは肩をすくめた。ダンカンとグラハムは初めから異論はないようだ。

　唐突に家族が増えてしまった。しかし、これはこれで悪くない。アンジェリンはどういう反応をするだろう。

「結局、なるようにしかならんな……」

　ぽつりと呟いた一言は、誰の耳にも入らなかった。











三十九　指先はまるで別の生き物のように動く。すっかり柔らかく









　指先はまるで別の生き物のように動く。すっかり柔らかくなった白い髪の毛を櫛が通り、編んで、結んで、まとめる。シャルロッテは気持ちよさそうに目を細めた。

「はい、出来上がり」

　リボンを結び終わったユーリがにっこり笑う。目の前の鏡を見てシャルロッテはにまにまと笑う。耳の前で作った三つ編みを後頭部に回し、そこで合わせてリボンで留めてある。リボンは薄青で、シャルロッテの白い髪とよく合った。

　シャルロッテは髪の毛に手を添えながら、肩越しにユーリを見返った。

「ありがとう！　えへへ……」

「ふふ、どういたしまして。シャルちゃん、髪の毛綺麗だからやり甲斐あるわぁ」

「素材が良いと技が生きる……ユーリさん、グッジョブ」

　傍で見ていたアンジェリンがビシッと親指を立てる。シャルロッテは椅子から立ち上がり、アンジェリンの後ろに回って背中を押した。

「お姉さまはわたしがやってあげる！　座って！」

「ほほう……よし、やってもらおうじゃないか」

　アンジェリンは鏡の前の椅子に腰かけて、その後ろにシャルロッテが立ち、その黒髪をいじくり始めた。

　今はユーリの家に遊びに来ている。今日は休日だが、アネッサとミリアムは別の用事で出かけているから、シャルロッテとビャクとの三人で来た。

　ユーリはギルドの建物にほど近い所に一室を借りて暮らしていた。女性の部屋らしく、ものはそこそこあるものの、きちんと片付けられて清潔感があった。これが汚かったら、ベルグリフの嫁候補としては見直しが必要やも知れぬ、と勝手に思っていたアンジェリンは胸を撫で下ろし、やっぱりユーリがお母さんだといいなあ、と思った。

　アンジェリンがシャルロッテたちを保護してから十日ばかりが経とうとしていた。襲撃者たちは現れないどころか気配も見せなかった。すっかり忘れてしまったか、それとも面倒臭くなってやめてしまったか、よもや勝手に潰し合って自滅したのか、現れないなら現れないままでいいけれど、それならそうと一言言って欲しいとアンジェリンは思った。

　何せ、警戒し続けるのはくたびれる。神経を張りつめなくてはいけないし、咄嗟の出来事に対応できるように、大なり小なり武器になるものは常に身に着けておかなくてはならない。ダンジョン探索や護衛依頼などで慣れてはいるけれど、やはり長く続けば疲れる。

　その点、こうやってユーリのような実力のある人物と遊ぶのは気が抜けていい。一線を退いたとはいえ、ユーリは元ＡＡＡランクの冒険者だ。受付嬢という冒険者と触れ合う職に戻って来たせいか、時折見せる鋭い視線はまだ衰えを感じさせぬものだ。いざとなった時には背中を任せられる人物が一緒というのは頼もしい。

　シャルロッテに髪の毛をいじられながら、アンジェリンはビャクの方をちらりと横目で見た。退屈そうに壁にもたれかかって腕を組んでいる。

　この少年も実力的には高位ランク冒険者に匹敵する。なにせ、不意を衝いたとはいえ、ライオネルとチェボルグの二人を相手にして退けたのである。その上ボルドーでは、サーシャ、アシュクロフト、エルモアの三人まで圧倒してみせた。生半可な実力ではない。

　しかし、何となくアンジェリンはビャクを戦わせるのが嫌だった。

　魔王どうこうは彼女にとってはどうでもよかったが、自分よりも年下の、冒険者でもない少年を戦わせるのは気が引けるのである。

　自分を守るなとは言わない。しかし、あえて戦いに出させることもしたくはなかった。戦い続きの血生臭い生き方が、彼の心に何か暗い影を落としているとも思ったからだ。

　もちろん、そんな事はビャクには言っていない。だが、アンジェリンは内心で、シャルロッテと一緒にビャクも守り抜こうと決意していた。そして、いずれお姉ちゃんと呼ばせてやるとも思っていた。一途に自分を慕う妹も嬉しいが、生意気な弟というものも捨てがたい。

「ふふ……家族……」

　二人を連れて帰ったら、お父さんはどんな顔をするだろう？　きっと驚くだろうけど、嫌な顔はせずに温かく迎えてくれるはずだ。そしたら皆で岩コケモモを採りに行くんだ。

　アンジェリンは、家族が増えて驚くベルグリフの顔を思い浮かべてほくそ笑んだが、実家に既に居候が随分増えているとは夢にも思わなかった。

「はい、できた！」

　シャルロッテの声でアンジェリンは我に返った。顔を上げると鏡に映った自分の顔が見えた。いつもは無造作に束ねている黒髪に綺麗に櫛が入り、流れを以て整えられて、ふわりと緩く編まれた大きな三つ編みが右肩から前に向かって垂れていた。
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「おお……これは」

「えへへ、お姉さまには三つ編みが似合うかなって思って！」

「こういうの何だか照れるな……でも素敵。シャル、ありがとう」

「うん！」

　アンジェリンに撫でられると、シャルロッテは嬉しそうに笑った。背伸びするようにつま先で立ち、撫でる手に自分から頭を押し付ける。十日ばかりの共同生活でアンジェリンが可愛がり続けた事もあり、すっかり彼女に懐いていた。

　ユーリが後ろからアンジェリンの頰をつまんだ。

「アンジェちゃん、折角だからお化粧もしてあげましょうか」

「え……いや、お化粧はちょっと……」

　尻込みするアンジェリンに、シャルロッテが抱き付いた。

「えー、なんでなんで？　お姉さま可愛いんだから、お化粧したらもっと可愛くなるわよ!?」

「いや、性に合わないっていうか、なんていうか……」

「もー、それじゃあ彼氏もできないわよぉ？　物は試し。ほら、やってみましょ」

「けどなあ……顔に何か塗るっていう感覚が苦手……ダンジョンの虫よけを思い出す……」

　くつくつと笑い声がしたので、そちらを見るとビャクが小さく笑っていた。

　アンジェリンは顔をしかめた。

「なんだよ」

「テメェは化粧しても美人どころか魔獣に近づくだけだろ。やらないで正解だ」

　アンジェリンはムッとしたように口を尖らせたが、すぐに何か思いついたらしく、いたずら気に笑った。ユーリを見返る。

「ねえ、わたしじゃなくてあいつを化粧しよう。で、可愛い服着せて遊ぼう」

　ビャクの顔から表情が消えた。同時に逃げるように踵を返して扉に向かう。しかし瞬く間にアンジェリンに捕まって壁に押し付けられた。

「は、放せテメェ！」

「……むかーしむかし、ある所に」

「誰が話せっつった!!　放せって言ってんだよ!!」

「お姉ちゃんジョーク……観念しろビャッくん……可愛くしてやるから」

「ビャッくんって呼ぶんじゃねえ！　おい、こいつを──服を選んでんじゃねえよ!!」

　ユーリと一緒に女物の服を選ぶシャルロッテを見て、ビャクは絶望的な顔で叫んだ。シャルロッテは楽しそうな表情で服を取り上げてビャクに見せた。

「ビャクにはこれが似合うと思うの！」

「ふざけんなクソガキが！」

「えー、そうかしらぁ？　こっちの方がいいんじゃないかなぁ？」

「こら年増ァ！　テメェも悪ノリしてんじゃねえぞ！」

「あらあら、もう、ビャッくんたら。女の人に向かってそんな事言っちゃ駄目よぉ？　これはお仕置きが必要ねぇ」

　ユーリはにこにこ笑いながらフリルの沢山付いた服を手に持った。ビャクは青ざめた。脳裏に服屋での悪夢がよみがえる。男の尊厳を完全に踏みにじられた瞬間。自分を道具のように使っていた連中ですら、あんなむごい事はしなかった。

　……というのはオーバーだが、こういった羞恥に慣れていないのは確かである。

　殺していた筈の感情と心が無理矢理こじ開けられるようで、ビャクは困惑し、狼狽し、妙な感覚に恐怖した。自分の中の何かが変えられてしまうような気がした。

　されるがままになるものかと壁にかじり付くようにして抵抗するビャクを、アンジェリンは引きはがして背後から羽交い締めにした。

「あんまりクールぶっても詰まらないぞ……人生は楽しんだ者勝ちだ」

「うるせえ！　少なくともこれは楽しくねえ!!」

「いいのだ。気にするな……」

「いいわけあるかあッ!!」

　アンジェリンは唇をへの字に結んで、ぺしっとビャクの頭を叩いた。

「そんな風に周りを拒絶してばっかりでどうするんだ……お前はこれからも生きて行かなきゃいけないんだぞ？　ずっとそうやってしかめっ面でいるつもりなの？」

「それと女装が何の関係があるってんだよ！」

　アンジェリンはにやりと笑った。

「お前が一番感情的になるから。自分が対象にならない他の事だと、いつもわざと感情殺して詰まらないようにしてるでしょ、お前……」

　確かに、うまい食事も、美しい風景も、札やボードなどのゲームも、いつもビャクは一歩引いて、にこりともせずに見ている事ばかりだった。自分に矢印が向く事を極力排しているような感じだった。

　利用される環境から逃げ出して、自由になったように思われたのに、ビャク自身は何かが変わったようには見えない。変わろうとも思っていない。それがアンジェリンは気に食わなかったらしい。自らで自らの人生を灰色に染める。そんな事に何の意味があるだろうか、と。

　それでもビャクは顔をしかめたままだった。

「……人の心にずけずけ踏み込んで来やがって。気に食わねえんだよ。同じ穴の貉の癖して」

「別にわたしの事は嫌いでもいいけど……でもお前がいつまでもしかめっ面だとシャルが悲しむ」

　ビャクは眉をひそめてシャルロッテを見た。楽し気に服を物色して、ユーリと何か囁き合ってくすくす笑う。ルクレシアから逃げ、ソロモンの巫女として遊説して回っていた時とはまるで違う、十歳の少女そのままの姿だ。

　ビャクは目を伏せて諦めたように嘆息した。

「……くそ」

「ふふ……お前も本当はいい子だもんな。お姉ちゃんには分かってる……」

「何がお姉ちゃんだ、馬鹿が……」

　アンジェリンはにっこり笑ってビャクを押さえる手に力を込めた。

「さあ、ユーリさん。お化粧よろしく」

「おー、任されたわぁ。ふふ、楽しみ」

　ユーリは化粧道具をごそごそと取り出す。羽交い締めにされたままのビャクは観念したのかすっかり大人しくなっているが、何となく釈然としない顔をしていた。

「……おい」

「なに？」

「お前は女だよな？」

　アンジェリンは怪訝な顔をした。

「そうだけど……なんでそんな事を聞くの」

　ビャクは何かを確認するように小さく身じろぎして、そうして小さく首を傾げた。

「何の感触もしねえ……」

　アンジェリンのやや本気がかった拳がビャクの頭を直撃した。
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　はしゃぐシャルロッテと、ぐったりしたビャクを連れて、アンジェリンはユーリの家を出た。化粧をし、女物の服を着せられたビャクが予想以上に可愛かったので、女子たちは大興奮だった。ビャク自身はずっと渋い顔をしていたのは言うまでもない。

　三人は昼食を取ろうと往来を下って行った。

　人が大勢行き交っていて、気を抜くとはぐれてしまいそうだ。アンジェリンはシャルロッテと手をつなぎ、シャルロッテはさらに反対の手でビャクの手を握った。

　空には小さな雲があるばかりで陽射しは強く、暑い。その上人いきれや砂埃が凄いから、歩くだけで大変だ。

　手近な店を探してきょろきょろするアンジェリンを前に、シャルロッテはビャクに話しかけた。

「ねえ、ビャク。お前は何が食べたいの？」

「……別に。お前の好きにすればいいだろ」

「もう！　そんな素っ気ないとお姉さまに言いつけるわよ！」

「……すっかり懐柔されやがって」

　ビャクはうんざりしたようにため息をついた。

　アンジェリンは表から裏路地に入り、細い小道を辿って行った。小さな階段があり、坂道があった。その先に小さな食堂があるのを知っていて、時折アンジェリンはそこに訪れた。

　戸を開けるとひんやりした空気が溢れて来た。

　ここの店主はドロップアウトした魔法使いで、店には冷房魔法クーラーの術式がかけられている。元が本職の魔法使いだけあって、その調節は見事だ。しかし居心地の良さにもかかわらず、看板も出さずに営業しているせいもあって、お客はあまりいないようだった。

　席を見回すと、なんだか見覚えのある姿がある。アンジェリンは早足で近づいて肩を叩いた。

「マリアばあちゃん……！」

　椅子に腰かけて何か飲んでいたマリアは、面倒臭そうな表情で振り向いた。

「アンジェか……妙な所に来やがるな、お前は」

「ばあちゃんこそ町に来るなんて珍しい……どうしたの？」

「フン、ちょっと材料が入用になったんだよ。自分で見たい素材だから、わざわざ来たが……相変わらず埃っぽくて不健康な町だな、ここは」

　マリアはそう言ってマフラーの位置を正した。成る程、足元に素材が入っているらしい袋が置かれている。

「髪型変えたのか？　アンジェ」

「ふふ、分かる……？」

　アンジェリンは嬉しそうに三つ編みに手をやった。マリアはグラスの中身を少し飲み、シャルロッテとビャクをじろじろと眺めた。

「で、なんだ、そのガキどもは」

「妹と弟」

「……あ？」

「冗談。わけあってうちに居候してるの」

「しょうもねえ噓をつくんじゃねえよ……」

「ふふ、ごめんね。こっちがシャルロッテ。こっちがビャク。ほら、挨拶……」

　アンジェリンに促されてシャルロッテはぺこりと礼をした。ビャクも小さく会釈する。

　マリアは目を細めてシャルロッテを見、それからビャクを見た。

「小娘は随分魔力が多いな。小僧の方は魔力の質が変じゃねえか。何だ、お前は？」

「……さあな」

「はっ、生意気なガキだな。だが、魔法陣を飛ばすのはほどほどにしとけよ」

　ビャクはピクリと眉を動かした。アンジェリンは怪訝そうな顔をしてビャクを見た。

「お前、立体魔法陣飛ばしてるの？　見えないやつ？」

「……まあな。不意の奇襲対策だ」

「自動防御に不可視の術式込みとは中々だ。だが雑だな。もっと上手く組めるはずだ」

「余計なお世話だ……」

「黙れ。そういう適当な魔法を使われるとむず痒くて適わん」

　マリアは小さく何か呟き、さっと指を振った。周囲に立体魔法陣が浮かび上がる。ビャクは驚いたように目を細めた。

「見ろ。お前の陣はこの部分は平面でしか捉えられていない。ここの円形は球体だ。そこに三角錐と立方体が組まれる。立方体は枠だけじゃ駄目だ。ここは面で加えなければ魔力の気配が漏れる」

「……チッ」

　正しいと分かっているのだろう、ビャクは言い返さずに舌打ちだけこぼした。アンジェリンはくすくす笑い、マリアの向かいの椅子に手を置いた。

「ばあちゃん、ここ座っていい？」

「勝手にしろ。騒がしくすんじゃねえぞ」

　マリアは椅子に深く腰掛けて息をついた。

　シャルロッテは椅子に腰かけながら、おずおずと口を開いた。

「ばあちゃんって……？」

「うん。マリアばあちゃん。すっごい魔法使いなの。魔法で老化を止めてるけど、もう六十八……九だっけ？」

「ピチピチのな。乙女だ」

　シャルロッテは「ほえー」と驚いたようにマリアをまじまじと見た。そしてもこもこと着ぶくれているその服装を見て、不思議そうに首を傾げる。

「あの、暑くないんですか……？」

「あ？　寒いくらいだよ。そういう病気だからな」

　それを聞いてシャルロッテは恐縮した。

「す、すみません、知らなくて……」

「フン、そりゃそうだろうよ。ほら、あたしに構ってないでさっさと注文しな」

　マリアはしっしっと手を振って、グラスに口を付けた。

　驚くほどうまいわけでもないが、決してまずくもない食事を取りつつ、アンジェリンはマリアと歓談にふけった。

「ばあちゃん、今日は咳が出ないね」

「まぁな。新しい薬を試してみたんだが……材料が高過ぎだ。ちょくちょくは使えねえな」

「ふうん……研究、順調？」

「順調かどうだか分かりゃ世話ねえよ」

　アンジェリンはかねてシャルロッテにも自衛の術を身に付けさせたいと思っていた。しかし彼女は剣は明らかに不得手だし、槍や斧、弓矢だって駄目そうだ。だが、身に宿る魔力の量は段違いである。ボルドーでは魔法で町を混乱させたのだし、戦うのならば魔法だろうと考えていた。

　しかし、アンジェリンは魔法使いではないし、ビャクの使う魔法は高度過ぎる。かといってミリアムは教えるのが上手い方ではない。いずれマリアに相談したいと思っていたので、ここで会えたのは渡りに船であった。さっきビャクに手早く魔法陣の手ほどきをした技量から見ても、魔法の師としてこれ以上の人物はいないように思われた。

「ねえ、ばあちゃん。シャルは魔力がいっぱいあるよね……？　何か魔法を覚えられないかな？」

「あん？」

　マリアはシャルロッテをジッと見た。シャルロッテは緊張したように表情をこわばらせた。マリアは思考するように眉根を寄せた。

「魔力の量だけで才能は決まらねえよ。実際にやってみない事にはな」

「もし頼めば教えてくれる？」

「いいが、あたしは厳しいぞ。中途半端は嫌いだからな」

「そっか……じゃあトルネラに行こう、ばあちゃん」

「……あ？」

　話が斜め上に飛んで、マリアは目を点にした。

「お前……どういう話の持って行き方だ。なんでそうなる？」

「この子たちは悪い奴らに狙われてるの。だからオルフェンにずっといるのは危ないの」

「それが何の関係がある」

「だから、シャルたちはそのうちトルネラに連れて行く。多分あっちの方が安全。もし、ばあちゃんが魔法を教えてくれるなら、必然的にばあちゃんもトルネラに行かねばならない……」

　公国の極北の村であれば、ルクレシア教皇庁の秘密機関だろうと、得体の知れない悪の組織だろうと、そうそうは追って来られないだろうと考えている。よしんば一部が追い付いたところで、ベルグリフさえいれば大丈夫だと本気で思っているのだ。基本的に、アンジェリンはあらゆる点においてベルグリフに全幅の信頼を置いているのである。

　マリアは呆れたように首を振った。

「馬鹿言え。トルネラじゃ素材が手に入らねえよ。あたしはだらだら隠居がしてえわけじゃねえんだ。戦うのは面倒だが、研究は続けたいんだよ」

「でもトルネラは空気が綺麗。きっとばあちゃんの肺にもいい。お父さんと結婚すれば面倒も見てくれるよ……？」

　マリアは呆れたように肩をすくめた。

「またそれか。あたしはお前が娘だなんてごめんだよ。お前の親父にも興味なんかないね」

　アンジェリンは唇を尖らした。

「ふん、ばあちゃんは知らないからそう言える……でもいいや。それ抜きにしてもトルネラには遊びに来て……療養になるし、一緒に来てくれれば道中も安心……」

「……ま、今の研究が一段落したら考えてやるよ」

　マリアはそう言ってグラスの中身を飲み干した。











四十　結局夕方近くまでだらだらと









　結局夕方近くまでだらだらと雑談し、店を出た時にはすっかり西日が射して辺りが薄赤に染まっていた。見上げた空の雲が焼けたような朱色になっていて、陰影のせいで形が嫌にくっきりとしている。段々上から夜がかぶさって来るらしい、白々した天頂の辺りに星が瞬いている。

　夕方の涼風が吹き始める中、シャルロッテは空を見上げてほうとため息をついた。少し不安そうな表情である。アンジェリンは首を傾げた。

「どうしたの？」

「……こんなに楽しくていいのかなって」

　シャルロッテは目をしばたかせ、何かに思いをはせているらしい、少し目が涙で潤んだように思われた。今ある幸せと、自分の犯してしまった過ちが天秤の両端に載ってゆらゆらと揺れていた。

　理不尽な暴力で国を追われた身とはいえ、無関係の他人に悪事を働いていいという免罪符にはならない。復讐にのぼせた頭では分からなかった事が、今になって彼女の心を責め苛んでいた。自分に幸せになる資格があるのだろうか、と。

　アンジェリンはぽんぽんとシャルロッテの頭を優しく叩いた。

「そんなの気にしない……生きるのは楽しい事がいっぱい」

「……ありがとう、お姉さま」

　シャルロッテはアンジェリンの手を握り返した。

　帰り際に行商市場に寄った。大小の馬車が庇を出して露店の様相を呈し、あちこちから来た色とりどりの食材がその軒先を賑わしている。夕飯の買い物に来た人々で市場はいっぱいだ。大道芸人が大仰な見世物をし、流浪の民たちが路上で演奏し、まるでお祭りさながらの賑わいである。

　冷蔵魔法庫フリツジ付きの大きな馬車では魚が売られていた。エルブレンの魚を運んで来たと言っている。成る程、釣れたてとは言えないが、冷やされたまま運ばれて来た魚はつやつやしてうまそうだ。シャルロッテが思いついたようにアンジェリンの手を引っ張った。

「ねえ、お姉さま。今日は魚を買って帰ってお料理しましょ！」

「ん……いいかも……」

　昼は肉料理を食べた。それなら夜は魚というのは悪くない提案だ。

　ならばどの魚を買おうかと物色していると、「あっ」と後ろから声がした。アンジェリンが振り向くと、数人連れの男が立っていてシャルロッテを睨み付けていた。シャルロッテは体をビクリと震わせた。

「テメェ、このインチキ野郎！」

「ノコノコこんな所に出て来やがって、ガキが！」

「ヒッ……ご、ごめんなさい！」

　怯えるシャルロッテを見て、男たちは嗜虐心に満ちた笑みを浮かべた。

「テメェみてえな奴が出て来ちゃ迷惑なんだよ。俺たちがどれだけ傷ついたか……」

「なにがソロモンだよ、騙しやがって。どう落とし前付けてくれんだ？　ああ？」

　グッと唇を嚙むシャルロッテをかばうように、ビャクが面倒臭そうに前に出た。

「あんたらにはもう金を返しただろう。今更何だってんだ」

「何言ってやがる！　屑が、ちっとも反省してねえな！」

　ビャクの胸ぐらを摑もうと伸ばした腕を、アンジェリンが引っ摑んだ。

「やめて」

「な、なんだテメェは……関係ねえ奴はすっこんでろ！」

「この子たちが悪くないとは言わない。でもお金返してきちんと謝ったんでしょ……？　難癖付けていじめるのは大人のする事じゃない」

「んだとコラァ！　このアマ、舐めやがって！」

「何やってるんですか！」

　よく通る声がした。見るとシスター・ロゼッタが立っていた。買い物カゴを片手に持ち、仁王立ちして男たちをキッと見据えている。

「子供相手に大の大人が束になって、情けないと思わないんですか！　主神も悲しみますよ！」

「ぐ、次から次へと……」

「おい、流石にヴィエナ教のシスター相手に揉め事はまずいぞ……」

　一度邪教に鞍替えした後ろめたさがあるらしい、男たちは逃げるように立ち去った。アンジェリンはホッと息をついて、すがり付いていたシャルロッテの頭をぽんぽんと撫でた。

「ありがと、ロゼッタさん」

「うん、よかった。乱暴されなかった？　そっちの子たちは……」

　ロゼッタはシャルロッテとビャクを見やった。シャルロッテは少し眉をひそめてアンジェリンの後ろに隠れた。ビャクは黙って立っている。

「こっちはシャルロッテ。こっちはビャク。わけあって今はうちに居候してるの……」

「へえ、そうなんだ。よろしくね、二人とも。わたしはロゼッタっていうんだ。近くの教会孤児院でシスターをやってるんだよ」

　ロゼッタはにこやかに言うが、シャルロッテはムスッとして答えない。ビャクも小さく会釈して黙ったままだ。ロゼッタは困ったように笑って頰を搔いた。

「嫌われちゃったかな……」

「シャル……そういう失礼な態度を取っちゃ駄目」

「だって……」

「駄目。助けてくれたでしょ？　それにロゼッタさんはわたしのお母さん候補だぞ……」

「こらアンジェ！　まだそんな馬鹿な事言ってるの！」

　ロゼッタはこつんとアンジェリンの頭を小突いた。アンジェリンは口を尖らした。

「馬鹿な事じゃない……わたしは本気」

「もう……」

　ロゼッタは嘆息した。シャルロッテはフンと鼻を鳴らした。

「ヴィエナ教のシスターなんてお姉さまにはふさわしくない……」

　ロゼッタは少し驚いたように目を開き、シャルロッテを見た。

「何かあったみたいだね……よかったら聞かせてくれるかな？」

「……別に話す事なんか」

「そうもいかないよ。主神の慈愛はあまねく地を照らす。迷う子を導くのもわたしらの仕事なんだ」

「何が慈愛よ！　そんなものあるわけないじゃない！」

　シャルロッテの大声に、人々が驚いて足を止め、怪訝そうな顔をしてじろじろ見る。魚屋の主人がうんざりしたように顔をしかめた。

「お嬢ちゃんたち、さっきから商売の邪魔だからどっか行ってくれないか？」

　四人は往来の市場の端の方に寄った。道は人通りが多く、立っていると邪魔だから裏路地に入ったような形で、建物の陰だ。

　ずっと不機嫌そうにして黙っているシャルロッテの代わりに、アンジェリンが大まかに説明した。シャルロッテがルクレシアの出身だという事、枢機卿の娘だという事、政争に巻き込まれて両親が死んだ事など。

　話を聞き終わると、シスター・ロゼッタは静かに十字を切って祈りを捧げた。それからあくまで優し気な表情でシャルロッテに話しかける。

「……大変だったんだね。頑張ったね」

「ふん、あなたなんかに同情されるいわれなんかないわ。ヴィエナ教なんか信じられない」

　ロゼッタは困ったように眉をひそめた。

「うん……そりゃ、聖職者の中にも色んなのがいるのは確かだよ。立場や権力を利用して悪い事をする人だっている。けどね、敬虔に祈りをささげて、心静かに暮らす人たちもいるんだ。そんな人たちを主神は決して見捨てたりしないよ」

「噓よ！」

　ロゼッタの言葉を遮るようにして、シャルロッテが叫んだ。拳を握りしめ、目には涙さえ浮かんでいた。

「敬虔だったわ！　毎朝毎晩お祈りして、礼拝に行って、幸せである事を感謝してた！　恨んだり、悪い気持ちを持ったりした事なんかなかった！　それなのに、どうして主神はお父さまとお母さまを助けてくれなかったの!?　なんで!?　なんでよぉ……」

　シャルロッテはロゼッタに摑みかかり、小さな拳でぽすぽすと殴りながら涙をこぼした。声を上げ、嗚咽し、溢れる感情を叩き付けるようだった。理不尽な怒りだと頭のどこかでは分かっていても、つい感情的になって怒りが露わになる。両親の顔が脳裏によぎり、涙はとめどなく溢れた。

　ロゼッタは悲しそうに目を伏せ、そっとシャルロッテの頭に手を置いた。

「……ごめんね。わたしはそれには答えられない」

「やっぱり！　そんな事だろうと思った！　この偽善者！」

「シャル、落ち着いて。ロゼッタさんは悪くない」

　言いかけたアンジェリンを制して、ロゼッタは前に出た。

「アンジェ、下がっててくれるかな？」

「……分かった」

　アンジェリンは後ろに下がってビャクと並んで様子を見守った。ロゼッタはしゃがみ込み、シャルロッテの肩に手を置いた。シャルロッテは涙をこぼしながら鼻をすすった。

「ごめんよ、わたしは無責任だったね……」

「ふん！　あなたにわたしの気持ちなんか分かるわけないわ！」

「うん……そうだね。軽々しくそんな事言えない。それでもね」

　ロゼッタはシャルロッテを優しく撫でた。

「祈らせて欲しいんだ。起こってしまった事にじゃなくて、あなたのこれからが祝福されるように。辛い過去を乗り越えて行けるように」

「そんな事！　口でなら何とでも言えるわ！」

「違うよ。だって、今あなたはアンジェたちと一緒にいるじゃない。あなたの未来はこれからなんだよ？　復讐の道から、温かな世界に帰って来られたんだよ。それを否定しちゃいけないよ！」

「──ッ！　うるさいッ！　うるさいうるさいうるさい！」

　シャルロッテは怒ったようにロゼッタを突き飛ばすようにして離れた。

　やるせなさ、怒り、悲しみ。色んな感情がシャルロッテの中で渦巻き、彼女は無我夢中で路地から出ようと走った。逃げたって仕様がないと分かっているのに、この場から逃げ出したくてたまらなかった。

　だが、どんとぶつかるものがあった。シャルロッテが驚いて顔を上げると、巡回らしい兵士が怪訝な顔をして立っていた。

「こんな所で何をやっている」

　ロゼッタが駆け寄ってにこやかに話しかける。

「お疲れ様です、兵士さん。あの、何でもないんです。ちょっと話をしていて」

「こんな所で。夕暮れ時に？　危ないじゃないか。悪い人が現れるかも知れないよ。わ、わ、悪い人が、人が、悪い、わる、悪い子、だなあ」

　兵士の目の焦点が合わなくなり、瞳は虚ろで光を失った。腰の剣を抜いて振り上げた。

「わ、わ、悪い子は、ころ、ころ、殺さなきゃ、ねえ？」

「ひっ……！」

　身をすくませたシャルロッテに剣が振り下ろされる。

　シャルロッテはぎゅうと目をつむった。

　だが、ふわりと温かいものに抱きすくめられるように押し倒され、地面に転がる。後ろからアンジェリンの叫ぶ声がした。

「ロゼッタさん！　シャル！」

　シャルロッテは目を開ける。予想した痛みはない。

「……！　なんで……」

　ロゼッタがシャルロッテを抱くようにして覆いかぶさっていた。顔を上げ、弱々しく笑う。

「いたた……大丈夫かい？」

「いやっ……！　いやあっ！」

　シャルロッテは必死になって、さっきまで憎んでいた筈のロゼッタを抱きしめた。

　手にべっとりしたものを感じた。見ると血が付いている。ロゼッタの緑色の僧服が背中の方からどす黒く染まって行く。買い物カゴの中身がそこいらに転がっていた。

　シャルロッテは絶望したような表情で呆けた。

　尚も剣を振り上げた兵士を、飛ぶように現れたアンジェリンが蹴り飛ばした。兵士はもんどりうって倒れ、しかし人形のように起き上がった。

　アンジェリンは苛立たし気に舌を打ち、起き上った兵士を再び蹴倒す。

「直前までなんの気配もなかった……！　くそ、わたしの馬鹿！」

　散々気を抜かないように気を付けていたのにこれだ。不甲斐なさに嫌になる。お父さんならこんな失敗なんかする筈ないのに。

　突如として周囲に気配が充満した。四方八方からナイフが投擲される。

　アンジェリンはシャルロッテとロゼッタを守るように剣を構えた。だが、ナイフは途中で弾かれるように地面に落ちた。

「ぼんやりしてんじゃねえよ」

　ビャクがアンジェリンの背後を守るように立っている。不可視のままだが、周囲には立体魔法陣が飛んでいるのだろう。

　アンジェリンはロゼッタを抱き起こしておぶうと、恐怖に動けなくなっているシャルロッテの手を取って立たせた。

「わたしの……わたしのせいで……」

「シャル！　しっかりして……！」

　ざざざ、と足音をさせて気配が迫る。見るとオルフェンの都の兵士たちだ。しかし目は虚ろで、人形のようである。それなのに身のこなしはすさまじく、前に相対した仮面の襲撃者よろしく、壁を駆けるようにして向かって来た。

　アンジェリンは剣に鞘をかぶせて、シャルロッテを抱き寄せた。

「ビャク、この人たちは操られてるだけ……！　殺しちゃ駄目！」

「チッ……」

　ビャクは腕を振る。見えない魔法陣が兵士たちを弾き飛ばした。怒鳴った。

「もたもたすんな！　路地を出ろ！」

「お前も一緒に来るの！　わたしが守ってやるから、戦わなくていい！」

　そうでなきゃ、ビャクはいつまでも心を開かないままだ、とアンジェリンは道を塞ぐ兵士を剣の腹で殴りつけて腰に戻し、空いた手でビャクの腕を引いた。

　表通りに飛び出す。

　日が暮れかけてそこいらは薄暗い。露店や商店の軒先に明かりが灯り、行き交う人々の影が生き物のように動いていた。

　ロゼッタはアンジェリンの背中で弱々しく呼吸していた。まだ死んではいない。しかしシャルロッテをかばって背中をばっさり斬りつけられたせいで、出血がひどい。放っておいては確実に死んでしまう。

　未だ心ここにあらずといった様子のシャルロッテをビャクに任せ、アンジェリンは素早く思考を巡らせる。

「孤児院……は駄目だ……ギルド！」

　近いのは孤児院だが、他のシスターたちや子供たちを巻き込むわけにはいかない。これ以上の人数を一人で守り切るのは無理だ。

　アンジェリンは人ごみを縫うようにして走った。シャルロッテを抱きかかえたビャクもその後に続く。後ろからは操られた兵士たちも追って来ているようだ。時折肩や肘にぶつかる人々が、非難めいた視線で彼らを見た。

　走りながらアンジェリンは考える。

　操っている人間が必ずいる筈だ。そいつを叩かない事には、兵士たちは死ぬまで追って来るだろう。そうだとすれば、目視にせよ魔法にせよ、術者はどこかで自分たちを見ている筈である。これだけの動きをさせる魔法ならば、あまり離れた所にはいるまい。

　しかし、まずはロゼッタの治療が先だ。ギルドまで行けば霊薬がストックされている。

　背中に感じるロゼッタの心臓の鼓動が止まぬ事を祈りながら、アンジェリンは走り続けた。

　通りの両側の建物の上を、並走するように駆けて行く気配を感じる。おそらく上からも襲撃者が見ているのだろう。身軽ならばこちらから仕掛けてやるものを、とアンジェリンは歯嚙みした。

　人通りに救われたか、何とかギルドの建物まで辿り着いた。アンジェリンたちが中に飛び込むと、ロビーにたむろしていた冒険者たちが驚いたようにざわめいた。アンジェリンはそれには構わずに受付のカウンターに飛び付く。

「霊薬！　霊薬を出して！」

　受付嬢がビックリして悲鳴を上げた。

「ひゃああ、アンジェリンさん!?　な、なにがあったんですか!?」

「説明は後……！　急がないと死んじゃう……！」

　受付嬢は、アンジェリンの背中のロゼッタを見て、一気に表情を引き締めた。

「分かりました！　ひとまず医務室に！」

「うん……ギルドマスターは？　しろがねのおっちゃんでも、マッスル将軍でもいい……」

「それが、融資先の貴族様から呼び出しがあって、皆出払ってしまっていて……」

「もう、肝心な時に……！」

　アンジェリンはロゼッタを受付嬢に任せながら、ビャクの方を見た。ビャクは不機嫌そうに顔をしかめ、その腕に抱かれたシャルロッテは、よほどショックだったのか、まだ呆然としている。

「ビャク、シャルをこっちに……」

　アンジェリンが手を伸ばしたその時、操られた兵士たちが建物の中に雪崩なだれ込んで来た。初めにアンジェリンたちを追って来た時よりも数が増えている。血を流していたり、明らかに腕や足が折れていたりしている者もいるが、それでも手に手に武器を持って、虚ろな目をぎょろぎょろ動かしている。

　冒険者たちは驚いて立ち上がり、武器を構えた。今にも打ち掛かりそうに野太い威嚇の声を上げる。アンジェリンは慌てて冒険者たちを制した。

「待って！　その人たちは操られてるだけ！　殺しちゃ駄目！」

　言いながら、腰の剣を鞘ごと抜いて構えた。

「術者を片付ければ何とかなる！　それまで何とか殺さずに持ちこたえて！」

　無茶言うな、と冒険者たちはぶうぶう言いながら後退った。

　兵士たちが武器を振り上げて前に押して来る。

　その時、大きな音がして閃光が迸り、兵士たちが後ろから吹き飛んだ。アンジェリン始め、冒険者たちはぽかんと口を開ける。

　ばたばたとひっくり返った兵士たちを飛び越えるようにして、誰かが飛び込んで来た。海のように濃い青髪が揺れた。

「……！　ユーリさん！」

「もう、一体何があったの？」

　ユーリは青い髪の毛をかき上げながら、周囲で起き上がる兵士たちを見て眉をひそめた。

「兵士さんたちじゃない。アンジェちゃん、悪い事でもしたの？」

「違う。この人たち操られてるの……術者を何とかするから、殺しちゃ駄目……！」

　兵士が一人起き上がってユーリに襲い掛かった。ユーリは小さく身をかわし、拳を握り込んで兵士の顎を殴った。同時にぱしん、と白い光が弾けて、兵士は痙攣して倒れ込んだ。

「……よく分からないけど、ひとまず動けなくすればいいのよね？」

　ユーリは手早く髪の毛を束ねてから、拳を握ってぽきぽきと音を立てた。手首から先が帯電したようにパチパチと白く明滅した。アンジェリンはニッと口端を上げた。

「そういう事！」

　アンジェリンも剣を振って、手近な兵士を殴り倒した。冒険者たちも不承不承という態ではあるが、武器に布をかぶせたり鞘に収めたりして、殺さぬように工夫しながら兵士たちを迎え撃った。

　しかし、こちらは殺さぬようにしていても、相手方は殺そうと向かって来る。しかも、倒れ伏しても何度でも起き上がって来るのだ。まるでアンデッドでも相手にしているようで、冒険者たちは次第にやる気をなくして来た。別に彼らにはアンジェリンを手助けする義務はないのである。

　そんな中、ユーリは軽い身のこなしで飛び回り、電撃を纏わせた拳で、次々と兵士たちに土を舐めさせていた。流石は元ＡＡＡランクの冒険者である。頼もしい事この上ない。まだまだ現役でも通用しそうだ。

　その時、不意にぼんやりとした明かりが浮かび上がった。砂色の幾何学模様の立体が飛び回る。ビャクが立体魔法陣を可視化させたようだ。それらは次々と兵士たちを叩き伏せて、そのまま重量を増すようにして背中や腕を押さえ付けた。冒険者たちが驚いたように声を上げた。

　アンジェリンは眉をひそめてビャクを見返る。

「お前は下がっていていいのに」

「フン……テメェに守られるなんざ御免だ。手間取りやがって情けねえ」

　ビャクは腕を振って魔法陣を操り、次々と兵士を押さえ付けて動けなくした。

　アンジェリンは唇を嚙んだ。守るだ何だと言っておいて、結局一人では何もできていない。これでは単にベルグリフの真似事をして、いい気になっていただけだ。

「くそ……」

　早く術者を何とかしなきゃ、とアンジェリンは地面を蹴り、動きの鈍くなった兵士たちの間を縫うようにしてギルドの建物の外に出た。

　すっかり日が暮れて、街灯に火が灯り、行き交う人々の表情も分からなくなっている。

　術者はどこだ、とアンジェリンは鋭く周囲を見回し、感覚を研ぎ澄ました。

　傀儡の魔法を使っているという事は、細い魔力の糸がある筈だ。冒険者ギルドの近くだから魔法使いが何人もいる事もあって、魔力の気配が混ざり合って分かりづらいが、それでもアンジェリンは微弱な気配を感じ取って顔を上げた。

「そこか……ッ！」

　地面を蹴る。軒の柱に飛び付いて、そこから庇の上に飛び上がり、建物の壁を駆け上がるようにして一気にのぼる。

「見つけた」

　仮面を着けた数人が固まって、アンジェリンを見ていた。術者らしいのは仮面の模様が少し違う。周囲を取り巻く仮面たちは剣を抜いてアンジェリンにかかって来た。

「お前らには容赦しないぞ……！」

　アンジェリンは剣を鞘から抜き放ち、かかって来た数人をまとめてなで斬りにした。そのまま前に飛び出す。

　術者を狙って振られた剣を、仮面の襲撃者が一人、体で受け止めるようにして防いだ。肉に食い込んだ剣を、そのまま手で摑んだ。押しても引いても動かない。顔をしかめたアンジェリンに、パッと散って周囲を取り囲んだ別の仮面たちの剣が迫った。

　だがアンジェリンは剣から手を離すと素早く身をかがめて攻撃をかわす。腰のベルトからナイフを引き抜いて一人の喉元に突き込み、さらに一人の足を払って建物から下に落とした。上から人が落ちて来たので、下の往来で騒ぎが起こっている。

「通行人に当たってませんように……！」

　呟きながら、剣を摑んだ仮面を蹴倒し、無理矢理に剣を引き抜いた。引き抜いた勢いのまま剣を振り、尚も周囲から迫って来た襲撃者たちを一息に切り伏せた。

　顔を上げて術者の方を睨む。仮面を着けているから表情は分からない。しかし何かぶつぶつと呟いていた。

「主神……主神よ……我らを悪しき者より守り給え……」

「……えげつないぞ教皇庁めッ！」

　アンジェリンは怒号一声、剣を振った。術者の首が飛び、その体から飛ばされていた魔力の糸がふっつりと断ち切られる。

　アンジェリンは剣を振って血を飛ばし、鞘に収めた。何だかどっと疲れた。

　建物の端に行って下を見る。ギルドの中からは我に返った兵士たちが傷の痛みに呻く声が聞こえた。殺さないようにしたとはいえ、かなりの怪我を負った者もいるだろう。

「……全然駄目だな、わたし」

　アンジェリンは暗澹とした気分になったが、ロゼッタやシャルロッテの事を思い出して、そんな暇はないと急いで建物を駆け下りた。





○






　白いローブを着て、フードを目深にかぶった男が腕を組んで立っていた。アンジェリンが戦っていた所からは少し離れた場所だが、アンジェリンの様子はよく見えていた。

「……ふむ」

　男は顎に手をやり、考えるように目を細めた。

「確かに強い……しかし、それだけでは」

　男はさっきまで戦いのあった所まで飛ぶようにして行った。死体が転がって、鼻を突く死臭が夏の宵の暑気に蒸されて漂っている。男は死体を一つ一つ確かめるようにしながら歩き、首を傾げた。

「丁度いい当て馬だと思ったが、こんな連中では力を測るには弱すぎるな……冒険者に関しては浄罪機関も碌な情報を得ていないと見える」

　男はちらとギルドの方を見た。

「……もう一当てしておくか」

　懐から黒い宝石を取り出した。何か呪文を唱えながら、宝石を持った手に力を込める。

　青白い光が手から溢れ、風もないのにローブの裾がはためいた。

「行って来い」

　男は宝石をギルドの方に放り投げた。











四十一　怪我人の治療で大わらわだった









　怪我人の治療で大わらわだった。ギルドの職員が行き交い、鼻に抜けるような霊薬の匂いが建物中に漂っている。

　さっきまで気が触れたように襲い掛かって来ていた兵士たちが、突然誰も彼も地面に転げて痛みに呻き始めたので、冒険者たちは困惑したが、これはアンジェリンが術者を仕留めたのだ、とユーリが判断し、すぐに霊薬が持ち出され、職員総出で治療が始められた。

　医務室は既に満員で、ロビーの椅子やテーブルを緊急のベッドにしている有様である。町の兵の詰め所に連絡を送っているらしいが、かなりの数の兵士が操られていた事もあり、情報がごたごたして、中々連携が取れていないようだ。

　アンジェリンは寝転ぶ兵士たちの間を歩きながら嘆息した。もっと早く術者を何とかできていれば、と思った。

　医務室に入った。ベッドは兵士たちでいっぱいで、まるで野戦病院のような有様だった。兵士たちは操られていた時の記憶がないようで、なぜ自分たちがこんな目に遭っているのか、さっぱり分かっていない様子である。

　奥の方にロゼッタが寝かされていた。脇に置かれた椅子にシャルロッテが座っていた。近づいて来たアンジェリンに気付いたシャルロッテは、みるみるうちに目に涙を溜めた。

「お姉さまあ……」

「シャル、平気？　ロゼッタさんは……」

　アンジェリンはシャルロッテを撫でながら、ベッドのロゼッタを見た。

　背中の傷だから俯せになっていて、霊薬を塗ったらしい、血はとまっている。顔色は悪くなく、口元に手をやると穏やかな呼吸を感じた。

「よかった……」

　最悪の事態だけは何とか回避できたか、とアンジェリンは息をついた。

　シャルロッテはアンジェリンに抱き付き、腰辺りに顔をうずめて嗚咽した。

「わ、わたっ、わたしのせいでぇ……」

「違う。シャルのせいじゃない。自分を追いつめちゃ駄目……」

「でも……ッ！」

「ぅうん……」

　ハッとして目をやると、ロゼッタが身じろぎして、うっすらと目を開けた。

「……どうなっちゃったの？　ここは……」

「ロゼッタさん、無理しちゃ駄目。大怪我だから……」

　アンジェリンは、身を起こそうとするロゼッタに慌てて駆け寄り、体を支えた。

「いたた……アンジェ、あの子は……」

　言いかけたロゼッタは、シャルロッテに目をとめて、安心したように表情を緩めた。

「よかった……無事だったんだね」

　その言葉に、シャルロッテは言葉が詰まったように唇を嚙み、涙をぼろぼろこぼした。それでも怒ったように眉を吊り上げて、叫んだ。

「馬鹿ッ！　馬鹿よ！　わたし、あんなひどい事言ったのに……！　なんで！」

「はは……そうだね。わたしは馬鹿だから、何でかなんて分かんないよ。でも無事で本当によかった……」

　まだ傷が痛むらしい、ロゼッタは弱々しく笑ってシャルロッテの頭にぽんと手を置いた。シャルロッテは涙をぽろぽろこぼしながら、ロゼッタの胸元に顔をうずめ、しゃくり上げた。

「ごめんなさい……！　助けてくれてありがとう……ありがとぉ……」

「ふふ、どういたしまして」

　アンジェリンは嘆息して、そっと踵を返した。ギルド付きの治療士を呼び止めて、尋ねる。

「ロゼッタさんの……あそこのシスターの怪我はどう？」

「ああ、彼女ですか。傷自体は大きいですし、血も随分流したみたいですが、骨にも内臓にも達してません。止血もしたし、このまま安静にしていれば大丈夫でしょう」

「そう……」

　ひとまず大丈夫そうだ。ちらとそちらを見やると、ロゼッタがシャルロッテを撫でながら、何か話をしているらしかった。

　わたしの出る幕はないな。

　アンジェリンは重い足取りで医務室を出た。ロゼッタの事を教会孤児院に伝えておかねばなるまい。

　ふらふらと歩いて行くと、ユーリがロビーの血だまりを掃除しているのが見えた。近づいて声をかける。

「ユーリさん」

「あら、アンジェちゃん。大変だったわねえ」

「うん……ありがとう。助かった」

「ふふ、いいのよ。困った時はお互いさまなんだから」

　ユーリは優しく微笑み、アンジェリンの肩を叩いた。アンジェリンは弱々しく笑った。

「……ちょっと頭を冷やして来る。医務室にシャルとロゼッタさんがいるの。任せていい？」

「うん……分かった。無理しちゃ駄目よ、アンジェちゃん」

「……ありがと」

　アンジェリンの思いつめたような表情を見て、何かを察したのだろう、ユーリは文句ひとつ言わずに微笑み、掃除を他の職員に任せて、医務室に入って行った。

　アンジェリンは建物の外に出た。今夜は夕方からずっと風がないから、どこかもったりとした暑気が溜まっているように思われた。

　深く呼吸をし、何ともなしに辺りを見回す。ギルドの騒動を聞きつけたらしい野次馬が来ているが、喧騒という意味ではいつもと似たようなものだ。視線を動かしていくと、ビャクが表の壁に寄り掛かって、空を見上げながらジッとしていた。アンジェリンが近づくと眉をひそめ、皮肉気な笑みを浮かべた。

「ザマァねえな。何がお姉ちゃんがいれば安心だ」

「……ごめん」

「……んだよ。テメェがそんなに殊勝だと気味が悪ぃな」

「わたし、調子に乗ってるだけだった。守るってどういう事か、ちゃんと考えてなかったかも……」

　シャルロッテが自分を信頼して甘えてくれる度に、ビャクが少しずつ感情を露わにする程に、ベルグリフに近づいたような気がして得意な気分になった。けれど、それは恰好だけで、本当にシャルロッテやビャクの事を見ていたのだろうか。独りよがりになってはいなかったか。それが事実かどうかはともかく、こうして騒ぎになってしまった以上、自分の不甲斐なさばかりが感ぜられた。

　アンジェリンはビャクの横に立って、同じように壁に寄り掛かった。横目でちらとビャクを見る。年下の少年だが、背の高さは自分と同じくらいだ。

「……わたしはどうすればよかったんだろう？」

「知るか」

「はあ……」

　消沈して俯くアンジェリンを見て、ビャクは苛立たし気に舌を打った。

「テメェもあのガキと同じだな」

「……なんだって？」

「自分が悪い、自分が悪いってよ。そうやって全部背負い込んで悲劇のヒロイン気取ってりゃ、さぞ気持ちいいだろうな」

　容赦のない物言いに、アンジェリンもカチンと来た。

「なんだよ……そんなつもりじゃ……」

「フン、俺に言わせりゃ一緒だ。うじうじしやがって、それなら前のウザいくらいの方がまだマシだ」

「だって……そうやって調子に乗ってたから今みたいな事が……」

「──！　待て」

　ビャクは腕を突き出して前に出た。髪が黒く染まり、立体魔法陣が可視化され、砂色の明かりが往来を淡く照らし出した。アンジェリンも背筋に冷たいものを感じて、反射的に剣を引き抜いた。

「あいつは……！」

　ざわざわと、珍しいものを見るように集まっている人だかりの中心に、小さなものがいた。アンジェリンの腰くらいしか体高がない。真っ黒で影のようだが、かろうじて人の形は留めている。それが立体魔法陣の光でぎらぎらとぬめるように光った。

　かつてオルフェン近郊の廃ダンジョンで対峙した、あの影法師だった。しかし、その時感じた幼子のような気配はまるでない。全身から明らかな敵意と殺気が溢れ返り、見ているだけで気分が悪くなるくらいだった。

　影法師は様子を窺うようにジッと立っていたが、周囲の喧騒に反応したらしい、顔に当たる部分にぎょろりと目が現れて、周囲を見回した。


「むしけら。ころす」



　突如として影法師が膨張した。大人と同じくらいの体格になり、手の先や足の先が明らかな質量を伴って、鉄のように光を照り返した。人々はどよめき、危険を感じたらしい、慌てて影法師から距離を取ろうと動き始める。そんな人々を悪意に澱んだ瞳が捉えた。

　跳ねた。爪が手近な男を狙う。男の顔が恐怖に引きつった。

　だが、爪は男には届かなかった。滑るように駆けて来たアンジェリンが間に割り込んで、剣で爪を受け止めたのだ。

　恐ろしく重い一撃である。剣を持った手がびりびりと痺れ、踏みしめた足が後ろに少し動いた。

「逃げて！」

　アンジェリンの怒声にも近い雄たけびに、人々は慌てふためき逃げて行く。アンジェリンは剣に力を込めて影法師を強引に打ち払った。影法師はくるくると空中を回転して、難なく着地した。目がぎろりとアンジェリンを見据える。


「じゃま」



「舐めるな……ッ！」

　二つの影が交錯した。金属音が鳴り響く。

　再び距離を取った時、アンジェリンは腕や頰、足の傷に顔をしかめた。かすり傷程度のものばかりだが、血が流れ、不快だった。

　廃ダンジョンで戦った魔王とは質が違う、とアンジェリンは剣を握り直した。連戦直後で、しかも中途で変に気が抜けてしまったのが痛い。集中力が散漫になっている気がする。

　小細工の通用する相手ではない。全力でかからねばやられるのはこちらだ。

　アンジェリンは剣を構えた。同時に、背後から砂色に輝く立体魔法陣が飛んだ。それらは影法師にぶつかり、ぼこぼことその肌をへこませる。しかし致命傷には至らないようだ。影法師は不快そうに唸り、体を震わして魔法陣を振り払った。

　アンジェリンは眉をひそめて背後を見やる。

「手を出さなくていい……わたしが守ってやるから」

「……フン」

　ビャクは耳を貸さぬ様子で腕を振った。影法師に立体魔法陣が襲い掛かる。影法師は腕を振ってそれらを打ち払うと、地面を蹴ってアンジェリンの方に向かって来た。

「来い……！」

　体を低くして影法師を迎え撃つ。

　剣と爪が打ち合い、火花が散った。刀身がびりびりと震え、それが柄へ、それから手へと伝う。

　それでもアンジェリンは無理矢理に腕を振り回して影法師とやり合った。まるで肩から先は鞭のようなしなやかさだ。

　しかし、それは相手も同じである。むしろ、武器と手が一体化している分、相手の方が余計なロスがかからないらしい、何十合と打ち合う間に、アンジェリンは次第に押されて来た。

　そこにビャクの立体魔法陣が飛ぶ。アンジェリンとやり合っていた影法師は不意を衝かれた形になり、まともにそれを受けて後方に吹き飛んだ。

　大きく息をついたアンジェリンに、ビャクの不機嫌そうな声が飛んだ。

「おい、いい加減にしろよ。そんな闇雲な戦い方で勝てると思ってんのか」

　アンジェリンはイライラした様子で怒鳴った。

「うるさい！　もう失敗するもんか……皆、わたしが守るんだ……！」

　アンジェリンはまるで何かに憑りつかれたようにそう言って足をぐんと踏み、剣を握り直す。

　ビャクはうんざりした様子で怒鳴った。

「テメェの守るってのは、全部自分で背負い込んで自滅するだけかよ！　自惚れるのも大概にしやがれ！」

　アンジェリンはグッと言葉に詰まったように黙ったが、それでも踏み込んで影法師に打ち掛かった。影法師は相変わらずの憎悪と敵意を以てアンジェリンを迎え撃った。

　神速ともいうべき恐るべき速度の剣撃だが、影法師はそれをすべて受け、まともにやり合った。速度こそあったが、アンジェリンの剣はいつもの精彩を欠いた。焦りと、ビャクに指摘された苛立ちとが速度だけの剣を振らせた。


「……じゃま」



　影法師が呟く。

　途端、アンジェリンは脇腹に強烈な衝撃を感じた。影法師の胴体から伸びた三本目の腕が、アンジェリンの脇腹をしたたかに打ち据えたのだ。

　吹き飛ばされ、地面を二度、三度とバウンドして転がった。衝撃で肺から空気が逃げ出し、息が詰まってむせ返る。

「げほ……ッ！　ごほっ、が……ッ！」

　思い通りにならない呼吸に顔をしかめ、アンジェリンは顔を上げた。影法師が爪を振り上げて向かって来る。


「ころす」



「ふッ──ざけるなッ！」

　負けてたまるか。

　アンジェリンは獣の如く咆哮しながら、剣を持って強引に立ち上がる。痛む節々も気力でねじ伏せた。だが、動きが鋭いわけではない。立ち上がり、剣を構えるその前に影法師の爪が眼前に迫る。

　しかし、その爪もアンジェリンには届かなかった。砂色に明滅する魔法陣が、横からそれを弾き飛ばした。と、同時に影法師の横から幾つもの立体魔法陣が砲弾の如くぶち当たり、影法師は肌をへこませながら吹き飛んだ。

　ビャクが駆け寄って来た。怒りに顔を歪ませている。

「死ぬ気か！　ふざけんな！」

「……なんだっていうんだ。わたしが間違ってたっていうのかよ……ッ！」

　アンジェリンは虚ろな目で、しかし憤怒を込めた調子で呟いた。その怒りは誰に向けられたものでもなく、自分自身に向いていた。

　ビャクはいよいよ腹に据えかねた様子でアンジェリンの肩を摑んで揺さぶった。

「何を暢気な事言ってやがる！　甘ったれるのもいい加減にしろ！　俺にあれこれ偉そうに説教しておいて、なんだそのザマは!!」

「……だってッ！」

　アンジェリンが口を開きかけた時、ビャクは鋭く横を向いて腕を振った。立体魔法陣がビャクを守るように集まる。しかし、漆黒の爪がそれらをまとめて消し飛ばし、ビャクすらも巻き込んで吹き飛ばした。アンジェリンの視界から彼が消えた。

　呆然と視線を動かす。

　ビャクはかなりの勢いの一撃を食らったようだ。ボロボロで、満身創痍といった様子である。それでもかろうじて受け身を取り、瞳に怒りの炎を燃やし、さらに立体魔法陣の数を増やした。髪の毛が白と黒とのまだらになり、再び黒くなる。

　影法師が向かって行く。

　ビャクを中心に公転する立体魔法陣が影法師を迎え撃つが、どれも致命傷を与えるには至らない。影法師は腕を振るって魔法陣を跳ね飛ばし、ビャクはさらに数を増した立体魔法陣を流星の如く降り注がせた。しかし魔力が枯渇しているのだろう、次第に目に見えて勢いが落ち、蒼白になった唇から鮮血がこぼれたと思ったら黒い霧になって宙に舞った。膝を突く。魔法陣の数も減って来た。

　アンジェリンは叫びたくなった。怒りとも、悲しみともつかぬ感情を声に乗せて吐き出したかった。

「……駄目だ」

　グッと堪える。だが、心の中は渦が勢いを増すように混沌とするばかりだ。

　感情の頂点が近くなって、いよいよ爆発するかと思われた時、ふとベルグリフの姿が脳裏をよぎった。

　思い出せ。お父さんは何て言ってた？

　どんな状況になっても冷静さを失ってはいけない。一時の感情に吞まれて、取り返しのつかない事態を招かないようにしなくてはいけない。冒険者は一瞬の判断で生も死も引き寄せる。だから、常に自分を見ている二人目の自分を背後に置きなさい、と。

　突如として視界が広くなるようだった。怒りとやるせなさで曇っていた瞳が磨かれたようだ。

「……何をやってるんだ、わたしは」

　守る守ると鼻息を荒くしておいて、その実何も見えてはいなかった。浮かれていたのだ。その自分を客観的に見る事さえできていなかった。

　情けない。

　けれど、そんな事にこだわって自己嫌悪に陥っている場合ではない。目の前の問題をまずは片付ける。そうでなくては、ベルグリフに呆れられる。

　そう考えた瞬間に、体は動いていた。さっきまでは重く感じた剣を握る手が、ひどく軽い。木の棒でも握っているようだ。余計な力が抜け、地を蹴る足も軽やかである。

　ビャクにとどめを刺そうと腕を振り上げていた影法師を、アンジェリンは思い切り蹴り飛ばした。不意を衝かれ、影法師は地面を転げるようにして吹き飛ぶ。

「……そうだ、お父さんに比べたら別に大した相手じゃない」

　確かに速いし、一撃はひどく重い。けれどこちらの動きを誘うようなフェイントはないし、動きだって直線的だ。三本目の腕だって冷静になっているならば反応できる。こちらの動きに的確に合わせて来るベルグリフの攻撃の方がよほど強力だ。

　胸に手を当て、ぜえぜえと荒く息をしながら、ビャクが言った。

「……遅え」

「ごめんビャッくん。後は任せて」

「ビャッくんって呼ぶんじゃねえ……」

「ふふ……下がってな」

　アンジェリンはとんとんとつま先で地面を蹴った。

　起き上がり、憎悪に満ちた視線を飛ばして来る影法師に、アンジェリンは剣を向けた。

「おいで。遊んだげる」


「ころす」



　影法師は地面を跳ねるように近づいて来た。ビャクとやり合ううちに動きが洗練されたのだろうか、先ほどよりも速い。

　しかしアンジェリンは軽く体を捻って腕の一撃を受け止めた。相手の動きに合わせて体を動かし、柳のように衝撃をうまく逃がす。さっきは痺れた手が何の異常もない。そしてその勢いのままつま先を軸に反転して、影法師に剣を叩き込んだ。


「がふっ!?」



　影法師は苦し気に呻いて跳ね飛んだ。刃が当たった筈なのだが、斬れたわけではない。しかし打撃として効果はあったようだ。

「そうだ……こいつは中々斬れなかった」

　廃ダンジョンでの戦いを思い出す。ドルトスの槍でも貫けず、自らの剣も最後の最後になってようやく斬り裂く事ができた。

　あの感応が必要だ。

　アンジェリンは剣を握る手に力を込める。思い煩いを振り払った今となっては、戦いに血が滾るような心持だ。強敵と戦う事は嫌いではない。戦いへと向く純粋な闘争心。それが心を満たし、口端には笑みさえ浮かぶ。

　体中の魔力が渦を巻くように勢いを増し、心臓が打つ度に全身を巡って行く。腕から手、指先、さらにはそこに握られる剣が、まるで体の一部になったように感ずる。収まり切らずに溢れ出た魔力が輝いた。

　影法師は憎々し気に目を動かし、腕の数を増してアンジェリンに飛びかかった。


「ころす[image: ]」



　まるで蜘蛛の足のように、いくつもの腕がアンジェリンを囲み、迫った。一本一本が触れるだけで致命傷になる威力を持っている。

「────！」

　アンジェリンはまるで居合のように剣を引いて身をかがめると、影法師目掛けて勢いよく振り抜いた。
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　すん、と抵抗も感じずに、刃が影法師の中を通った。

　影法師の胸辺りから、胴体が上下に分かれた。アンジェリンに迫っていた腕が痙攣したかと思うと、ぼろりと崩れて形を失っていく。


「あ……が……」



　影法師はよろよろとふらつくやいなや、どさりと地面に転がった。そうして、臭気のある煙を立てながら体が崩れ、みるみるうちにどろりと溶けて黒い水たまりになってしまった。

　アンジェリンは剣を鞘に収めて大きく息をついた。

　力が抜ける。しかしまだ倒れるわけにはいかない。

　ぐるりと視線を動かしてビャクを捜した。見つけて、にこりと微笑む。

「どうだ。お姉ちゃんに任せて大丈夫だったろ……？」

　と言って、どてっと後ろにひっくり返った。

　ビャクは呆れたように嘆息して、やれやれと首を振った。





○






　風が吹き始めた。

　建物の屋根の上で、アンジェリンと影法師の戦いを眺めていたローブの男は、感心したように呟いた。

「……面白い。これはしばらく泳がせておくのも手か」

　男は顎に手をやりながら建物の端を数歩歩いた。風がびょうびょう吹いて、ローブの裾が煽られてばたばたとはためいた。

　満足した様子の男は、空間転移の術式を発動しようと胸に手を置いた。しかし空間が揺らがない。怪訝そうに眉をひそめ、後ろを振り向いた。

「……これはこれは」

「テメェ……こんな所で何やってやがる。げほっ」

　灰色の髪の毛を風になびかせ、マリアが立っていた。軽く広げて上に向けた手の平で、圧縮された魔力の球体が光っている。これが男の空間転移を阻んだらしい。

　男は不敵に笑い、ぽきぽきと指の骨を鳴らした。

「何をだと？　分かり切った事だろう。貴様こそ、こんな所で骨を埋めるつもりか？」

「ふん。あたしをテメェらと一緒にするんじゃねえよ。大体、テメェは死んだ筈じゃ……」

「くくっ、〝灰色〟の大魔導ともあろう者が、間抜けな事を言うな」

「間抜けはどっちだ、屑が。あたしがいる所にのこのこ出て来やがって。ごほっごほっ」

　せき込むマリアを見て、男はくつくつと笑った。

「具合が悪そうだなァ。そんな調子で俺を殺せるか？」

「ぬかせ」

　マリアはつい、と指を動かした。空間が蜃気楼のように脈動し、男を左右から挟み込もうと迫った。

　男は両手を交差させて素早く詠唱を行う。青白い光が迸って、揺らぐ空間を押しとどめた。魔法は拮抗し、重苦しい音を立てる。男はにやりと嘲笑に似た笑みを浮かべた。

「どうした？　腕が落ちたか、マリア」

「小手調べで良い気になってんじゃねえよ」

　マリアはさらに指先を動かす。途端、男の足元が沼のように柔らかくなり、男の足がずぶりとはまり込む。

　顔をしかめた男に、光弾が幾つも飛んだ。圧縮された魔力の塊だ。通常の魔弾とは威力がけた違いである。

　男は舌を打ち、両手を前に突き出した。


『夜は黒　血は銀色　火に揺らぎ　月光に満ち　すべてを染めん』



　詠唱が終わると同時に、男の前で光弾が爆ぜた。

　暴力的な閃光に、マリアも顔をしかめる。地上からもそれは見えたようで、往来の人々が上を指さしてざわめいた。

「……逃げたか」

　マリアは息をついて腕を下ろした。男の姿はない。強引な詠唱をかぶせ、マリアの妨害術式に穴を開けたらしい。

「あたしも衰えたもんだ……げほっげほっ」

　マリアは不機嫌そうに建物の上から往来を見下ろした。閃光に驚いて上を見る人々が見えた。アンジェリンと影法師の戦いの後が、地面に凹凸となって残っている。

　視線を動かすうちに、溶けた影法師の黒い水たまりが目に留まった。

「アイツが関わってるんじゃ知らん顔もできねえな……面倒だが、調べてみるか」

　と言いかけて、マリアは胸を押さえた。

「ぐっ、げほっ！　ごっほごほっ！」

　ひとしきりせき込んで、不機嫌そうに吐き捨てる。

「くそ……今回の薬も効果は短命だったか……新しい調合を考えにゃ……」

　マリアは顔をしかめ、ゆっくりと建物を降りて行った。











四十二　寝床につっぷしていた。周囲には









　寝床につっぷしていた。周囲には呆れ顔のアネッサとビャク、にやにや笑うミリアムに、心配そうな顔をしているシャルロッテがいる。アンジェリンはばたばたと足を動かした。

「なんでじゃー。なんで皆断るんじゃー」

「当たり前だろ……」

「うぐぐ、お父さんくらい良い男はオルフェンにはいないのに……いや、オルフェンだけじゃないぞ、帝国中探したっていないんだから！」

「往生際が悪ぃ……相変わらず馬鹿だ」

「うふふー、アンジェってば、なりふり構わないから、逆に引かれたんじゃないのー？」

　容赦のない周囲の言葉に、アンジェリンはつむじを曲げて寝返りを打った。

　ここはアンジェリンの部屋である。

　浄罪機関の襲撃及び影法師との戦いからしばらく経った。夏は盛りを終えようとし、まだまだ暑いものの、少しずつ木々の緑はあせて来ているように思われた。

　影法師を倒して以来、魔王を復活させようという連中も、浄罪機関もすっかりなりを潜めている。またこちらの油断を待っているのだろうか、とアンジェリンは思ったが、どうやらそれだけではないようだ。

　ルクレシアで再び政変が起こり、絶対権力に近いほどの権勢を誇っていた教皇派が過半数を割ったのである。反教皇派からすれば今更新しい傀儡を外から引っ張って来る必要性が薄れ、教皇派としてもわざわざ遠い公国にいるシャルロッテを消す手間が取れなくなったらしい。ゆえに、危険はかなり減ったと見ていいだろう、という事だった。

　先に襲撃して来た一派は、おそらく先遣隊として来た連中で、政変のごたごたで命令系統が混乱した為、ルクレシア本国の意思が伝わっていなかったのだろう、とライオネルは言った。

「迷惑な話だよ、襲撃の二日前にはルクレシアで政変があったってんだから……秘密機関なら連絡手段くらい何とかしといて欲しいなあ、もう……あーあ、領主さんとどう折り合い付けよう……」

　大勢の兵士が怪我をした治療費の負担で揉めているのである。ライオネルの胃痛はまだまだ止みそうもない。

　かつてシャルロッテを擁していた連中も、魔王という強力な戦力が倒されたからには、そうそう次の手を講じては来ないだろう、というのがビャクの見解だった。自分たちは組織に関して大した情報を持っていないし、消すのは見せしめ的な意味が強いからだ。リスクを負ってまで襲って来る確率は低い。そんな事よりも、自分たちの存在が公になる事の方が彼らにとっては問題である、という事だ。

　ともあれ、そういう事でアンジェリンは気が抜けてしまった。何だか覚醒したような気分だったのだが、途端に問題が縮小してしまって、そのやり場がなくなったのがもどかしかった。

　溶けた影法師の調査はマリアがやると名乗りを上げたし、小難しい政治の話はアンジェリンにはチンプンカンプンである。

　だからその鬱憤を晴らすように、アンジェリンは再びベルグリフの嫁探しに奔走した。酒場のマスターに言われた通りに、あまりお見合いという事を匂わせないつもりだったが、アンジェリンの様子からそれがばれていたのか、そもそも本当に嫌だったのか、それは定かではないが、とにかく、秋の帰郷に同道するという女性は一人も現れなかった。

　アンジェリンはごろりと仰向けになって両手足を上にぴんと伸ばした。

「いいもん。こうなったら焦らずじっくり探すもん……」

「いやいや……アンジェ、お前完全に空回りしてると思うぞ……」

　アネッサの言葉にビャクも同調して頷く。

「まったくだ。ちょっとは思慮深くなれ。お前のやってる事は無駄足だ」

　そう言って呆れたように壁にもたれかかった。ツッコミ役が増えたアネッサは少し嬉しそうである。アンジェリンはむくれた。

「家庭の事情に踏み込まないでいただきたい……」

「ねえ、お姉さま。それならお父さまにオルフェンに来てもらうのは駄目なの？」

　アンジェリンはがばと起き上がった。

「そうだ……一度断られたからアレだったけど、移住ではなく遊びにという事なら大丈夫な筈……」

　天啓を得たというべき輝く表情で、シャルロッテの頭をよしよしと撫でる。

「良い考えだ……！　偉いぞ、シャル」

「え、えへへ……」

「よし、秋口に帰って、お父さんを説得するぞ。オルフェン観光ツアー、こっそりお見合い編の始まりだ……！」

　アンジェリンの宣言に、ミリアムが嬉しそうにはしゃぐ。

「わーい、ベルさん来たらあちこち案内してあげよーっと。楽しみー」

　アネッサも頷いた。心なしか表情が緩んでいる。

「お見合いは考え物だけど、ベルさんが来るのはちょっと嬉しいな……」

「えへへ……楽しみ……」

　ベルグリフを知る三人娘はすっかり目の色を変えてしまった。何故かシャルロッテまで頰を染めてはしゃいでいる。

　蚊帳の外に置かれたビャクは呆れて嘆息した。

「何だか知らねえが……もう勝手にしろ」





○






　夕方の山の影が次第に伸び、ぎらぎらと射していた夕日が稜線の向こうに隠れた。しかし空はまだ明るく、西の方は大火事でも起きているように真っ赤である。

　村が一望できる丘の上に、四つの影があった。

　ベルグリフ、ダンカン、マルグリットの三人は、それぞれに好きな所に座ってじっと目を閉じていた。抜身の武器を手に持っている。グラハムは突っ立ったまま、腕に抱いた子供をあやすように揺すっている。

　三人がやっているのは、武器との感応を高めるための瞑想である。自分の体の中の感覚と魔力を研ぎ澄まし、手に持つ武器と一体になるように集中する。ベルグリフは呼吸の為に胸が上下する他は一切動かないが、ダンカンとマルグリットはどうにも集中しきれないらしく、時折落ち着かなげにもそもそと体を動かした。二人はこういった静的な修行は性に合っていないらしい。

　マルグリットが薄目を開けて、おずおずと口を開く。

「お、大叔父上……まだ……？」

　しかし返事はない。グラハムは腕に抱えた子供をあやしながら、まるで彫像のように黙っている。マルグリットは諦めたようにまた目を閉じた。

　ベルグリフは不思議な感覚に身を漂わせていた。体は動いていないが、その内部で驚くべき魔力と感覚の奔流があった。渓流が狭い谷間を勢いよく下って行くかの如く、細い血管の中の血の流れを感じた。その一滴一滴に魔力が乗り、体中を巡って行く。やがてそれは指先から剣へと流れ、柄、刀身、切っ先を回って、再び体へと戻って来る。

　鋼の中を通ったしんしんと鋭い魔力が、まるで身を刺すように冷たい。それが心臓が打つ度に、体内で生み出される温かな魔力とぶつかって、体の中に一種の緊張感が生まれた。まるで戦いが起こっているかのようだ。身じろぎもしないのに、体が熱くなるようだった。

　だが、次第に抵抗し合っていたそれぞれの魔力が、渦を巻くようにして混ざり始めた。

　剣を通って来た魔力、体から生み出される魔力、それらが渾然となって、ついにはぴん、と一本の線になったように感ぜられた。

　ベルグリフは目を開き、立ち上がった。剣を鞘に収めて体を伸ばす。

「帰ろうか」

「うむ」

　グラハムは頷いた。マルグリットが口を尖らせる。

「なんだよ、おれには返事もしてくれなかったのに……なんでベルばっか」

「マルグリット。その違いが理解できなくてはならぬ。ベルはすべてを終えて立ち上がった。お前は途中で嫌になっただけだろう」

「う……」

　マルグリットは降参したように黙って立ち上がった。

　ダンカンは大きく伸びをしてぽきぽきと背中や肩の骨を鳴らした。

「いやはや……某はこういった修行は苦手ですな。どうにも一心に斧を振るう方が性に合っていると見えます」

「そう自分の事を決めつけるものではない。そこから脱却できれば、そなたも一段上の武人になれるぞ、ダンカン」

「むむぅ……成る程……」

　ダンカンは腕を組んで唸った。

「グラハム、ミトを預かろうか」

「うむ」

　グラハムは抱えていた黒髪の子供をベルグリフに渡した。ミトと名付けられたこの子供はきょとんとした表情こそあまり変わらなかったが、人見知りせず、誰にでも同じように懐いた。尤も、殺そうと向かって来たマルグリットだけにはあまり近づきたがらなかったが。

　ミトはもそもそとベルグリフに抱き付いた。

「おとさん……」

「うん、帰ろうか」

　四人は連れ立って丘を下り、すっかりの丈の長くなった夏草の間を通って村に戻った。

　あちこちで羊や山羊の鳴く声が聞こえ、どの家からも夕餉の支度の音がしている。空は紫色に染まり、大きな星が輝く中、弓張り月が笑うように浮かんでいた。

　あの騒動からしばらく経った。森が正常に戻り、魔獣の姿はすっかりなくなった。木こりたちは以前と同じように仕事が出来る事を喜び、若者たちは刺激がなくなった事をやや残念がった。

　また穏やかな暮らしが戻って来たトルネラで、ベルグリフは前のように畑を耕し、剣の稽古をした。しかし以前と違って今は居候も増えた。随分賑やかだ。静かな生活も好きだったが、これも中々悪くはない。

　家に戻り、暖炉の火を起こして、夕飯の支度をしているとケリーがやって来た。バーンズと、その恋人のリタも一緒である。ベルグリフはおやおやと首を傾げた。

「なんだ、揃って」

「いやな、この前は大騒ぎになっちまったから、今日はこっそりやろうかと思ってよ」

　ケリーは手に持った籠を持ち上げた。何か料理が入っているらしい。バーンズは酒瓶の入った木箱を抱えていた。マルグリットがぱあっと顔を輝かせる。

「やった！　酒だ！」

「……マルグリット、ほどほどにせよ」

「それは大叔父上がだろ？　おれはこれっぽっちじゃ何ともないぜ」

　グラハムは眉をひそめたが、事実だから言い返せないらしい、諦めたように嘆息した。バーンズが苦笑する。

「マリー、全部飲むなよ？　皆で飲むんだからな」

「わ、分かってらあ」

　慌てるマルグリットを見て、でれっと表情を緩めたバーンズを、リタがこつんと小突いた。

「浮気……駄目」

「ち、違うって……」

　リタはバーンズの頰をつねって、むうと口を尖らしてマルグリットを見た。

「取っちゃ、や」

「取らねえ取らねえ。仲良くやれよ」

　マルグリットはにやにや笑いながらリタを小突いた。リタはそれでも警戒したようにバーンズに抱き付いた。

　テーブルを引き出し、納屋から椅子を持って来て一献する。先日の大宴会と違って落ち着いた雰囲気だ。グラハムも最初の一杯だけで済んでいる。しかし既に回った様子で、口数は少なく、ぼんやりしている。

　ミトは大人たちの間をぽてぽてと歩き回って、膝に座ったり背中によじ登ったりしていた。今はケリーの膝に乗り、腹の肉を揉んで不思議そうな顔をしている。

「ケリー、ぷにぷに……おとさんとちがう」

「はっはっは、こらミト、くすぐったいだろうが！」

「うーん……親父とベルさん、同い年なのに体格全然違うよなあ……ベルさんはカッコいいのに、親父と来たら……」

「何言ってやがんだ、バーンズ。俺だってな、昔は村でも一、二を争う美男子だったんだぞ！　なあ、ベル？」

　ベルグリフはくつくつと笑いながらグラスに口を付けた。

「どうだったかな？　まあ、今より痩せてたのは確かだが」

「マジかよ！　痩せてるケリーとか想像つかねー」

　マルグリットは景気よくグラスを干しながらけらけらと笑った。ケリーは眉をひそめて腹を平手でぽんぽん叩いた。

「分かってねえな、これは成功の証なんだよ！　百姓やっててここまで太れるってのはな！」

「うん、それは分かってる。お前は頑張ってるよ」

「ははは、やっぱベルはよく分かってらあね！　おいミト、腹を叩くな。真似しなくていいんだよ」

　ケリーが自分で叩くのを見て面白がったのか、膝の上のミトがケリーの腹をぽこぽこ叩いていた。

　ダンカンが笑いながらミトを抱き上げる。

「まったく、天真爛漫とはこの事ですな！」

「ダンカン、おひげ」

　抱き上げられたミトは、今度はダンカンの髭をつまんで引っ張っている。

「こらこらミト！　某の髭はおもちゃではないぞ！」

「もじゃもじゃ……」

「はっはっは！　こまった奴め！」

　そう言いながらも、ダンカンは嬉しそうである。

　ミトはひとしきりダンカンの髭をいじくると、グラハムに向かって手を伸ばした。

「じいじ、だっこ……」

「む……」

　目を伏せていたグラハムはゆっくりとミトを抱き上げて膝に乗せた。ミトはグラハムに背中を預け、テーブルの上の薄焼きパンに手を伸ばし、あぐあぐとかじり始めた。

　元が魔王だという事が信じられないくらい、ミトはトルネラに馴染んでいた。無論、村人たちに元が魔王だなどという事は話していない。ベルグリフが森で拾った事になっている。かつてアンジェリンという先例があるだけに、村人たちも疑いなくその事を受け入れていた。

　尤も、グラハムの言によれば、ミトは形こそかなり近くなっているが、やはり人間ではないらしい。現に、油断すると木の枝や石、食器などをこりこりとかじって食べてしまうし、長い髪の毛には鋏が通らない。その気になれば手の形も変えられるようだ。手が変えられるなら、体も変えられるだろう。

　要するに、今は人の形を好んで取っているが、実態は魔王のように実体の固定されない影法師に近いという事である。

　しかし、この姿でかなり固定化されているのも事実らしかった。少し前は眠っている最中に不意に姿が黒い影のようにぶれる事があったが、最近はそれも殆どない。

　どういう理屈なのか分からないが、グラハムなどはミトをよく見て、それを興味深く調べていた。

　グラハムは長い事魔王や、それに類する魔獣と戦い続けて来た事もあり、それらに対する興味はかなり深いようで、ミトの事を貴重な観察対象として見ている節があった。

　尤も、それは初めの頃だけで、今では幼子特有の無邪気な愛らしさに完全にやられてしまったらしく、口数は少なくとも、いそいそとミトの相手をしているのがよく見られた。

　薄焼きパンを食べ終えてうつらうつらと舟を漕ぐミトを見て、リタが呟いた。

「子供、いいね」

「……お、おう」

　じっと見つめられて、バーンズは居心地悪そうに口をもぐもぐさせた。ダンカンが笑いながらバーンズのグラスに酒を注いでやる。

「貴殿らはいつ祝言を挙げられるのかな？」

「ちょ、ダンカンさん！」

「照れる」

　リタはぽっと頰を染めてバーンズの腕を取った。ケリーが笑う。

「早く孫を抱かせろ！」

「う、うるせえな！」

　バーンズは誤魔化すようにグラスの酒を一息に干し、変な所に入ったらしい、盛大にむせ返った。

　リタがその背中をさすってやりながら、言った。

「そういえば……ダンカンさん」

「む？」

「ハンナさん、どうなの？」

「むがっ!?」

　ダンカンは食いかけた焼肉をのどに詰まらして、胸を拳で叩いた。ケリーがにやにや笑う。

「最近仲が良さそうだもんな！　ダンカン、お前も旅なんぞやめて、ここで身を固めちまえ！」

　ダンカンは戦斧を得物とする戦士である。斧の扱いに優れている為、木こりたちの手伝いに出る事も多かった。磊落な性格だからすぐに溶け込み、木こり同士の寄り合いにも顔を出すようになっている。

　その寄り合いで食事を作ったりしているのがハンナという三十女だが、木こりだった夫を倒木の事故で失い、以来一人で暮らしている。やもめという身の上の割に明るく、快活な性格で、ダンカンとよく意気投合しているのが見受けられた。ここのところは木細工を教わったりもしているようだ。

　ダンカンは酒で流し込むようにして何とか肉を飲み下すと、目を白黒させた。

「い、いやいや、某はまだそういう事は！」

「何言ってやがる、三十半ばの癖して。そんな事言ってると、あっという間に年食っちまうぜ？　ハンナだって寂しがってんだ、お前なら喜んで受け入れてくれるだろうよ」

「ぐ、ぐむ……」

　ダンカンは赤ら顔をさらに赤くして黙り込んだ。彼の方もハンナを憎からず思っている事は明白であった。

　暖炉のそばで煮込みをかき混ぜていたベルグリフは、木桶を抱えた。

「ちょっと水を汲んで来るよ」

　そう言って出て行った。

　マルグリットはグラスに酒を注ぎながら、ふと思いついたように口を開いた。

「そういや、ベルはどうなんだ？」

　視線がマルグリットに集まった。ケリーが首を傾げた。

「どうって？」

「結婚願望とかねえのかと思ってさ」

「そういえばそうですな。ベル殿くらいの殿方ならば、女の方が放っておかないと思いますが……」

「どうなんだよ、ケリー。ベルってモテただろ？」

　ケリーは顔をしかめて手を振った。

「今じゃ義足って分からないくらい自然に歩くけどよ、村に帰って来た時は今みたいに歩けなかったんだよ。杖ついてさ、ふらふらして、見てて痛々しかったぜ。仕事だって初めは足を引っ張るばっかりでよ。女どもも愛想尽かしてたよ」

　村に帰って来たばかりのベルグリフは、まだリハビリや鍛錬が十分でなかった事もあり、動きは滑らかでなかった。杖にもたれなくては歩けず、皆が普通にこなす仕事にも時間がかかった。

　自給自足が基本のトルネラでは、仕事のできない男に寄り付く女はいない。一度村を捨てて出て行ったという事もあって、ベルグリフはからかわれ、嘲笑の的になった。それでも彼は嫌な顔一つせずに日々の仕事と並行して黙々とリハビリと鍛錬を続け、いずれ仕事の手際もよくなり、ついには人以上の仕事をこなすようになった。

「だからよ、今でこそ皆ベルに謝って頼りにしてるんだが、どうにも同じ世代の連中には、一度のけ者にしちまった引け目があるんだよな。ベルは気にしてねえんだけど、それが逆に申し訳なくなるらしくてな。だから求婚なんてもっての外なんだろうよ」

　ケリーはそう言ってコップの酒を干し、嘆息した。

「それに、どうもあいつにもその気がなさそうだしな」

「ふーん」

　マルグリットは詰まらなそうにグラスに口を付けた。

「勿体ねえなあ。なあ、大叔父上？」

「む？」

　ミトをあやすのに夢中だったらしいグラハムは、顔を上げて首を傾げた。

「なんだと？」

「……いいや、大叔父上は」

　その時ベルグリフが戻って来た。木桶になみなみとなった水を水瓶に移す。それからテーブルの方に目をやって、何だか雰囲気が違うのに面食らったらしい、口をぽかんと開けて首を傾げた。

「……どうした皆？」

「ベル殿……本当に……本当に貴殿は苦労なされたのですなあ……」

「俺、一層ベルさんの事尊敬するよ……」

　涙ぐむダンカンやバーンズを見て、ベルグリフは困惑したように頭を搔いた。

「な、なんだい、突然……」

「なー、ベル。お前好きな人とかいねーのかよ」

「ん？　好きな人……トルネラの連中は皆好きだが……ああ、アンジェも、娘も大事だな」

「そういう意味じゃねえよ！　結婚とか考えねえのかって話！」

　ベルグリフはくつくつ笑いながら椅子に座った。

「俺が？　もう四十三だからな。今更そんな事考えられないよ」

　マルグリットはいらいらした様子でグラスに酒を注いだ。勢い余ってテーブルに少しこぼれる。

「勿体ねえじゃねえか！　四十だろうが五十だろうが、嫁の一人や二人いたって罰はあたらないって」

「いや、貴族じゃあるまいし、二人はまずいだろう……」

「……恋い焦がれる女がいるのだろう」

　グラハムが呟いた。その場の全員の視線がグラハムに集まる。膝の上のミトを撫でていたグラハムは顔を上げてベルグリフを見た。

「サティというエルフの女が、そうじゃないか？」

「……ん」

　ベルグリフは困ったように頭を搔いた。ぽかんとしていたケリーがやにわに身を乗り出した。

「ベ、ベル、お前、エルフに惚れてたってのか!?」

「惚れてたというか、何というか……」

「ベル！　お前、おれと大叔父上の前に、別のエルフに会ってたのかよ!?」

　マルグリットが興奮した様子でベルグリフの肩を摑む。ベルグリフは苦笑してグラスに酒を注いだ。

「昔の話だよ……少しの間、一緒にパーティで戦っただけさ」

「おいおいおいおい、そんな話、一度も聞いた事ねえぞ!?」

「いや、だって、別にわざわざ言うような事でもないし……」

「何言ってんだ、水臭えじゃねえか、おい！　ちょっと詳しく聞かせろ！」

　ケリーはベルグリフの方に椅子を動かし、身を乗り出して聞く態勢に入った。マルグリットもダンカンも、バーンズにリタさえも興味津々に視線を向けている。グラハムはミトの相手をしていてそれどころではないようだが。

　ベルグリフは困ったように笑った。この歳になってこんな話で盛り上がる事になるとは、ちょっと照れ臭い。思い出は時として苦いものだ。しかし、口に出して笑い話にしてしまえば、それも少しは紛れるだろうか。

　そんな事を思いつつ、ベルグリフは過去を思い出しながら口を開いた。
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　酒場はいつもの賑わいだ。高位下位関係なしに様々な冒険者たちが酒を飲み、料理を口に運んだ。

　喧嘩まがいの怒声が飛び、流浪の民の流しが演奏する。煮込みの匂い、酒の匂い、体臭、そんなものが渾然となって漂っている。

「はー、疲れたねー」

　エルフの少女はにこにこ笑いながら、向かいから手を伸ばして赤髪の少年の肩を叩いた。

　赤髪の少年は苦笑して頰を搔いた。

「その割に元気そうだね」

「ふふ、だって、わくわくしたもの。初めて行くダンジョンはいっつも楽しみだよ」

　隣に座った茶色い髪の少年が、料理を取り分けながらくつくつと笑った。

「あんまり元気過ぎるのも考え物じゃない？」

「んなこたねーぞ」

　エルフの少女の隣に座った枯草色の髪の少年が言った。

「元気ならそれだけ先に行ける。そうだろ？　俺たちはもっと先を目指してんだ」

「ふふ、そうだね。今はまだ下位ランクだけど、いずれは上位ランクだ！」

「ちげーよ、Ｓランクだ」

　そう言って枯草色の髪の少年は、エルフの少女を小突いた。エルフの少女はくすくす笑った。

　とくん、と赤髪の少年の胸が波打った。何だか分からなかったが、向かいで枯草色の髪の少年とエルフの少女が笑い合う度に、何か不思議な思いが胸を突いた。少女の笑顔が自分以外に向いている事が、何だか苦しかった。

　駄目だ。あの子はあいつが好きなんだ。

　赤髪の少年はそっと胸に手をやった。隣に座る茶髪の少年が怪訝そうに目を細める。

「どうしたの？　胸が痛いの？」

「いや……魚の骨がね……」

「ありゃ、君らしくもないね。気を付けてよ」

「ああ……」

　赤髪の少年は苦笑しながらグラスの酒を干した。

　エルフの少女はにこにこしながら、赤髪の少年を眺めた。

「ふふ、楽しいね。エルフ領じゃ考えられない毎日だよ」

「……そうかい？」

「うん。明日はどこに行けるのかな？」

　枯草色の髪の少年が笑った。

「明日は別のダンジョンに行くぞ。もう少しで討伐対象の数が揃う。そうすりゃランクアップだ！　もっと難しい依頼が受けられるようになるぜ！」

「わ、やった。嬉しいな。ふふ、楽しみ」

「ああ、楽しみだな。俺たち四人なら、どこまでも行けるぜ。違う世界が見れるんだ」

　はしゃぐエルフの少女の肩を、枯草色の髪の少年が優しく叩いた。赤髪の少年は、誰も気付かないくらい小さく嘆息した。

　俺じゃ、こんな風に引っ張って行く事はできない。

　赤髪の少年は笑いながら、とくとくと打つ心臓の音に耳を澄ました。

　これは恋慕なんだろうか。それとも別の何かなんだろうか。

　いずれにせよ、枯草色の髪の少年に笑顔を向けるエルフの少女を見ると、不思議と胸が早鐘を打つようだった。

　大事にしよう、と思った。

　たとえ成就する事のない思いであっても、これは確かに自分の感情だ。その事で迷惑をかけるつもりはないけれど、心の中くらいは自由でもいいだろう。

　少女がちらとこちらを見て、にこりと笑った。少年は小さく笑い返す。今は、こうやって自分に笑顔を向けてくれるのが嬉しかった。
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　ケリーたちを送りに出た家の外は、夜半の風でひんやりと涼しかった。酒で火照った肌には丁度いい。

　話をするうちに話す本人よりもエスカレートしたケリーたちは、興奮を冷ますようにどんどん酒を呷り、しまいにはべろべろになって呂律が回らず、泣くんだか怒るんだか分からない調子で何かまくし立てていた。収拾がつかなくなりそうだったので、いい加減で話を切り上げて終わりにした。

　バーンズに肩を借りたケリーが、ふらふらしながら小道を辿り、やにわに振り向いた。

「ベルぅ……頑張れよぉ！　俺はいつでもお前の味方だからなぁ！」

　ベルグリフは苦笑して言った。

「馬鹿言ってないでさっさと帰れ！　明日使い物にならなくなるぞ！」

　ケリーたちはふらふらしながら帰って行った。ランプの明かりが遠くなる。

　ベルグリフはほうと息を吐いて、何ともなしに空を眺めた。弓張り月は流れて山の向こうへと消え、代わりに星が空を覆い尽くして輝いている。

　オルフェンにいた頃、長期の依頼で外に出た時も、こんな風に夜空を見上げていたっけ、と思う。あの時も、今も、この空だけは何も変わっていないように思われた。

　もしも、まだ生きていればあいつらも同じように星を眺めているだろうか。

　ベルグリフはそんな事を思った。

　彼らは才能豊かな冒険者だった。どうして自分とパーティを組んでくれたのか、ベルグリフは未だに分からなかった。今でこそ音信不通になってしまっているが、きっとまだどこかで元気にやっているだろう。

　過去の清算がまだまだ済んでいなかったのだ、とベルグリフは思った。二十五年以上前の事なのに、あのエルフの少女の事に関しては自分でも驚くほど話ができた。

「だからなのかな」

　あまり結婚にがつがつしないのは。

　そんな事を考えた。

　彼女もまだ冒険者をやっているのだろうか。やっているなら、ランクはどこまで行ったろう。大きな怪我はしていないだろうか。それとも、引退して誰かと結婚したのだろうか。

「……冒険者か」

　思考が転々し、アンジェリンの事を思う。トルネラが夜なら、オルフェンも夜だ。あの子も同じ星空を眺めているなら、そう寂しくはない。生きている限り、同じ空と地面の間にいる。

　ベルグリフは深呼吸して、くるりと踵を返して家の中に戻った。

　星の輝く中、梟がほうほうと大きな声で鳴いた。
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ＥＸ　村の暮らし、都の暮らし









　アンジェリンが後ろ向きに地面を蹴って下がると、大鬼オーガは雄たけびを上げて前に押して来た。だが、その次の瞬間、アンジェリンの背後から幾本もの矢が飛んで来て、両目、額、心臓と正確に射貫いた。驚いて足を止めた大鬼の首を、アンジェリンの剣が跳ね飛ばす。

「ナイス、アーネ。こっちはこれで終わり……？」

「だな。やれやれ、数が多いだけで大変だ」

　アネッサが肩に弓を担いで嘆息した。向こうの方ではミリアムが杖を振るって雷雲を呼び、子鬼ゴブリンを黒焦げにしていた。

　オルフェン近郊の村近くに現れた魔獣の群れをせん滅する仕事であった。魔獣のランクは一番高いものでもＡＡランク程度だったが、いかんせん数が多く手間取った。

　少し前の魔獣の大量発生の時も似たような仕事が多かったけれど、あの時は父会いたさで修羅になっていたアンジェリンの活躍でそう手はかからなかった。そういう意味では、今のアンジェリンはちょっと気が抜けているのかも知れない。それでも強い事に変わりはないのだが。

　浄罪機関だのギルド前に現れた影法師だのの騒動から少し経ち、再び平穏な日々が戻って来ていた。アンジェリンは未だにベルグリフの嫁候補たちに執拗なアタックを繰り返しているが、一向に進展がない。むしろ呆れられているのか、近頃は軽く受け流される始末である。

　いずれにせよ、日常が戻って来たという事は仕事もこなさねばならぬという事だ。Ｓランク冒険者だからそれほどあくせく働かなくても済むとはいえ、シャルロッテやビャクの事も考えれば遊んでばかりもいられない。だが、こうやって自分以外の為に頑張るというのも悪くないな、とアンジェリンは少し機嫌が良かった。

　ともあれ仕事を終え、アンジェリンたちはオルフェンに引き上げた。昼食こそ道中で済ましたものの、さっさと帰って来たからまだ日は高い。ギルドの受付に行くと、ユーリが笑顔で出迎えた。

「お帰り、みんな。流石、仕事が早いわねえ」

「雑魚ばっかりだったから……」

「ふふ、アンジェちゃんたちにかかると災害級も下位ランクと変わらないわねぇ」

「あ、お姉さま！」

　受付の奥の方からシャルロッテが現れた。束ねた髪の上から姉さんかぶりをして、手には箒を持っている。

「おー、シャル。今日もお手伝い？」

「うん！　もうちょっとで終わるから、待ってね！」

　アンジェリンたちが仕事に出ている時、シャルロッテとビャクの二人はギルドに預けられていた。一番安全であるし、知り合いも多い。いつもムスッとしているビャクはともかく、シャルロッテはもうすっかり馴染んでいた。最近はこうやって掃除などの手伝いをしているようだ。

「どうする……？　汗かいたし、お風呂行かない？」

「あー、わたしらはちょっと孤児院に用事があるんだ。夕方には終わるから、夕飯を一緒に食べないか？」

「ん、分かった……」

「それじゃいつもの酒場ね。はー、今日も暑いねー。わたしも後でお風呂行こーっと」

　ミリアムが伸びをした。シャルロッテがビャクを引っ張ってこちらにやって来る。
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　夏空に大きな雲がもこもこと居座って、陽を照り返して目に眩しかった。

　マルグリットが麦藁帽子を脱いで、額に浮いた汗を手の甲で拭った。

「あっつー。もー、たまんねーぜ」

　いつも羽織っている毛皮のカーディガンはとうに脱ぎ捨て、すらりとしたしなやかな白い手足が陽射しを受けている。それでもちっとも日焼けするような気配はない。

　ベルグリフは抜いた草を脇に置いて、影の長さと太陽の位置を見た。

「もう昼が近いな。やめようか」

「よっしゃ。はー、暑かった」

　マルグリットは待ちかねたと言うように息をつき、手の平でぱたぱたと顔を煽いだ。

　夏は盛りを過ぎたが、まだまだ暑く、草の勢いは強い。トルネラは基本的に降雨量が少ないので、毎日の水まきも大切な仕事だ。幸いな事に井戸も川も豊富に水を湛えて、涸れる気配は微塵もない。豊かな森に囲まれているからだろう。

　ミトに端を発した森の騒動は一応の決着を見せ、ベルグリフたちはまた日々の仕事に追われる田舎の生活に戻っていた。朝夕の鍛錬こそ欠かしてはいないが、少なくとも今のトルネラで食べて行くのに剣の腕は関係がない。鍛錬を切り上げた後は畑に出たり薪を割ったり、時には川や森に出掛ける事もあった。羊の毛刈りはとうに終わり、春まきの麦が青々とした葉をさらに伸ばし、風に揺れていた。もうそろそろ本格的に冬に向けての支度が始まる。

　グラハムはミトと一緒に子供たちの相手をしているらしい、広場にいるのか家にはいなかった。ダンカンは木こりたちの手伝いに出ている。

　籠に昼餉用の野菜を放り込んでいるベルグリフの方を見て、マルグリットが言った。

「なあ、いっぱい汗かいたから川に行って来てもいいか？」

「いいよ。気を付けてな。昼は作っておくから、早めに帰っておいで」

　マルグリットはにんまり笑うと、ひらりと飛ぶような軽い足取りで川に向かった。

　トルネラには風呂がなく、代わりに湯に浸した手ぬぐいで体を拭く程度なのだが、夏に汗をかいた体にはとても追いつかない。その為、暑さの厳しい時は、村人たちはよく川まで出かけて行って、山から流れる冷たい水に体を浸し、汗を流して体を冷やした。川にはトルネラを囲む高い山々の雪解け水が流れているから、夏でもひんやりと冷たい。この時期以外は寒くてとても入れないから、夏の楽しみと言っても過言ではなかった。

　もう何人も先客がいるようだった。午前中の仕事を終えてひと汗流しに来たのだろう。若者の姿が多いように思われた。

「んー、あっちは野郎ばっかだな」

　マルグリットは遠目に目を細めて様子を窺った。言動こそ粗野で乱暴者のマルグリットだが、それでも年頃の女の子である、異性に裸を見られたくないという恥じらいくらいは持っている。辺りを見回して、結局人の少ない上流の方まで歩を進めた。

　川は次第に森へと入り込み、幅も狭まって流れも勢いが良くなっている。しかし時折流れの緩やかな所があって、そういう場所は泳ぐのにも都合が良さそうである。

　森まで入り込むともう人影はない。木立や茂みもあるから、良い具合に姿も隠せそうだ。

　村人たちは森からの恩恵を受けてこそいるが、無暗に中に立ち入るのを怖がった。しかしマルグリットにはそういう恐れはまったくない。エルフは森に親しみを感じる心の方が強いのである。

　マルグリットは服を脱ぎ捨てると足先からそっと水に入った。水はひやりと冷たく、今までじっとりと汗に濡れていた肌がいっぺんに涼しくなった。

「はー……さいこー」

　首まで浸かると束ねていた髪の毛が水に濡れる。そのまま力を抜いて、ぷかりと体を水に浮かべた。頭上にかぶさる木々の枝が風に揺れて、その向こうに抜けるように青い夏空が見えた。時折流れて来る落ち葉が体をくすぐる。

　しばらく水に体を任せてから、ざぶり、と音をさせてマルグリットは体を起こした。エルフの白い肌が水滴をはじく。立ち上がれば水は腰くらいまでしかない。腰をかがめて両手に水をすくってざぶざぶと顔を洗う。

「ふう……涼しくなった」

　濡れた髪の毛を解いて一所にまとめると、両手で下に向かってしごくように絞る。毛先から水がぽたぽたと滴った。さっきまではぬるいようだったそよ風も、濡れた体には冷たい。それでも、熱が体の奥に閉じ込められたのか、体の芯はまだ火照っているようにも思われた。

　川辺に腰を下ろして、足だけ水に浸けてぼんやりと視線を泳がせる。そこいらには木漏れ日がまだらに差し込んで、川面にいくらかが照り返してきらきらした。

　手で水滴をはらい、しばらく座っていると体が乾いて来る。

「よっし、帰ろう。腹減った」

　マルグリットは立ち上がって服を着ようと辺りを見回した。
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　オルフェンは公国の北部に位置する事もあって、夏も気温がそこまで高くなるわけではないが、人が集まる大都市だから、建物の密集している辺りは風通しも悪く、町の中に草木が少ない。建物も石造りのものが多く、石畳の往来もあって、それが日中の太陽に焼かれて熱を持ち、実際の気温を引き上げているように思われた。

　舗装されていない道は人や荷馬車が行き交う度に砂埃が起こり、往来は変にけぶって少し息苦しい。ここ数日は雨も降っていないから、地面も乾燥気味だ。

　そんな砂煙の間を縫って、アンジェリンたちは風呂屋に来ていた。オルフェンの庶民で風呂場を持っている家は少ない。平民たちはこういった共同の浴場で汗を流し、体を洗った。

　内装は石と木と漆喰で、地面を穿ったような大きな湯船の端に大きな焰石が置かれている。その上から樋で引かれた水がかかって湯煙を上げていた。焰石は並べ方で熱の発し方が変わるから、熱くするのもぬるくするのもお手のものである。火傷防止に焰石との間には木で格子柵が設けられ、熱いお湯はその間から流れ出て来る。

　アンジェリンは両手でお湯をすくって顔を洗った。

「いい湯だね……」

「ホントね」

　隣で湯に浸かるシャルロッテが言った。まだ日が高いから、窓から光が射し込んでいて、漂う湯気のせいで棒のようになっていた。

　暑いは暑いけれど、そとで暑気にうだっているよりは余程いい。こうやって熱い湯に浸かってから外に出ると、不思議と涼しいように感じる。風呂上がりに冷たいお酒を飲むのもいい。冷房魔法クーラーは涼しくて便利でいいと思うけれど、かかっている店から出た時に押し寄せて来る暑気が不快だから、アンジェリンはそれほど好きではない。

　暑気払いとはよくいったものだ、とアンジェリンは風呂の縁に背を預けて天井を見上げた。

「トルネラじゃこんな事考えらんないや……」

　シャルロッテが立ち上がって、縁に腰かけた。

「そうなの？　トルネラだとお風呂ってどうしてたの？」

「お風呂はないの……普段はね、濡らした手ぬぐいで体を拭くの。けど、夏はそれじゃ追い付かないから、井戸の水をかぶったり、川で水浴びしたりするんだ……」

　小さな時は、よくベルグリフに連れられて川に行ったのを思い出す。しかしベルグリフは義足ゆえに泳ぎが苦手で、いつも浅い所でアンジェリンが泳ぐのを眺めていたから、一緒に泳いだというよりは魚とりの記憶の方が強い。行水で一緒だったのは、友達や年上の村娘が多かった。そんな時にいくら誘ってもベルグリフが来ないのを幼いアンジェリンは不満に思っていたけれど、今考えると随分無茶を言っていたなあ、と笑ってしまう。

　この前の帰郷ではまだ川では泳げなかったけれど、あの水の冷たさを思い出すだけで夏の暑さが吹っ飛ぶような気がした。

「川で泳ぐの？　裸で？」

「そう」

「見られたりしない？　何だか恥ずかしいわ」

　シャルロッテはそう言ってもじもじした。アンジェリンはくすくす笑う。

「まあ、たまに覗きに来る男はいたよ。わたしは子供だったから気にしなかったけど……もう少し年上のお姉さんたちは石を投げつけたりしてた」

「賑やかなのね、トルネラって」

　シャルロッテは笑って立ち上がり、ふうと息をついた。

「のぼせちゃいそう。お水に浸かって来るわ」

「うん。わたしも……」

　アンジェリンも立ち上がり、一緒に水風呂に向かう。暑いからだろう、水風呂の方が混んでいる。何とか入り込んだけれど、それほど鮮烈に冷たくもない。トルネラの川は夏でも冷たかった。そういえば、一人で泳いでいる時にいたずら好きの妖精だか精霊だかに服を隠されて困った事もあったなあ、と思う。

　些細な事でどんどん望郷の念が膨らんで来る。夏が終われば秋だ。今度こそ岩コケモモを採りに帰ろう、とアンジェリンはぬるい水に肩まで浸かった。
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　ミトを連れて戻って来たグラハムが辺りを見回した。

「マルグリットはどうした」

「それが川に水浴びに行ったまま戻って来ないんだ」

　ベルグリフも困ったように腕を組んだ。鍋の中では夏野菜と干し肉のシチューがくつくつと湯気を立てている。

　昼食前に川に水浴びに行ってから、マルグリットはちっとも帰って来ない。昼餉がすぐだというのは分かっていた筈だから、寄り道する筈もないんだがなとベルグリフは首を傾げた。

「マリー、まいご？」

「迷子かなあ。でもまさか今更……ああ、こら」

　皿をかじろうとするミトを抱き上げて、ベルグリフはグラハムの方を見た。

「ひとまず先に食べようか。寄り道してるだけかも知れないし」

「うむ」

　グラハムは頷いて鍋の木杓を手に取った。

　一方その頃、森の中ではマルグリットが困り果てていた。川辺に脱ぎ捨てておいた筈の服が忽然と消えていたのである。変態の泥棒かと憤って辺りを捜し回ったけれど何の気配もないし、そもそもそんなものが近づいていたならば気付かぬ筈がない。何かの拍子に川に落ちて流れてしまったのだろうか。

「くっそー、何なんだよもう……」

　マルグリットは唸った。こんな恰好で村に戻るわけにもいかない。水に入ったまま川を下って、下流で水浴びしている連中に助けを求めようかとも思ったけれど、何だか気恥ずかしいし、恰好が悪いような気がしてやりたくない。しかしどうしていいものか思いつかないから、こうやって夏の陽気に裸体をさらしたままになっている。間抜けが過ぎるとマルグリットはこの状況に苛立った。

　不意にがさがさと近くの茂みが揺れた。マルグリットは「ひえっ」と叫んで胸元を手で隠した。

「だ、誰だあっ！」

　茂みから野兎が飛び出して逃げて行った。

　兎如きにこんなに怯えて身構えるとは、とマルグリットは暗澹とした気分になった。身を包むものが何もないというのは何だか不安になるなと思う。

　何にしても、このままでは埒が明かない。ともかくもう一度服を捜してみるかと思いかけると、向こうから人の気配がして誰かが近づいて来た。

「その声はマリー殿ですかなー？」

「ダンカン……あっ、やばっ！」

　マルグリットは慌てて水の中に飛び込んだ。茂みの向こうから現れたダンカンは一瞬呆けたが、あわててそっぽを向いた。

「こ、これは失礼いたした。沐浴中とは露知らず……」

　そのまま踵を返して去って行こうとする。マルグリットは慌ててダンカンを呼び止めた。

「ちょ、待てダンカン！」

「む？」

　ダンカンはマルグリットの方を見ないようにしながらも足を止めた。

「如何いたしました？」

「いや、あの、その……ふ、服が流されちまってさ、その、悪いんだけど、家から何か着替えを持って来てくれねえか？」

「な、なんと、それは不運でしたな。分かり申した、任されましょう」

「わ、悪ぃ、ありがとな。あ！　大叔父上とベルには内緒な！」

「はあ……いいですが、なにゆえ？」

「だって……は、恥ずかしい……」

　ダンカンは苦笑して足早に去って行った。斧を持っていたから、木こりの手伝いで森に入っている最中だったのかも知れない。ここのところは昼食も木こりたちと一緒に取る事が多いようだった。

　どちらにしても助かった、とマルグリットは胸を撫で下ろし、体を震わせて水から上がった。少し浸かり過ぎたかも知れない。

　日の当たる所を見つけて、そこに腰を下ろした。冷えた体には夏の日光も暖かだ。たちまち体が乾き、汗も滲まないからさらりとして気持ちが良い。ダンカンが服を持って来てくれるから、不安もない。心が落ち着けば素っ裸というのも悪くないものだ。

「けど、どこのどいつだ服泥棒め……腹減ったなあ」

　マルグリットは口を尖らせ、後ろ手に手を突いて体重を預けた。ざわざわと風が吹き、頭上の木々を揺らす度に木漏れ日も揺れた。風が体に心地よい。マルグリットはそのまま仰向けにごろりと寝転がった。すると、その背中に何か柔らかいものを感じた。驚いて跳ね起きると、そこにはなくなった筈の服が落ちていた。

「え、な……なんで？」

　マルグリットは素早く周囲を見回す。何の気配もない。ここに腰を下ろす前には確かに何もなかった筈だ。得体の知れない不気味さにマルグリットは身震いした。

　ともあれ、服は戻って来たのだ。丁度良く体も乾いている。マルグリットは急いで服を着ると早足で森を出た。何だか不気味で、早くここを離れたかったのである。ダンカンの事は頭からすっ飛んでいた。
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　陽が落ちれば辺りは少し涼しくなる。それでも、石造りの建物は未だ熱を持ち、それが完全に冷えるには夜半近くまでかかる。それまでは町の中は何となくもったりした暑気が漂っていた。

　夜になるのを待って、ビャクとシャルロッテを連れていつもの酒場に行くと、アネッサとミリアムはもう来ていた。

「あれ……早かったね」

「うん、思ったより用事が早く終わったから」

「もう飲んじゃってるよー」

　既に一杯調子のミリアムがにへにへと笑った。アンジェリンはくすくす笑って椅子に腰を下ろした。取っておいてくれたらしい空のグラスにワインが注がれ、乾杯してひと息に飲んだ。大変うまい。何だかホッとするようだ。

　見回すと相変わらず人が沢山いる。冷房魔法クーラーなんて高価なものはないから、暑気に加えて人いきれが充満して何だかくらくらするような心持だ。

「鴨肉のソテーとオムレツ。ナスと豚の煮込みと腸詰……それから冷えたワイン。瓶で。パンと麦粥も持って来ておいて」

　適当に注文をして椅子の背にもたれる。一日が終わった、と思うと何となくくたびれたような気がする。酒精が入ったのも手伝っているだろう。

　シャルロッテがおずおずと口を開いた。

「あの、ロゼッタの調子はどうだった？」

「元気だよ。まだ仕事はできないみたいだけど立って歩けるし」

「むしろ元気過ぎてすっごく不満そうだったよー。元々働き者だからねー」

　ミリアムがそう言って笑い、グラスのワインを干した。アンジェリンはぽんとシャルロッテの頭に手を置いてわしわしと撫でた。

「明日、お見舞いに行ってみようね……」

「う、うん！　ありがとう、お姉さま！」

　シャルロッテは嬉しそうにはにかんだ。

「それで、どうするんだ？　また秋にトルネラに帰るのか？」

「うん……そのつもり」

「ふふー、早いねー。ベルさんに呆れられないですかにゃー？」

「呆れない……お父さんだって嬉しい筈。それにシャルたちを連れて行くのは早い方がいいもん」

「えへへ、楽しみ……」

　シャルロッテがにまにま笑って頰杖をついた。よほどベルグリフに会うのが楽しみらしい。

　秋口になるともう川で泳ぐのは無理だなあ、とアンジェリンは思った。けれど釣りはできるし、茸や岩コケモモなどの秋の恵みを採りに森に入るのは楽しい。それを思うだけで心が躍る。岩コケモモは生で食べるのも好きだが、新鮮なものを鍋でとろとろに煮詰めて、それを焼いたシラギ鳥にかけて食べるのも好きだ。甘酸っぱい岩コケモモのソースが、濃厚な鳥の脂とよく合ってうまかった。

　ミリアムが茹でたトウモロコシをかじりながら言った。

「トルネラのご飯、おいしかったなー。ベルさん、お料理上手だよね」

「うん。素朴な味付けだけど、食べててホッとするよな」

「そうだろう……」

　アンジェリンは得意気に頷いた。オルフェンで食べる食事はもちろんおいしいけれど、やはりベルグリフの作った食事を無性に食べたくなる時がある。というよりもそんな時ばっかりだ。自炊する事も多いけれど、アンジェリンはそれほどこだわって料理をする方でもないし、自分が食べる為だけの料理はどうしても大味になりがちだ。自分の事を思って作ってくれた料理は、味以外にも何か温かなものを感じる。アンジェリンはそれが好きだった。

「クリョウの実だっけ？　不思議な香りだったなあ。こっちじゃあんまり使われないよな」

「そうそう。最初は面食らったけど、わたし結構好きだったよー」

「どんな香りなの？」とシャルロッテが目をぱちくりさせた。

「うーん、ツンとする感じ。でも木の皮っぽい渋みもあって……説明が難しいな」

「ねー、アンジェ。トルネラって自給自足だから季節で料理も違うんでしょー？」

「うむ。夏から秋にかけては野菜もいっぱい。お肉も魚も豊富。冬の前の秋祭りのご飯はとっても豪華。春先は一番食材が少ない時期……」

「え、そうなんだ。春告祭の料理は結構あったけどな……」

「あのあまーいパン、おいしかったにゃー。干した果物が練り込んであって……」

「わあ……おいしそう」

「おいしいよ……秋祭りに間に合えば色々食べられるから楽しみ……」

　またしても郷愁の念をかき立てられて、アンジェリンはほうとため息をついた。

　だが、運ばれて来た湯気立つ鴨肉のソテーを見ると、空きっ腹はたちまち故郷の味などどこかへ追いやって、早く食えと急かす。ひとまず肉を切り分けて一口。嚙む程に味が滲みて来る。何だかんだとトルネラの料理の話で盛り上がっても、この店の料理はうまい。だからこそアンジェリンたちも足しげく通っているのだ。

「ほら……ビャッくん。こっち食べていいぞ」

「ビャッくんて呼ぶんじゃねえ」

　ずっと黙っていたビャクは相変わらず不機嫌そうな顔をしている。ミリアムが面白そうな顔をして手を伸ばし、そのほっぺたをむにっとつまんだ。

「暑いから不機嫌なのかにゃー？　ビャッくん、たまには笑いにゃー」

「くそ、酔っ払いが……」

「そういや飲んでないな。ワイン嫌いなのか？」

「好きじゃねえ。俺の事は放っておけ」

「……お子ちゃま」

「ああ？」

　ビャクは眉根の皺を深めてアンジェリンを睨み付けた。

「なんつったテメェ、もっぺん言ってみろ」

「いいよいいよ……お酒なんか飲めなくてもお姉ちゃんは気にしないから……」

　アンジェリンはそう言ってうまそうにワインを舐めた。ビャクは眉を吊り上げると、乱暴にグラスを持ってひと息に飲み干した。ミリアムが「おおー」と言う。

「ごうかーい。男らしーい」

「煽るんじゃないよ、もう……おいビャク……ビャク？」

「……ビャク？　どうしたの？」

　シャルロッテがビャクの肩を叩くと、ぐらりと体が揺れた。そのままゆっくりと傾いだと思うと、音を立てて椅子から転げ落ちた。アネッサが驚いて立ち上がる。

「ちょ！」

「え、ええ……ビャッくん、大丈夫？」

　ビャクは黙ったままぷるぷると震える腕を持ち上げかけたが、力尽きてまたぱたりと落とした。顔は真っ赤で視線は定まっていない。ワイン一杯で完全に酩酊してしまったようだ。

「こんなに弱かったとは……」

「ビャク！　もう、しっかりしなさいよ！」

「あーあー……弱いなら弱いって言わなきゃ……意地っ張りなんだから」

　ひとまず肩を貸してやって椅子に座らせ、なんとか背もたれに体を預けるようにさせた。しかしぐったりして、もう夕食どころではない。しかし自分たちはまだ終えてないし、どうしようかなとアンジェリンは腕を組んだ。いつの間にかすっかり酔いの回っているミリアムがからから笑っている。
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　昼のシチューの残りに水を加え、そこに大麦を入れて煮込み、行商人から買った塩漬けの魚を足して味付けする。薄切りの茄子を油で焼き、乾燥させた香草と塩を振る。これで夕飯の支度は整った。

　トルネラは西に山を背負っているから、日暮れが早い。オルフェンと違って熱を籠らせる石造りの建物は多くないし、周囲は土と草が多いから、日が陰るとたちまち気温は下がり、涼風が肌を撫でるようになる。

「さて、これでいいな。マリー、昼が遅かったからお腹空いてないんじゃないか？」

「そうでもねーぞ。普通に食えるぜ」

「はは、若いなあ……」

「けど、この魚の塩漬けしょっぱいな！　こんなに塩使わなくてもいいんじゃねーか？」

　塩漬けの魚の切れ端を口に入れ、マルグリットは眉をひそめた。ベルグリフはくつくつと笑った。

「いや、ここから海は遠いからね。これだけ塩辛くしておかないと腐るんだよ」

「え、これ海の魚なのか！」

「ああ。ま、少し値は張ったが長持ちするし、少ない量で味が出るから助かるよ」

　基本的にトルネラは自給自足だが、時折こういった品物を行商人から手に入れる。物々交換で済む場合もあるし、お金が必要になる場合もある。しかしいずれにせよ、都での暮らしに比べて現金の活用される場面というのは少ない。

　ふと、オルフェンで冒険者をやっていた頃の事が頭をよぎった。都ではお金がなければ生きてはいけない。トルネラでは食べる為に食物を作るが、オルフェンでは食べる為にお金を稼がねばならないのだ。日々、採集に討伐に忙しく駆け回っていたのを思い出す。食べる為にお金というプロセスを間に挟まなくてはならないのが、今となっては何となく面倒な気もする。

　ついこの前、アンジェリンたちとボルドーまで旅して、久しぶりにお金を払って食事をし、宿に泊まった。今更ながら、ベルグリフにはそれが妙に新鮮に感ぜられた。思えば、若い頃にトルネラを飛び出した時も、そのギャップを埋めるのに少し苦労したものだ。アンジェリンもそうだったのだろうかなどと思う。

「マリー、エルフ領ではお金は使っていたかい？」

　ベルグリフが言うと、マルグリットは首を傾げた。

「金？　うんにゃ、おれはよく知らないけど……」

「エルフ領は基本的に自給自足と狩猟採集だ」

　ミトをあやしていたグラハムが引き取って言った。

「人間の国に近い集落は交易をしている所もあるが……マルグリットや私が暮らしていた集落では金銭のやり取りはあまりなかった」

「そうか……」

　そうなると、もしマルグリットがオルフェンに出たいという事になれば、苦労するかも知れないなとベルグリフは苦笑した。

「しかし、今日はダンカンは遅いな。仕事が長引いているんかね」

「ダンカン、おしごと？」

　グラハムに抱かれたミトが身をよじった。ベルグリフは微笑んだ。

「ああ。もうすっかりトルネラに馴染んだなあ」

　その時、狙ったようなタイミングでダンカンが帰って来た。何となく片付かない顔をしていたが、マルグリットの姿を見て目をしばたかせた。

「マリー殿、服は見つかったのですか」

「え、あ、いや……」

　マルグリットはバツが悪そうに口をもぐもぐさせた。慌てて森から帰って来たはいいけれど、帰る途中で気恥ずかしくなって来て、森での出来事を話さず仕舞いなのである。ベルグリフが不思議そうな顔をして首を傾げた。

「服？　何かあったのかい？」

「実は某、昼頃に森でマリー殿と会いましてな」

「森で？　いや、でもマリーは川に水浴びに行ってたんだし、森には行ってないだろう？」

「お、おう……」

　マルグリットはしどろもどろになって、曖昧に頷いた。

「いえ……むう、するとあれは妖精に謀られたのか……」

「ふむ？」

「いや、森の中の川でマリー殿が行水されておりましてな、服が流されたから家から着替えを持って来て欲しいと……それで某、急いで帰って着替えを持って行ったのですが、既に姿はなく……妖精が化けて某をからかったのでしょうかな、はっはっは」

　ダンカンは合点が入ったという様子で笑った。ベルグリフは顎鬚を撫でた。

「そうか……この辺の妖精や精霊はいたずら好きだからなあ。俺も子供の頃よくからかわれたよ」

「ほう、ベル殿も」

「ああ。魚のふりして釣り糸を引っ張られたり、知り合いの声真似で呼ばれたり……ああ、水浴びの最中に服を隠された事もあったな。裸で帰るわけにもいかないから、あの時は参ったよ。まあ、最後には見つかったし、魔獣じゃないからまだいいんだけど」

　マルグリットがぴくりと体を震わした。

「けど大人がからかわれるのは珍しいな。基本的にあいつらは子供をからかうのが好きなんだが……」

「むむう、それは某が子供っぽいと？」

「いや、俺がそう言ったわけじゃないけど……ダンカンには構ってもらえそうだと思ったんじゃないか？」

「ふーむ……しかし、あれだけ上手く化けられてはベル殿でも見抜けないと思いますぞ。顔から声までマリー殿そのものでしたからな。恥ずかしいからベル殿とグラハム殿には黙っていてくれとまで言いましたし」

「へえ？　妙な妖精もいたもんだな」

「ダ、ダンカン、くたびれただろ？　晩飯できてるから座れよ！」

「は。や、これはどうも……」

「ほらベル！　そんなのおれがやるからさ！　いいから座ってろって！　な！」

　マルグリットはテーブルを拭いたり食器を出したりと、突然しゃんしゃん働き出した。ダンカンは頰を搔き、ベルグリフは不思議そうに顎鬚を撫でた。
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「……何だか今日は妙に働くな、マリーの奴」

「そういう気分の時もあるのでしょうかな」

　二人は顔を見合わせて肩をすくめた。グラハムだけが妙に見抜いたような目をして、動き回るマルグリットを眺めていた。暖炉でぱちんと炭がはぜ、煙が一筋、煙突に抜けて行った。
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　オルフェンから西にずっと向かって行くと、いずれ海に当たる。切り立った崖からなだらかに下って行くと磯と砂浜があり、崖に当たって砕ける大きな波とは対照的に緩やかに引いて寄せる波が白く光っていた。

　崖の上にはひときわ高い石造りの塔がある。灯台である。そこから見下ろす湾を囲むようにして広がっているのが、海洋都市エルブレンだ。突き出した石造りの波止場からは木と浮袋、樽などで造られた桟橋が幾本も突き出し、そこに大小の船が泊まっている。

　エルブレンは漁業が盛んで、その海産物は北部のあちこちの町や都に運ばれて食卓を賑わす。その為、行商人の数も多く、町はいつも活気に溢れていた。

　しかしエルブレンが賑わっているのは魚の為だけではない。都市周辺には下位から高位まで幾つかのダンジョンがあり、そこを探索する為にやって来る冒険者の数も多いのだ。死と隣り合わせゆえに金払いもいい冒険者たちに向けての娯楽の店も多く、良くも悪くもそれは町を賑やかにし、人の出入りを活発にさせた。

　そういうわけで、アンジェリンたちが道端の料理屋に腰を下ろした時も、往来は大勢の人々が行き交っていた。その賑わいはオルフェンの都に勝るとも劣らない。

　西の空は真っ赤に焼けて、空はまだぎらぎらと明るいのに地上は薄暗く、通りを挟む店の軒先はもう明かりが灯っている。露店からは良い匂いの煙が立ち上り、背後の通りを既に一杯機嫌らしい冒険者の一団が騒がしく通り過ぎた。

　ミリアムが鼻をひくつかした。

「あー、お腹減った。何食べよっか？」

「折角エルブレンに来たんだし、やっぱ魚がいいな。アンジェは？」

「わたしは何でもいい……とにかくワイン飲みたい。喉乾いた……」

「いいねー。冷えたのがいいなー」

　喉は乾いているし、どの店もうまそうに思ったから、ひとまず路上の立ち飲み酒屋のような所で足を止めた。

「ワインと……なんだろ、つまみ？」

「とりあえずお酒！　あとは適当に！」

　エルブレンには昼過ぎに着いたばかりだ。明日からは近郊の高位ランクダンジョンに潜る。普段はオルフェン近郊で仕事をする事が多いから、今回は久々の遠征だ。三人とも仕事半分、遊び半分というくらいの気分でいるらしい。

　冷えたワインで乾杯して飲み干した。乾いた喉にきりりと冷えたワインが沁みる。

　耳を澄ますと雑踏の向こうから波の音が聞こえる気がした。海が近いのである。時折髪を揺らす風も潮の香りがして、少し肌にべたつくようだった。

　アンジェリンはぼんやりと顔を上げて、軒下にぶら下がるランプを見上げた。羽虫がまとわりつくようにぶんぶん飛んでいた。

「カタクチのマリネと小貝のニンニク炒めでーす」

　料理が来た。小魚を開いて柑橘酢と塩に軽く漬け込み、薄切りの玉葱と酢漬けの青唐辛子を添えて油がかけてある。もう一つは小さな二枚貝を刻んだニンニクと一緒に殻ごと炒めたものらしい。

　料理を小皿に取りながらミリアムがくすくす笑った。

「カタクチ、ベルさんの食べた時の顔が面白かったねー」

「あー、あったな。ベルさんってああいう所がなんか可愛いよな」

「……お父さん、元気かな」

「なんだよ、もう帰りたくなったか？」

　アンジェリンはカタクチのマリネを口に運んだ。

「もぐもぐ……帰りたいわけじゃない。お父さんに会いたい」

「それって同じじゃなーい？」

「違う…………と思う」

「まあ、別にいいけど変に気抜けするなよな？　明日からは探索なんだから……あ、こらミリィ！　それわたしの！」

「えー、そんなの誰も決めてないですー」

「お前一人で三つも四つも食べてるじゃないか！　ずるいぞ！」

「こういうのは早い者勝ちー」

「あ、言ったそばから取ったな！」

「メルルーサのピルピルと岩牡蠣でーす」

　アネッサとミリアムが悶着を起こしている間に他の料理が来た。アンジェリンはにやにやしながらワインでグラスを満たした。

　あれこれ騒ぎながら夕飯を終え、良い気分で店を出た。少し霞がかったような夜空に、ぼんやりとした月が浮かんでいる。街角から小さな楽隊の演奏する音が聞こえる。

「どうする？　まっすぐ戻るか？」

「海行こうよ、うみー」

　すっかり酒の回っているらしいミリアムが笑いながら言った。アンジェリンは頷いた。

「ちょっと酔い覚まししてから帰ろ……」

「そうだな……はー、明日は探索なのにちょっと飲み過ぎたかなあ……」

　アネッサが伸びをした。

　三人は連れ立って港の方に行ってみた。月の光が穏やかな凪の上でゆらゆら揺れていた。風はあるが波は高くない。沖の方には島が見える。すっかり陽が落ちてからの海風は涼しく、酔って火照った顔を撫でると気持ちが良い。

　三人とも月明かりの海を眺めて黙った。薄雲に混じって形のくっきりした雲が流れて、それが月明かりで影になって明るい空のアクセントになっていた。

　長い黒髪が風で暴れて顔にかかる。大小の波音を聞きながら、アンジェリンは髪の毛を束ねて大きく深呼吸した。潮の香りが胸いっぱいに満ちて、不意に鼻がむず痒くなったと思ったら大きなくしゃみが出た。途端にミリアムが噴き出した。

「もー、そこでくしゃみするー？」

「……仕方ないでしょ」

「そうだな。ふふ、アンジェらしいや」

「どういう意味……？」

　アンジェリンは頰を膨らました。静謐な空気は押しやられて、笑い声が波音の間を抜けて行った。











あとがき









　後書きというものが必要なんだか何なのだか分からないが、こんなものを読んだところで仕様がないと思う。空想の世界に遊ぶ小説を読んだ後に作者が出て来てあれこれ喋り散らすのは、読者を現実に引き戻すようで、あまりよくないのではないか。そもそも文章を読むなどというのは他人のお喋りを目で聞いているようなものだから、うるさい。だがそんな事を言っていては小説家という職業が成り立たないから止むを得ない。

　いずれにせよ、後書きで書く事などないから悩むのだが、物語と違って筋がなくていいから、要するに作者が勝手に喋っていればいいだけの話で、読者の方が目を通すかどうか、それはこちらの知った事ではない。

　あんまり暑くてむしゃくしゃするから、避暑の為に北の方に行ってみた。何日も馬車に揺られるのは尻が痛くなったけれど、行ってみれば陽射しは夏のものだから日向は暑いけれど、日陰に入れば風が涼しくて、中々いいものだと思った。

　作者は九州の大分県に住んでいる。そこから北の方に街道を通って、荒れ地を抜けて、峠を越えてやって来た。平原に畑が広がり、羊が草を食んでいる。時期だからカボスを土産にして、庭先に引き出された椅子に腰を下ろした。

「随分会わないね」

「そうだね」

「エルフだのダンカンだのはどうしたの」

「みんな出かけてるよ」

「こちらはやっぱり涼しいね。僕の方は随分暑かったけれど」

「こっちも夏だから暑いのには変わりないけど、南の方に比べればいいかも知れないな」

　それはそうだろう。何よりも空気がカラッとしていて重苦しくないのがいい。

「僕の方は水が不足で困った。米が分けつする前に田んぼが乾いてしまって、どれもこれも貧相だ」

「怠けてただけじゃないのか？　本業が農業なんて言っておいて……」

「やかましい」

　彼の方は土産のカボスをしけじけと見ている。

「で、これは何に使うんだい？」

「絞ってかけるんだよ。大分県民は何にでもかける」

「何にでも」

「味噌汁にも絞るよ」

「……？　そうか。まあいいや」

　そう言って赤鬚を捻じっている。花茶をすすって、木漏れ日を見た。

「アンジェの噂は聞くかな？」

「知らんね。大体この間帰って来たばっかりじゃないか、もう心配しているのか」

「まあ、そりゃ」

「親馬鹿子馬鹿、埒が明かないね。まあそれはそうとしてこれを持って来た」

　作者が鞄から本を取り出す。彼は受け取って怪訝な顔をした。

「アンジェはともかく、これが俺かい？　少し美化して描き過ぎじゃないかな」

「僕もそう思う。しかしこれはtoi8先生の格別のご厚意というものだよ、ありがたく思っておきなさい」

「そうだなあ……でも少しむず痒いよ」

「相変わらず君は年甲斐がないね。もう少しどっしり構えたらどうなんだい」

「そんな事言われてもな」

「ほら、こっちの漫画もご覧。漆原玖先生が実によく描いてくださっている」

「本当だ……うーん、こんな風に見事に動けていたっけな」

「十割増しで描いて下さったのだ。ありがたい事だね。そこで思ったんだが、漫画は言うに及ばず、挿絵も表紙も実に素晴らしい。この本の唯一にして最大の欠点は文章だ。漫画はその点実に素晴らしい。巻末に余計な文章がくっついているけれど、それは読まなければいいだけの話だからいいとして、だから物語は漫画に任せて、こっちは本文をすっかり削ってしまって、toi8先生の画集という事にしたらいいと思う。第一、美麗なイラストに醜悪な文章をくっつけて誰が喜ぶというのか。表紙に惹かれて買っても中身がこれでは迷惑じゃないか。そう思うだろう」

「……けど、そうなったら君はどうなるんだい」

「うん、それが問題だ。偉そうに作者面できなくなる。元々偉くないなどと言ってもらっては困る。本当の事を言われては不都合だ」

「何を言っているんだか、さっぱり分からないんだが……」

「だからさ、原作者が一番まずいけれど、それを支えて下さっている諸氏が素晴らしいという話なのだよ。そもそも、後書きで作者が登場人物と会話をするなんてのは痛々しくていけない。百[image: ]もどきの文章といい、そんな事ばかりしているから、読者のひんしゅくを買って見限られるのだ」

「じゃあ、やらなければいいんじゃないのか？」

　書く事がないというのは冒頭に書いた。

　雲が流れて来て、燦々と降り注いでいた陽光が陰った。そうなると一層涼しくなったように感ずる。ぺらぺらと本を流し読みしていた彼が椅子にもたれかかった。

「それで、進んだかい？」

「うん、あと数行だ。会話ばかりというのはいいね、行数が稼げる」

「けれど三巻も続くとは驚いたな……表紙と挿絵が良いとはいえ」

「まったくその通りだ。けれどもぼつぼつ全体に間延びして、読んでいる方が飽きているんじゃないかと思うんだ。だから今度は読者のアッと驚く展開を入れたい。通り魔を登場させて君の腹を刺そうと思うのだが、どうだろう」

　彼は作者がこういう事を言うといつも返事をしない。
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新作のご案内








※ＱＲコードは掲載サイト「小説家になろう」の作品ページへリンクされています







二度転生した少年はＳランク冒険者として平穏に過ごす ～前世が賢者で英雄だったボクは来世では地味に生きる～ （著：十一屋 翠　イラスト：がおう）






「……ちょっとまった。あのドラゴン、お前さんが狩ったのか？」

「はい！　町に来る途中で狩りました！」

「そうです！」

「……やっぱりドラゴンかー。ワイバーンには見えないもんなー」

　どうしたんだろう？　試験官さん、なんだか凄い汗をかいてるぞ？

「では試験を……」「合格っ!!　冒険者試験合格!!」

「……ええっ!?」

　英雄と賢者という二つの前世の記憶を持って生まれた少年レクスは、前世で憧れていた冒険者となり、地味な生活を満喫していた。

　ただし、自分の活躍が『滅茶苦茶派手』という事に気づかずに……。
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流星の山田君　－PRINCE OF SHOOTING STAR－（著：神埼黒音　イラスト:姐川）






　若返った昭和のオッサン、異世界に王子となって降臨──！　不治の病に冒された山田一郎は、友人の力を借りてコールドスリープ治療を受けることに。

　一郎が寝ている間に地球は発達したＡＩが戦争を開始し、壊滅状態に。

　たゆたう夢の中で、一郎は願う。来世では健康になりたい、イケメンになりたい、石油王の家に生まれたい、空を飛びたい！　寝言は寝てから言え、としか言いようがない厚かましい事を願いまくる一郎であったが、彼が異世界で目を覚ました時、その願いは全て現実のものとなっていた。

　一郎は神をも欺く美貌と、天地を覆す武力を備えた完全無比な王子として目覚めてしまう。

　意図せずに飛び出す厨二台詞！　圧巻の魔法！　次々と惚れていくヒロイン！　本作は外面だけは完璧な男が、内側では羞恥で七転八倒しているギャップを楽しむコメディ作品です。ＷＥＢ版とは違い、１から描き直した完全な新作となっております。

　平凡な日本人である一郎が、異世界を必死に駆け抜けていく姿を楽しんで頂ければ幸いです！
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最強パーティーの雑用係〜おっさんは、無理やり休暇を取らされたようです〜（著：peco）






「クトー。お前、休暇取れ」「別にいらんが」

　クトーは、世界最強と名高い冒険者パーティーの雑用係だ。しかもこのインテリメガネの無表情男は、働き過ぎだと文句を言われるほどの仕事人間である。

　当然のように要請を断ると、今度は国王まで巻き込んだ休暇依頼、という強硬手段を打たれた。

「あの野郎……」

　結局休暇を取らされたクトーは、温泉休暇に向かう途中で一人の少女と出会う。

　最弱の魔物を最強呼ばわりする、無駄に自信過剰な少女、レヴィ。

「あなた、なんか弱そうね」

　彼女は、目の前にいる可愛いものを眺めるのが好きな変な奴が、自分が憧れる勇者パーティーの一員であることを知らない。

　一部で『実は裏ボス』『最強と並ぶ無敵』などと呼ばれる存在。

　そんなクトーは、彼女をお供に、自分なりに緩く『休暇』の日々を過ごし始める。
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領民０人スタートの辺境領主様（著：風楼　イラスト：キンタ）






　長きに渡る戦乱の中で活躍し、英雄と呼ばれた男が手に入れたのは、見渡す限りに何も無い、草以外に何も無い……ただ広いだけの草原だった。

　その草原には人影は無く、人影どころか人工物すらも無く……男は食料も水も金も持たず、仲間も領民も無いままに、呆然と一人、立ち尽くす。

　人は言う、これは栄達である。

　人は言う、これは厄介払いである。

　そんな状況でも腐らず諦めない男、ディアスは、状況を少しでも良くしようと動き始め……そうして一人の少女と出会う。

　少女の名はアルナー。銀髪紅眼の彼女の額には、青く輝く一本の角が生えていて─。




　ディアスとアルナーの出会いをきっかけに物語は動き出し、誰もいなかったはずの、何もなかったはずの草原に多種多様な人が集まり始めて……一つの村が出来上がっていく。

　これはそんな新米領主の日々を綴った剣と魔法の世界の物語である。
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善人のおっさん、冒険者を引退して孤児院の先生になる ～ エルフの嫁と獣人幼女たちと楽しく暮らしてます（著：茨木野　イラスト：ヨシモト）






「おめーらこんちゃー、です！　ぼくはキャニス！」

「へろー、あいむコン。みーたち獣人ぷりてートリオだよ」

「きょ、きょうはラビたちが、この作品の、えと、面白いとこを紹介するのですっ」

「ぼくはにーちゃんが色んなものを作れるのがすげーおもれーと思うです！」

「主人公のにぃは物をコピーして何でも作れる能力がある。なにそのチート」

「たべものとか、塩とか、とにかく何でも作れてとってもすごいのです！」

「あとエルフのコレット先生と、にぃとのらぶすとーりーもみのがせないね。おっとおこちゃまには刺激が強いかな」

「おめーも子供です……って、そろそろページがやべーです!!」

「では最後に、どくしゃさーびすで、なんとラビがぬぎます」

「は、はわわ！　そんなことできないのです……」

「うそぴょーん」「コンちゃんー！」

「そんなわけでみんな本を買ってくれや、です！」

「み、みなさんまたなのですー！」

「つづきはうぇぶで、じゃなくて本で。しーゆー」
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平穏を望む魔導師の平穏じゃない日常 ～うちのメイドに振り回されて困ってるんですけど～ （著：笹 塔五郎　イラスト：竹花ノート）






　彼の名前はフエン・アステーナ。

　目が覚めたら五百年もの時が経過していた─そんな彼にも相棒と呼べる存在がいる。

「そして私の名前はレイア。マスターの最愛の人です」

「急に出てきたね！　しかも最愛を名乗るの!?」

「いけませんか？」

「いや、急だったから……」

「イケマセンカ？」

「怖いから！　べ、別に名乗るのはいいけど」

「マスターの許可が下りたので婚姻届を出しに行きましょう」

「え、どういう流れでそうなるの!?」

「マスターならば私の気持ちが理解できると思っていたのに……」

「いやいや！　色々と急過ぎて理解できないだけで……」

「女の子みたいな見た目をしているのに？」「関係なくない!?」

　フエンの日常は、自身の作ったはずの魔導人形メイドにいじられる日々になっていたのだった。
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冒険者になりたいと都に出て行った娘がＳランクになってた　３
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